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患
者
数
３
２
０
０
万
人
、
死
者
64
万
人
。
も

し
日
本
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た

場
合
の
予
測
値
で
あ
る
。
近
年
こ
の
よ
う
な
数

の
死
者
が
出
た
例
は
な
い
。
中
国
四
川
省
の
大

地
震
で
死
者
・
不
明
者
数
は
８
万
人
、
ス
マ
ト

ラ
沖
大
地
震
で
波
に
さ
ら
わ
れ
た
死
者
・
不
明

者
数
で
も
28
万
人
と
い
わ
れ
る
。

﹇
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
﹈
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
り
発
症
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ヒ
ト
に
限
ら
ず
野
生
動
物

（
白
鳥
、
鴨
等
）
や
家
畜
（
鶏
、
豚
、
馬
等
）

も
感
染
す
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
特
に
重
篤

な
症
状
を
呈
す
る
高
病
原
性
ウ
イ
ル
ス
が
変
化

（
変
異
）
し
、
ヒ
ト
に
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ウ
イ
ル
ス
を
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
。

﹇
過
去
の
歴
史
﹈
20
世
紀
に
な
っ
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
３
度
大
流
行
し
て
い
る
。
第
１
回
は

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
の
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ

（
Ｈ
１
Ｎ
１
型
）、
第
２
回
は
１
９
５
７
（
昭
和

32
）
年
の
ア
ジ
ア
か
ぜ
（
Ｈ
２
Ｎ
２
型
）、
第

３
回
は
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
の
香
港
か
ぜ

（
Ｈ
３
Ｎ
２
型
）
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の

と
き
は
、
世
界
中
で
約
４
０
０
０
万
人
が
死
亡

し
、
我
が
国
で
も
約
39
万
人
が
死
亡
し
た
と
い

清水　英佑
（しみず　ひですけ）

1967年東京慈恵会医科大学卒業後、
米国ネブラスカ州立大学癌研究所
研究員などを経て、1986年東京慈
恵会医科大学教授就任。日本産業
衛生学会理事長などの要職を務め
る。2007年東京慈恵会医科大学名
誉教授に就任。現在、中央労働災
害防止協会労働衛生調査分析セン
ター所長。

巻

頭

言新型インフルエンザ

の脅威

清水　英佑

東京慈恵会医科大学名誉教授
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わ
れ
る
。

﹇
現
在
の
状
況
﹈
現
在
世
界
中
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
変
異
（
Ｈ
５
Ｎ
１
型
）
し
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト

に
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
。
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
０
８
年
６
月
ま

で
の
間
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
確
認

し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
確
認
症
例
数

は
３
８
５
人
で
、
そ
の
う
ち
死
亡
者
数
は
２
４

３
人
、
致
死
率
63
％
と
極
め
て
高
い
。
世
界
で

初
め
て
（
05
年
７
月
）
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ヒ
ト
へ
の
感
染
が
報
告
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
、
08
年
９
月
現
在
１
１
２
人
が
死
亡
し
、

世
界
の
総
死
者
数
の
半
数
を
占
め
て
い
る
。
特

に
、
同
国
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
で
集
団
発
生
が
あ

り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
人
口
過
密
と
交
通
の
要

衝
等
か
ら
、
拡
大
の
リ
ス
ク
の
高
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
も
す
で
に
北
海
道

や
秋
田
県
で
、
渡
り
鳥
の
白
鳥
の
死
体
か
ら
Ｈ

５
Ｎ
１
型
の
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
５
Ｎ
１
型
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
の
な
い

世
界
中
の
人
々
が
感
染
す
る
こ
と
で
、
世
界
流

行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
が
起
こ
る
こ
と
は
十
分

に
予
測
さ
れ
る
。

﹇
症
状
と
予
防
対
策
﹈
ヒ
ト
が
感
染
し
た
場
合
、

２
、
３
日
（
最
大
10
日
）
の
潜
伏
期
を
経
て
高

熱
を
伴
う
全
身
症
状
、
特
に
肺
炎
な
ど
の
呼
吸

器
症
状
を
呈
し
重
篤
な
経
過
を
と
る
。
感
染
方

法
は
、
飛
沫
感
染
で
、
咳
や
く
し
ゃ
み
で
唾
液

が
飛
び
、
１
・
５
ｍ
以
内
の
人
が
感
染
す
る
。

し
か
し
、
換
気
の
な
い
閉
鎖
さ
れ
た
室
内
で
は

１
・
５
ｍ
以
上
離
れ
て
い
て
も
空
気
感
染
も
あ

る
。
従
っ
て
、
予
防
対
策
は
、
①
一
般
的
な
予

防
対
策
と
し
て
栄
養
・
休
養
・
手
洗
い
・
う
が

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
常
識
的
な
こ
と
を
守

る
、
②
予
防
接
種
、
③
迅
速
な
検
査
と
し
て
迅

速
診
断
キ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
④
早

期
診
断
で
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
投
与
も
重
症
化
を
予

防
で
き
る
、
⑤
発
熱
外
来
の
設
置
で
感
染
拡
大

阻
止
が
可
能
、
⑥
教
育
等
で
あ
る
。

﹇
国
際
的
な
動
き
﹈
こ
の
よ
う
な
死
亡
率
の
高

い
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
流

行
段
階
を
６
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
（
Ｐ
）
に
分
類
し

て
い
る
。
Ｐ
１
、
２
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
間
期
で
、

ヒ
ト
で
の
発
症
は
な
い
が
リ
ス
ク
は
あ
る
。
Ｐ

３
ー
５
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
警
戒
期
で
、
Ｐ
３

は
鳥
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
あ
る
。
現
在
Ｐ
３

の
時
期
に
あ
る
。
Ｐ
４
は
、
限
定
的
に
ヒ
ト
ー

ヒ
ト
感
染
が
発
生
し
て
い
る
。
Ｐ
５
は
も
う
一

段
上
と
な
り
、
Ｐ
６
は
ヒ
ト
ー
ヒ
ト
感
染
が
世

界
中
に
拡
散
し
、
流
行
が
持
続
す
る
。

﹇
日
本
の
対
策
﹈
感
染
症
法
や
検
疫
法
の
改
正
、

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」（
２

０
０
５
年
）、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｐ
４
以
上
）」（
２
０
０
７
年
）、

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
室
」（
２
０

０
８
年
）
等
を
策
定
し
、
法
的
整
備
と
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

国
際
間
の
高
速
で
か
つ
大
量
輸
送
が
可
能
な

時
代
で
あ
る
た
め
、
世
界
流
行
は
瞬
く
間
に
起

こ
る
。
国
内
発
生
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
海

外
で
Ｐ
４
に
な
っ
た
段
階
で
、
患
者
発
生
国
か

ら
の
定
期
便
自
粛
、
未
感
染
確
認
の
在
外
邦
人

の
早
期
帰
国
と
帰
国
便
の
手
配
、
発
生
国
か
ら

の
航
空
機
・
船
舶
の
入
港
地
の
限
定
、
未
感
染

が
確
認
で
き
な
い
外
国
人
へ
の
査
証
発
給
停
止

等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
発
生
し
た
場

合
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
職
種
に
及
ぶ
。
企
業
に

あ
っ
て
は
、
家
族
を
含
め
て
従
業
員
の
健
康
確

保
と
事
業
の
継
続
・
中
止
の
判
断
が
求
め
ら
れ

る
。
情
報
の
収
集
と
実
効
性
の
あ
る
危
機
管
理

体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
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人口で見た中核都市の盛衰
─多元的都市環境の創造を─

佐貫　利雄
工学博士（東京大学）経済学博士（名古屋大学）

１
・
問
題
の
所
在

人
口
が
増
加
し
て
い
た
時
代
と
人
口
が

横
這
い
に
な
っ
た
時
代
、
そ
し
て
20
年
後

に
向
か
っ
て
本
格
的
に
人
口
減
少
の
時
代

の
３
つ
に
分
け
て
人
口
10
万
人
以
上
の
中

核
都
市
の
盛
衰
パ
タ
ー
ン
＝
盛
衰
構
造
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
を
実
証
的
に
３
つ

の
表
を
作
成
し
て
、
そ
の
特
徴
点
を
論
じ

て
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
人
口
増
加
時
代

を
１
９
７
０
年
、
人
口
横
這
い
時
代
を
２

０
０
５
年
、
人
口
本
格
減
少
時
代
を
２
０
２

５
年
に
例
を
と
っ
て
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
論
じ
る
前
に
日

本
の
歴
史
の
中
で
、
人
口
が
減
少
し
た
時

代
が
本
当
に
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
な
か

っ
た
の
か
に
つ
い
て
ま
ず
焦
点
を
当
て
て

み
た
い
。

２
・
日
本
の
人
口
減
少
・
３
つ
の
時
代

西
暦
２
０
０
年
か
ら
２
０
２
５
年
ま
で
の

１
８
２
５
年
間
の
歴
史
の
中
で
、
人
口
が
減

少
し
た
時
代
は
、
第
１
に
徳
川
時
代
の
享
保

６
年
か
ら
寛
政
４
年
ま
で
の
71
年
間
に
１
１

７
万
人
減
少
し
た
。

そ
の
理
由
は
浅
間
山
の
大
爆
発
に
よ
る
天

候
不
順
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
天
明
の
大
飢

饉
（
１
７
８
３
〜
88
年
・
６
年
間
）
と
な
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
餓
死
す
る
人
々
や
、
間
引
き

な
ど
や
、
さ
ら
に
少
子
化
も
加
わ
っ
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

第
２
の
人
口
減
少
時
代
は
、
太
平
洋
戦
争

勃
発
前
年
の
１
９
４
０
年
か
ら
太
平
洋
戦
争

が
終
結
し
た
１
９
４
５
年
ま
で
の
５
年
間
に

２
万
人
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
２
つ
の
人
口
減
少
は
実
績
で
あ
る

佐貫　利雄
（さぬき としお）

1927年生まれ。早稲田大学卒、東
京大学工学博士、名古屋大学経済
学博士、帝京大学名誉教授。昭和
26年復興金融公庫に入行、翌年日
本開発銀行に合併後、調査部次長、
設備投資研究所副所長を歴任。昭
和57年からは国際大学大学院教授、
帝京大学大学院教授、同大学院経
済学研究科長・教授として20年間
教鞭を執る。毎日新聞コラム「経
済観測」を5年間担当、日経新聞
「経済教室」の執筆多数。著書は
『成長する都市・衰退する都市』、
『日本経済のルネッサンス』、『都市
の偏差値』、『都市の盛衰ランキン
グ』、『急成長する町・淘汰される
町』等多数。



6

が
、
第
３
の
人
口
減
少
時
代
は
、
２
０
０

５
年
か
ら
２
０
２
５
年
ま
で
の
20
年
間
に

つ
い
て
の
推
計
値
で
あ
る
。
こ
の
20
年
間

に
人
口
は
８
４
９
万
人
減
少
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
天
明
の

大
飢
饉
時
代
の
７
・
３
倍
の
ス
ケ
ー
ル
、

太
平
洋
戦
争
時
代
の
４
２
５
倍
の
ス
ケ
ー

ル
の
人
口
減
少
が
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
（
表
―
１
「
日
本
人
口：

超
長
期
的

増
減
パ
タ
ー
ン
の
変
動
」
参
照
）。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
人
口
減
少
が
今
後
現
実
化
す
る
意
味
は

な
に
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

第
１
は
「
人
口
の
高
齢
化
」
が
急
速
に

増
加
パ
タ
ー
ン
を
加
速
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
２
０
０
５
年
２
５

０
１
万
人
か
ら
３
３
１
２
万
人
へ
と
８
１

１
万
人
も
増
加
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
い
。
80
歳
以
上
の
人
口
が
今
後
20
年
間

で
５
１
１
万
人
も
増
加
し
、
10
人
に
１
人

が
80
歳
以
上
の
社
会
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

第
２
は
年
少
人
口
が
２
４
１
万
人
も
減

少
し
未
来
の
労
働
力
が
一
定
の
タ
イ
ム
・

ラ
グ
を
経
て
減
少
し
、
日
本
の
経
済
力
を

魏志倭人伝�

大化の改新�

平安朝時代�

鎌倉時代 幕府開設�

豊臣時代 慶長5年�

徳川時代 鎖国開始�

 享保6年�

 寛政4年�

 弘化3年�

明治時代 明治5年�

大正時代 大正9年�

昭和時代 昭和15年�

 昭和20年�

 昭和60年�

平成時代 平成17年�

 平成37年�

�

�

200�

645�

900�

1192�

1600�

1639�

1721�

1792�

1846�

1872�

1920�

1940�

1945�

1985�

2005�

2025

400�

600�

800�

1,200�

1,227�

2,300�

2,607�

※2,490�

2,693�

3,294�

5,539�

7,254�

※7,252�

12,105�

12,776�

※11,927

1.0�

1.5�

2.0�

3.0�

3.1�

5.8�

6.5�

6.2�

6.7�

8.2�

13.8�

18.1�

18.1�

30.3�

31.9�

29.8

─ �

200�

200�

400�

27�

1,073�

307�

△117�

203�

601�

2,245�

1,715�

△2�

4,853�

671�

△849

─ �

9�

16�

27�

20�

550�

75�

△33�

75�

462�

935�

1,715�

△8�

2,427�

671�

△849

─ �

1.0�

1.8�

3.0�

2.2�

61.1�

8.3�

△3.7�

8.3�

51.3�

103.9�

190.6�

△0.9�

269.7�

74.6�

△94.3

四国409万人・横浜市358万人の1.1倍�

千葉県606万人・愛知県642万人の93.5％�

東京特別区849万人の94.2％�

東京都1,249万人の96.1％�

九州1,335万人の91.9%、京阪神1,706万人の71.9％�

東京都市圏3,448万人の66.7%（1/1.5）�

東京都市圏3,448万人の75.6%（3/4）�

東京都市圏3,448万人の72.2%�

東京都市圏3,448万人の78.1%�

東京都市圏3,448万人の95.5%�

東京都市圏3,448万人+近畿2,089万人＝5,536万人�

関東4,458万人+近畿2,089万人+愛知県725万人＝7,272万人�

関東4,458万人の1.63倍�

全国12,768万人の94.8%�

東京都市圏3,448万人の3.7倍�

2005年より△6.6％（849万人減少）�

�

�

�

�

�

項目�
西暦� 人口� 増加指数�

（200年＝1.0）�

（単位：万人）�

年� 万人� 万人�倍�

2005年現在人口との比較�20年間の�
増加人口�

全体�
増加指数�

増加人口（万人）�

年代別�

資料：�鎌倉時代以前…大森志郎『魏志倭人伝の研究』、『米と人口の歴史』、豊臣時代・徳川時代…佐貫利雄・速水融推計、明治以降…「帝国�

年鑑」、「県勢調査報」から作成�

�（注）�1783年 浅間山大爆発→天明の大飢饉 1783～88年（6年間）�

1789年 フランス革命（農作物の大飢饉）�

表－1 日本人口：超長期的増減パターンの変動（2000～2025年・1825年間）
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人口で見た中核都市の盛衰

弱
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

第
３
は
生
産
年
齢
人
口
が
、
こ
れ
ま
た
１

２
４
７
万
人
も
減
少
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら

労
働
力
の
高
齢
化
の
み
で
な
く
絶
対
量
が
大

き
く
減
少
し
、
一
方
で
労
働
力
不
足
、
他
方

で
省
力
化
技
術
開
発
と
省
力
化
投
資
が
一
段

と
緊
急
性
を
も
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

３
・
人
口
増
減
期
の
都
市
成
長
パ
タ
ー

ン
変
動

今
、
３
つ
の
時
期
―
１
９
７
０
年
人
口
増

加
期
、
２
０
０
５
年
人
口
横
這
い
期
、
そ
し

て
人
口
減
少
期
の
２
０
２
５
年
に
お
け
る
都

市
人
口
増
減
率
を
ベ
ー
ス
と
し
た
成
長
と
衰

退
を
日
本
の
全
市
町
村
に
つ
い
て
５
つ
の
階

級
に
ラ
ン
キ
ン
グ
し
て
み
た
。

表
―
２
「
人
口
増
減
期
の
都
市
成
長
パ
タ

ー
ン
」
に
示
す
よ
う
に
、
日
本
経
済
が
年
率

11
・
１
％
で
成
長
し
続
け
た
高
度
成
長
期
で

あ
り
、
人
口
増
加
に
あ
っ
て
は
、
人
口
が
増

加
し
て
い
た
市
町
村
は
28
・
７
％
、
人
口
が

減
少
し
て
い
た
市
町
村
が
71
・
３
％
で
あ
っ

た
か
ら
３：

７
の
割
合
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
は
農
村
地
域
の
潜
在
的
過
剰
労

市町村数�

成長（人口増加）�

衰退（人口減少）�

 Ａ　急成長�

 Ｂ　成長�

 Ｃ　停滞�

 Ｄ　衰退�

 Ｅ　自然淘汰�

経済成長率（％）�

総人口  1000人�

老齢人口 1000人�

（うち80歳以上） 1000人�

 老年人口�

 年少人口�

 生産年齢人口�

3,276�

28.7�

71.3�

8.1�

9.1�

11.5�

41.9�

29.4�

11.1�

103,720�

7,331�

（956）�

7.2�

23.9�

68.9

期別�人口増加期�
（A）�

（1965～70�
昭40～45）�

人口横這い期�
（B）�

（2000～05�
平12～17）�

人口減少期� 増減幅�
（C）�

（2020～25�
20年後）� （A～B）� （B～C）�

％�

％�

2,217�

27.6�

72.4�

9.0�

9.8�

8.8�

21.8�

50.6�

1.4�

127,684�

25,006�

（6,000）�

19.6�

14.3�

66.1

％�

％�

2,216�

10.4�

89.6�

3.0�

3.6�

3.8�

13.3�

76.3�

1.5�

120,913�

33,116�

（11,111）�

27.4�

13.1�

59.5�

�

％�

％�

1,059�

1.1�

1.1�

0.9�

0.7�

2.7�

20.1�

21.2�

9.7�

23,964�

17,675�

（5,044）�

12.4�

9.6�

2.8

△�

△�

�

�

�

△�

△�

�

△�

�

�

�

�

△�

△�

�

△�

△�

�

△�

△�

△�

△�

�

�

△�

�

�

�

△�

△�

�

％�

％�

1�

17.2�

17.2�

6.0�

6.7�

5.1�

8.5�

25.7�

0.1�

6,771�

7,355�

（5,111）�

7.8�

1.2�

6.6

％�

％�

成長パターン�

資料：�内閣府「国民経済計算年報」、総務省「国勢調査報告」、国立社会保障・人口問題研究所「日本�
将来推計人口」、日本統計協会「市町村の将来人口」、佐貫利雄『成長する都市、衰退する都市』�
（時事通信社）などから作成�

五
階
級
区
分�

構
成
比（
％
）�

（単位：％）�

表－2 人口増減期の都市成長パターン（1970年・2005年・2025年）
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働
力
を
東
京
湾
〜
伊
勢
湾
〜
大
阪
湾
〜
瀬

戸
内
海
を
結
ぶ
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
お

け
る
重
化
学
工
業
化
に
よ
っ
て
「
民
族
の

大
移
動
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
東
京
・
大

阪
・
名
古
屋
の
３
大
都
市
へ
と
人
口
が
集

中
し
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
こ
で
は
筆
者
が
「
都
市
の
自
然
淘
汰

論
」
で
初
め
て
指
摘
し
た
こ
と
を
ト
リ
ガ

ー
と
し
て
「
過
疎
問
題
」
が
時
の
焦
点
と

な
り
、
「
過
密
過
疎
の
解
消
の
た
め
に
、
全

国
総
合
開
発
計
画
が
政
府
に
よ
っ
て
策
定

さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
田
中
角
栄
元
総

理
が
提
言
さ
れ
た
「
日
本
列
島
改
造
論
」

が
脚
光
を
浴
び
て
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展

を
実
現
す
べ
く
地
域
開
発
が
展
開
さ
れ
、

一
応
の
目
標
を
達
成
す
る
か
に
見
え
た
が
、

経
済
・
産
業
・
技
術
・
人
材
・
資
金
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
・
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
化
が
進

め
ら
れ
、
国
内
は
あ
げ
て
「
改
革
万
能
主

義
の
時
代
」
に
突
入
し
た
が
、
サ
ブ
・
プ

ラ
イ
ム
問
題
を
ト
リ
ガ
ー
と
し
た
Ｎ
Ｙ
株

式
の
大
暴
落
に
よ
っ
て
メ
ガ
・
バ
ン
ク
や

大
証
券
会
社
が
ア
メ
リ
カ
で
倒
産
、
こ
れ

が
欧
州
、
ア
ジ
ア
、
日
本
に
も
波
及
し
、

昭
和
恐
慌
の
再
現
に
よ
く
に
た
形
で
金
融

恐
慌
か
ら
経
済
恐
慌
へ
と
発
展
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
現
象
を
―
言
葉
で
い
う

な
ら
ば
『
ユ
ダ
ヤ
商
法
の
崩
壊
』
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
度
表
―
２
の
人
口
横
這
い
期
と

こ
れ
か
ら
20
年
後
の
２
０
２
５
年
の
都
市

盛
衰
パ
タ
ー
ン
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
に
よ
る
と
人
口
増
加
都
市
は
27
・

６
％
か
ら
10
・
４
％
に
大
幅
に
少
く
な
る

の
に
反
し
て
人
口
減
少
都
市
は
72
・
４
％

か
ら
89
・
６
％
へ
と
急
増
す
る
と
予
測
さ

れ
る
。

特
に
五
階
級
ラ
ン
キ
ン
グ
の
Ｅ
ク
ラ
ス

の
自
然
淘
汰
都
市
＝
過
疎
地
域
が
76
・

３
％
・
約
８
割
に
達
す
る
の
で
は
な
い
か

と
予
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
人
口
10
万
人
以
上
の
２
５
２

都
市
に
つ
い
て
成
長
と
衰
退
を
前
掲
の
３

つ
の
時
期
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
点
を
あ
げ

て
み
よ
う
。

４
・
人
口
10
万
人
以
上
２
５
２
都
市
の

盛
衰

昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
拙
著
『
成
長

す
る
都
市
・
衰
退
す
る
都
市
』
（
時
事
通
信

社
）
の
１
１
９
頁
の
表
４
・
６
「
都
市
ス
ケ

ー
ル
別
・
都
市
の
成
長
と
衰
退
（
高
度
成
長

期
）
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
人
口
10
万
人

以
上
の
都
市
で
は
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る

も
の
は
９
割
余
に
達
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
表
―
３
「
人

口
10
万
人
以
上
都
市：

盛
衰
構
造
の
変
動
予

測
」
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
、
人
口
増
加

期
の
１
９
７
０
年
は
94
・
６
％
の
都
市
で
人

口
が
増
加
し
て
い
た
も
の
が
、
人
口
横
這
い

期
の
２
０
０
５
年
に
は
62
・
９
％
に
下
降

し
、
さ
ら
に
10
年
後
の
人
口
減
少
期
（
Ⅰ
）

の
２
０
１
５
年
〜
10
年
後
に
は
38
・
２
％
に

な
り
、
さ
ら
に
20
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は

人
口
が
増
加
し
て
い
る
成
長
都
市
は
わ
ず
か

に
22
・
８
％
へ
と
減
少
し
て
し
ま
う
と
予
測

さ
れ
る
。

人
口
増
加
期
の
１
９
７
０
年
か
ら
は
55
年

後
の
２
０
２
５
年
の
人
口
減
少
期
に
は
、

71
・
８
ポ
イ
ン
ト
も
急
落
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
大
変
動
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
に
、
人
口
10
万
人
以
上
の
都

市
を
人
口
増
減
率
に
よ
っ
て
五
階
級
に
区
分

し
て
、
表
―
４
に
ま
と
め
て
み
た
。
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人口で見た中核都市の盛衰

(

１)

人
口
増
加
期
の
盛
衰
構
造
の
特
色

第
１
の
特
徴
点
は
１
９
７
０
年
人
口
10

万
人
以
上
の
都
市
が
１
３
１
あ
っ
た
が
そ

の
う
ち
１
１
３
都
市
86
・
３
％
が
人
口
急

増
の
急
成
長
都
市
で
あ
っ
た
。

第
２
の
特
徴
点
は
地
域
別
に
見
て
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
の
各
地
域

と
も
Ａ
ク
ラ
ス
の
急
成
長
都
市
が
７
割
か

ら
９
割
を
占
め
て
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

第
３
は
Ｂ
ク
ラ
ス
は
９
都
市
・
Ｃ
ク
ラ

ス
２
都
市
・
Ｄ
ク
ラ
ス
４
都
市
、
Ｅ
ク
ラ

ス
３
都
市
に
す
ぎ
な
い
。

な
ぜ
Ａ
ク
ラ
ス
に
ラ
ン
ク
さ
れ
な
か
っ

た
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
①
Ｅ
ク
ラ
ス

の
３
都
市
の
う
ち
２
都
市
―
宇
部
と
大
牟

田
は
石
炭
・
石
炭
化
学
の
都
市
で
石
炭
産

業
の
斜
陽
化
に
よ
る
人
口
の
急
減
が
原
因

で
あ
る
。
ま
た
佐
世
保
は
海
軍
の
大
拠
点

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
成
長
力
を

も
っ
た
産
業
・
企
業
は
な
く
わ
ず
か
に
佐

世
保
重
工
（
造
船
）
と
そ
の
関
連
産
業
の

み
で
は
人
口
増
加
に
転
じ
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。

高
速
道
路
・
新
幹
線
と
い
っ
た
高
速
交

通
体
系
外
に
位
置
し
て
い
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
成
長
産
業
の
新
規
立
地
に
よ
る
都
市

の
成
長
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

②
Ｄ
・
Ｃ
ク
ラ
ス
の
６
都
市
に
つ
い
て
見

る
と
、
函
館
と
小
樽
は
本
土
と
北
海
道
を
結

ぶ
交
通
拠
点
都
市
で
あ
っ
た
が
、
本
土
と
北

海
道
を
結
ぶ
旅
客
交
通
シ
ス
テ
ム
は
青
函
連

絡
船
か
ら
東
京
〜
千
歳
を
結
ぶ
航
空
機
を
中

心
と
し
た
エ
ア
ー
ラ
イ
ン
に
シ
フ
ト
し
た
た

め
に
斜
陽
都
市
と
な
っ
た
。
加
え
て
造
船
業

は
25
万
ト
ン
の
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
中
心
と
し
た
大

型
・
自
動
操
縦
船
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
大
き

い
構
造
変
動
へ
の
対
応
が
で
き
ず
、
観
光
産

業
の
み
が
生
き
残
る
だ
け
と
な
っ
た
。

日
本
列
島
に
お
け
る
観
光
都
市
で
、
持
続

的
成
長
を
続
け
て
い
る
の
は
「
京
都
」
の
み

で
あ
る
。

小
樽
は
札
幌
の
表
玄
関
と
し
て
物
流
拠
点

で
あ
っ
た
が
、
苫
小
牧
港
の
開
発
で
拠
点
性

を
失
い
、
今
や
美
し
い
煉
瓦
造
の
倉
庫
の
ホ

テ
ル
・
商
店
な
ど
へ
の
改
造
程
度
で
は
人
口

を
吸
引
す
る
力
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。③

Ｂ
ク
ラ
ス
に
は
９
都
市
が
あ
る
が
、
繊

維
産
業
の
斜
陽
化
が
足
利
の
成
長
力
を
弱
め

成長（人口増加）�

衰退（人口減少）�

 Ａ　急成長�

 Ｂ　成長�

 Ｃ　停滞�

 Ｄ　衰退�

 Ｅ　自然淘汰�

全国（計）�

94.6�

5.4�

86.3�

6.8�

1.5�

3.1�

2.3�

100.0

115�

138�

45�

70�

44�

71�

23�

253

期別� 人口増加期�
（A）�

（1965～70年�
昭35～40）�

人口横這い期�
（B）�

（2000～05年�
平12～17）�

人口減少期� 増減幅�
（Ⅰ）（C）�

人口減少期�
（Ⅱ）（D）�

（単位：％）�

（2010～15年�
10年後）� （A～B）� （B～D）�

％� 62.9�

37.1�

17.8�

27.7�

17.4�

28.0�

9.1�

100.0

％� 38.2�

61.8�

6.0�

19.1�

13.1�

38.7�

23.1�

100.0

％�

（2020～25年�
20年後）�

22.8�

77.2�

4.3�

6.9�

11.6�

32.8�

44.4�

100.0

％� 31.7�

31.7�

68.5�

20.9�

15.9�

24.9�

6.8�

100.0

△�

�

△�

△�

�

△�

△�

△�

�

40.1�

40.1�

13.5�

20.8�

5.8�

4.8�

35.3�

100.0

ランキング�

（注）1.�
�
2.

成長ランキングは5年間の都市人口増減率でA. 急成長3.6％以上、Ｂ. 成長1.2～3.5％、C. 停滞0.0～1.4％、D. 衰退△0.0�
～△2.8％、E. 自然淘汰△2.9％以上�
二階級区分…成長A＋B＋C（人口増加都市）、衰退D＋E（人口減少都市）�

五
階
級
区
分�

都市数�

（2005年�
人口10万以上）�

�

表－3 人口10万人以上都市：盛衰構造の変動予測
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成長（Ａ）�
（3.6％以上）�

ランキング�

地域別�

東　北（12）�

東　海�
（16）�

近　畿�
（23）�

全国（131）� 113（86.3）� 9（ 6.8）� 2（ 1.5）� 4（ 3.1）� 3（ 2.3）�

14（73.7）� 2（10.5）� 2（10.5）� 1（ 5.3）� 0（ 0.0）�

75（97.4）� 2（ 2.6）� 0（ 0.0）� 0（ 0.0）� 0（ 0.0）�

24（10.5）� 5（14.3）� 0（ 0.0）� 3（ 8.6）� 3（ 8.6）�

関東内陸�
（10）�

足利（2.8）�

山形※（2.7）�会津若松（2.7）� 弘前（0.6）�青森※（6.4）�

仙台※（13.1）�

郡山（4.4）�

八戸（8.6）�

秋田※（6.4）�

新潟※（9.6）�

盛岡※（12.4）�

福島※（5.2）�

長岡（4.4）�

北海道（7）�
札幌※（32.2）�

釧路（15.6）�帯広（16.2）�

函館（0.2）� 小樽（△0.9）�旭川（13.9）�室蘭（10.7）� � �

川越（18.3）�熊谷（11.6）�川口（43.4）�

浦和※（26.9）�大宮（26.9）�千葉※（32.2）�

市川（32.2）�船橋（65.9）�松戸（85.2）�

水戸※（11.2）�日立（11.5）�宇都宮※（11.2）�

前橋※（9.2）�高崎※（9.7）�桐生（4.0）�

甲府※（7.1）�長野※（7.7）�松本（3.6）�

柏 （71.4）�東京※（7.0）�八王子（26.2）�

立川（22.2）�武蔵野（11.0）�三鷹（38.6）�

府中（54.1）�調布（72.0）�町田（62.6）�

小平（99.1）�横浜※（30.0）�横須賀（10.5）�

川崎（35.1）�平塚（24.6）�鎌倉（20.0）�

大津※（6.6）�京都※（6.2）�大阪※（4.8）�

堺　（25.5）�岸和田（19.5）�豊中（46.7）�

布施（27.7）�吹田（68.5）�高槻（63.4）�

松江※（3.8）�岡山※（11.4）�倉敷（15.5）�

広島※（16.9）�呉　（7.1）�福山（14.2）�

高松※（6.7）�松山※（11.4）�今治（4.4）�

高知※（11.0）�徳島※（5.7）�

岩国（5.6）�

守口（35.7）�枚方（58.8）�茨木（60.2）�

八尾（38.4）�寝屋川（126.3）�神戸※（9.2）�

姫路（11.9）�尼崎（23.4）�明石（22.7）�

西宮（28.3）�伊丹（40.4）�加古川（13.7）�

福岡※（13.4）�北九州（5.7）�佐賀※（3.6）�

長崎※（6.4）�熊本※（8.9）�大分※（9.3）�

別府（10.4）�宮崎※（9.9）�鹿児島※（11.0）�

奈良※（19.4）�和歌山※（15.3）�

藤沢（40.6）�小田原（14.9）�茅ヶ崎（47.1）�

相模原（60.7）�

富山※（6.6）�金沢※（7.3）�福井※（7.3）�高岡（3.2）�

宇部（△4.6）�下関（3.0）�鳥取※（1.4）�

岐阜※（14.6）�大垣（10.9）�静岡※（11.8）�

沼津（12.1）�清水（13.1）�浜松（10.0）�

伊勢（3.4）�

名古屋※（14.0）�豊橋（10.7）�岡崎（10.3）�

一宮（11.3）�春日井（52.1）�豊田（42.5）�

津※（5.7）�四日市（11.7）�鈴鹿（11.2）�

東京都市圏�
（28）�

北　陸（4）�

中　国（10）�

大牟田（△5.8）�佐世保（△5.9）�

�

八代（△0.9）�都城（△1.8）�延岡（1.2）�久留米（2.5）�

九　州（15）�

北東（19）�

三大地方（77）�

四地方（35）�

新居浜（△0.4）�
四　国（6）�

成長（B）�
（1.2～3.5％）�

停滞（C）�
（0.0～1.1％）�

衰退（D）�
（△ 0.0～△ 2.8％）�

自然淘汰（Ｅ）�
（△ 2.9％以上）�

関
　
　
東�

四
地
方�

地
方
別�

（単位：％）�

表－4 都市の成長と衰退（1970年国調ベース・人口10万人以上都市）
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て
い
る
し
、
山
形
・
会
津
若
松
・
伊
勢
・

鳥
取
・
高
岡
・
延
岡
・
久
留
米
な
ど
、
こ

の
時
点
で
成
長
力
を
も
っ
た
産
業
立
地
が

少
な
か
っ
た
が
、
久
留
米
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
を
は
じ
め
製
薬
会
社
な
ど
の
立
地
と
福

岡
に
近
い
こ
と
に
よ
る
波
及
効
果
に
よ
っ

て
発
展
の
可
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
都

市
で
あ
る
が
、
久
留
米
の
よ
う
な
都
市
は

少
な
い
。

た
し
か
に
鳥
取
に
は
コ
ク
ヨ
、
サ
ン
ヨ

ー
な
ど
の
企
業
の
新
規
立
地
が
誘
致
さ
れ
、

そ
れ
に
日
本
開
発
銀
行
の
地
方
開
発
融
資

で
多
少
は
明
る
く
も
な
っ
て
い
た
が
、
な

に
分
に
も
高
速
道
路
も
な
い
、
空
港
も
当

時
は
な
か
っ
た
。

他
方
、
下
関
が
Ｂ
ク
ラ
ス
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
が
、
下
関
は
大
陸
と
の
貿
易
港

と
し
て
繁
栄
し
た
が
物
流
革
命
で
拠
点
性

を
失
い
、
さ
ら
に
下
関
〜
門
司
間
が
中
国

縦
貫
道
で
結
ば
れ
る
し
、
ま
た
山
陽
新
幹

線
の
開
通
で
物
流
と
人
流
の
拠
点
性
を
失

い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
下
関
の
金
融
機
能
の

拠
点
性
も
喪
失
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

成
長
力
が
弱
体
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。

(

２)

人
口
横
這
い
期
の
都
市
盛
衰
の
特
徴
点

第
１
の
特
徴
点
は
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
の
人

口
が
増
加
し
て
い
る
成
長
都
市
が
１
１
４

都
市
45
・
１
％
と
人
口
増
加
期
94
・
６
％

か
ら
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

第
２
は
、
地
域
別
に
見
る
と
、
北
海

道
・
東
北
で
は
人
口
増
加
の
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ

ス
が
７
都
市
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
他
の
21
都

市
75
・
０
％
は
人
口
が
減
少
に
転
じ
て
い

る
こ
と
。

第
３
に
人
口
10
万
人
以
上
の
都
市
の
中

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
県
都
（
県
庁
所

在
地
都
市
）
で
人
口
が
増
加
し
て
い
る
の

は
30
都
市
に
減
少
し
、
人
口
が
減
少
し
て

い
る
県
都
の
中
に
盛
岡
・
前
橋
・
長
野
・

静
岡
・
金
沢
と
い
っ
た
小
売
機
能
の
拠
点

性
が
高
い
県
都
が
入
っ
て
い
る
こ
と
。
さ

ら
に
長
崎
が
Ｅ
ク
ラ
ス
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

三
菱
重
工
、
三
菱
製
鋼
と
い
っ
た
著
名
な

企
業
が
立
地
し
て
い
る
が
、
新
幹
線
な
ど
の

高
速
交
通
シ
ス
テ
ム
が
な
く
、
辛
う
じ
て
長

崎
空
港
が
東
京
・
大
阪
の
高
速
交
通
を
担
当

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
し
い
先
端
産

業
の
立
地
は
諫
早
の
よ
う
に
高
速
道
路
沿
線

で
福
岡
寄
り
の
地
域
に
立
地
し
て
い
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
新
規
立
地
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
勿
論
、
長
崎
は
山
に
囲
ま

れ
て
、
広
い
工
場
用
地
が
少
い
こ
と
も
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
的
に
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

第
４
に
、
Ａ
ク
ラ
ス
の
急
成
長
都
市
は
、
東

京
都
市
圏
（
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
）

に
28
都
市
も
集
中
し
て
お
り
、
全
国
45
都
市

の
Ａ
ク
ラ
ス
の
62
・
２
％
を
占
め
て
い
る
。

経
済
・
金
融
の
東
京
一
極
集
中
化
が
、
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
で
加

速
し
て
い
る
こ
と
の
象
徴
と
も
い
え
よ
う
。

第
５
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
都
市
数
で
東
京
都
市

圏
に
次
い
で
多
い
の
は
、
大
阪
を
中
心
と
し

た
近
畿
で
は
な
く
名
古
屋
を
中
心
と
し
た
東

海
地
方
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
そ
の
関
連
会
社
群
・
協

豊
会
２
７
３
社
の
成
長
発
展
が
原
動
力
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
６
に
四
地
方
で
は
福
岡
と
東
広
島
が
Ａ

ク
ラ
ス
の
急
成
長
都
市
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
て
よ
い
。

人口で見た中核都市の盛衰
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急成長（Ａ）�
（3.6％以上）�

階級別�

地域別�

東　北�

東　海�

近　畿�

計（253）� 45（17.8％）� 69（27.3％）� 45（17.8％）� 71（28.0％）� 23（  9.1％）�

0（  0.0％）� 4（14.3％）� 3（10.7％）� 14（50.0％）� 7（25.0％）�

31（32.9％）� 25（26.6％）� 16（17.0％）� 18（19.2％）� 4（  4.3％）�

7（20.0％）� 17（48.6％）� 6（17.1％）� 5（14.3％）� 0（  0.0％）�

3（  7.5％）� 10（25.0％）� 10（25.0％）�  12（30.0％）� 5（12.5％）�

4（  7.1％）� 13（23.2％）� 10（17.9％）� 22（39.3％）� 7（12.5％）�

関東内陸�
つくば（4.6）�那須塩原（3.8）�伊勢崎（4.1）�ひたちなか（1.3）�宇都宮※（3.1）�小山（3.2）�

高崎（2.1）�

水戸※（0.4）�

佐久（0.4）�

土浦（0.3）�太田（1.6）�古河（△0.8）�

前橋※（△0.6）�

松本（△0.6）�

足利（△2.1）�

甲府※（△1.0）�

上田（△1.3）�

佐野（△1.4）�日立（△3.6）�

桐生（△4.7）�

取手（△4.0）�筑西（△3.0）�

長野※（△0.1）�

飯田（△1.8）�

仙台※（1.7）�郡山（1.2）� 山形※（0.2）�新潟※（0.7）� 青森※（△2.3）�

盛岡※（△0.6）�

会津若松（△1.6）�

新発田（△1.3）�

弘前（△2.2）�

秋田※（△1.1）�

長岡（△0.6）�

上越（△1.8）�

八戸（△1.6）�

福島※（△1.0）�

三条（△2.7）�

一関（△3.5）�

鶴岡（△3.5）�

石巻（△4.3）�横手（△4.9）�

北海道� 札幌※（3.2）�江別（1.4）� 苫小牧（0.4）� 旭川（△1.3）�帯広（△1.4）�北見（△1.3）�函館（△3.6）�小樽（△5.7）�釧路（△5.3）�

さいたま※（3.8）�川口（4.3）�草加（5.0）�

戸田（8.0）�朝霞（3.8）�千葉※（4.2）�

市川（4.0）�船橋（3.0）�成田（5.2）�

八千代（7.0）�浦安（16.8）�東京※（4.3）�

八王子（4.5）�立川（5.8）�府中（8.3）�

調布（5.6）�町田（7.2）�日野（5.1）�

国分寺（5.6）�清瀬（8.1）�稲城（10.5）�

横浜※（4.4）�川崎（6.2）�藤沢（4.4）�

相模原（3.8）�大和（4.0）�海老名（5.3）�

西東京（4.9）�

熊谷（△0.7）�春日部（△1.0）�狭山（△2.1）�

鴻巣（△0.6）�深谷（△0.0）�三郷（△2.1）�

木更津（△0.5）�横須賀（△0.6）�小田原（△0.7）�

川越（0.9）�入間（0.5）�富士見（1.5）�

野田（0.0）�佐倉（0.2）�市原（0.7）�

鎌ヶ谷（0.2）�武蔵野（1.3）�多摩（0.0）�

秦野（0.1）�伊勢原（1.0）�青梅（0.7）�

所沢（1.8）�上尾（3.4）�越谷（2.4）�

新座（2.5）�ふじみの（1.8）�松戸（1.6）�

習志野（3.1）�我孫子（2.7）�三鷹（3.2）�

昭島（3.4）�東村山（1.8）�平塚（1.7）�

鎌倉（2.1）�茅ヶ崎（3.6）�厚木（2.3）�

座間（2.0）�柏 （1.9）�流山（1.4）�

小金井（2.0）�小平（2.9）�東久留米（1.8）�

高岡（△2.6）�金沢※（△0.4）�福井※（△0.0）�白山（2.3）� 富山※（0.1）�小松（0.4）�

三原（△1.9）�

防府（△0.8）�

尾道（△1.9）�

岩国（△2.1）�

宇部（△1.7）�

松江※（△1.3）�出雲（△0.5）�津山（△0.8）�呉　（△3.2）�下関（△3.5）�周南（△3.2）�東広島（5.2）� 岡山※（3.4）�米子（1.2）� 鳥取※（0.5）�福山（0.5）�倉敷（1.8）�

広島※（1.8）�山口※（1.6）�

豊中（△1.3）�

富田林（△2.2）� 東大阪（△0.3）�

高槻（△1.6）�

大東（△1.9）�

羽曳野（△0.5）� 明石（△0.7）�尼崎（△0.8）�

奈良※（△1.3）� 和歌山※（△2.8）�橿原（△0.2）�

八尾（△0.5）�

門真（△2.9）�

守口（△3.2）�

松原（△4.0）�

寝屋川（△3.6）�河内長野（△3.1）�大津※（4.7）�草津（4.9）�西宮（6.2）�彦根（1.8）�大阪※（1.2）�吹田（1.7）�

茨木（2.8）�

三田（1.6）�

和泉（2.8）�箕面（1.8）�

神戸※（2.1）�宝塚（3.2）�川西（2.5）�

京都※（0.0）�宇治（0.3）�堺　（0.2）�

岸和田（0.4）�

生駒（0.8）�

池田（0.1）�枚方（0.4）�

姫路（0.8）�伊丹（0.0）�加古川（0.4）�

静岡※（△0.8）�

多治見（△0.3）�

沼津（△1.7）�

伊賀（△0.9）�

岐阜※（△0.7）�富士（1.0）�藤枝（0.6）�大垣（0.5）�

瀬戸（0.2）�稲沢（0.0）�四日市（0.6）�

岡崎（5.4）�半田（4.5）�刈谷（7.6）�

豊田（4.3）�安城（7.2）�東海（4.4）�

鈴鹿（3.7）�

浜松（2.3）�三島（1.6）�富士宮（1.3）�

磐田（3.0）�焼津（1.6）�掛川（3.1）�

各務原（1.7）�名古屋※（2.0）�豊橋（2.1）�

一宮（2.4）�春日井（2.8）�豊川（3.1）�

西尾（3.5）�小牧（2.8）�津※（1.3）�

松阪（2.7）�桑名（3.0）�

東京都市圏�

北　陸�

中　国�

大牟田（△5.4）�長崎※（△3.2）�薩摩川内（△2.8）�那覇※（3.7）�沖縄（5.2）� 別府（0.3）�

都城（0.9）�鹿児島※（0.4）� 佐世保（△1.2）�

延岡（△2.5）�

諫早（△0.2）�八代（△2.7）�

北九州（△1.8）�佐賀※（△0.9）�唐津（△2.2）�福岡※（4.4）� 大分※（1.7）�春日（3.0）� 久留米（0.5）�熊本※（1.1）�宮崎※（1.4）�

浦添（3.2）�うるま（3.3）�九　州�

北東（28）�

関東（94）�

東海（35）�

近畿（40）�

四地方（56）�

7（ 14.9％）� 13（27.7％）� 9（19.1％）� 17（36.2％）� 1（  2.1％）�県都（47）�

高知※（△0.1）�

徳島※（△0.1）�新居浜（△1.5）�西条（△1.0）�今治（△3.7）�松山※（1.3）�丸亀（1.6）� 高松※（0.4）�
四　国�

成長（B）�
（1.2～3.5％）�

停滞（C）�
（0.0～1.1％）�

衰退（D）�
（△ 0.0～△ 2.8％）�

自然淘汰（Ｅ）�
（△ 2.9％以上）�

（単位：％）�

関
　
　
東�
四
地
方�

地
方
別�

表－5 都市の成長と衰退（2005年国調ベース・人口10万人以上都市）
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急成長（Ａ）�
（3.6％以上）�

階級別�

地域別�

東　北（20）�

東　海�
（35）�

近　畿�
（40）�

計（252）� 6（2.4％）� 15（6.0％）� 24（ 9.5％）� 78（31.0％）� 129（51.2％）�

関東内陸�
（24）�

つくば（1.7）�伊勢崎（1.4）� ひたちなか（△2.7）�

那須塩原（△0.1）�

佐久（△2.6）�

宇都宮※（△0.7）�

高崎（△1.2）�

小山（△0.4）�

太田（△2.0）�

仙台※（△41.5）�

新潟※（△2.7）�

山形※（△2.7）�

札幌※（△0.6）�江別（△2.8）�

郡山（△2.1）�

上越（△5.3）�

函館（△7.9）�

釧路（△9.6）�

苫小牧（△3.7）�

小樽（△9.9）�

帯広（△5.3）�

旭川（△5.5）�

北見（△5.0）�北海道（9）�

府中（5.4）�町田（4.0）�戸田（5.5）�

浦安（14.3）�

青梅（△2..9）�東久留米（△3.0）�多摩（△3.5）�

横須賀（△4.5）�小田原（△4.5）�秦野（△4.5）�

川越（△3.1）�熊谷（△4.6）�春日部（△5.4）�

狭山（△5.9）�鴻巣（△4.9）�深谷（△3.6）�

入間（△3.6）�三郷（△6.7）�木更津（△4.6）�

野田（△4.0）�佐倉（△4.0）�市原（△3.4）�

鎌ヶ谷（△4.1）�

武蔵野（△1.5）�昭島（△1.4）�小金井（△0.9）�

小平（△0.1）�東村山（△2.0）�平塚（△2.5）�

鎌倉（△1.4）�茅ヶ崎（△0.8）�厚木（△1.4）�

伊勢原（△2.6）�座間（△2.1）�川口（△0.1）�

所沢（△2.7）�上尾（△1.2）�越谷（△2.1）�

新座（△1.7）�富士見（△2.3）�ふじみの（△2.7）�

船橋（△0.6）�松戸（△2.5）�習志野（△0.6）�

柏 （△2.1）�流山（△2.6）�我孫子（△1.4）�

京都※（△2.9）�宇治（△3.5）�堺　（△3.9）�

岸和田（△3.2）�豊中（△5.3）�池田（△3.5）�

富山※（3.5）�高岡（△6.6）�金沢※（△3.4）�

小松（3.0）�福井※（△3.4）�

高槻（△5.6）�守口（△7.6）�枚方（△3.4）�

八尾（△4.9）�富田林（△6.1）�寝屋川（△7.8）�

松江※（△4.8）�出雲（△3.6）�津山（△3.6）�

呉　（△6.8）�三原（△5.4）�尾道（△6.0）�

徳島※（△3.8）�高松※（△3.3）�今治（△7.6）�

新居浜（△5.4）�西条（△4.5）�高知※（△3.2）�

福山（△3.3）�下関（△7.2）�宇部（△5.3）�

防府（△4.4）�岩国（△6.2）�周南（△7.3）�

北九州（△5.3）�大牟田（△9.0）�佐賀※（△3.9）�

唐津（△5.3）�長崎※（△6.7）�佐世保（△4.7）�

諫早（△3.3）�八代（△6.4）�別府（△3.0）�

延岡（△6.2）�薩摩川内（△5.6）�

河内長野（△7.2）�松原（△8.1）�大東（△5.5）�

羽曳野（△4.2）�門真（△7.1）�東大阪（△3.9）�

姫路（△2.9）�尼崎（△4.7）�明石（△4.6）�

伊丹（△3.5）�加古川（△3.7）�奈良※（△5.2）�
橿原（△3.8）�生駒（△3.1）�和歌山※（△6.8）�

東京※（0.9）�八王子（1.0）�立川（1.0）�

三鷹（0.7）�横浜※（0.6）�藤沢（0.7）�

相模原（0.1）�大和（0.1）�海老名（1.0）�

さいたま※（0.0）�草加（0.8）�朝霞（0.7）�

千葉※（0.1）�市川（0.3）�

調布（2.9）�日野（2.5）�国分寺（3.3）�

西東京（1.7）�川崎（2.6）�成田（2.0）�

八千代（2.6）�

青森※（△6.1）�弘前（△6.1）�八戸（△5.8）�

盛岡※（△4.1）�一関（△7.1）�石巻（△8.2）�

秋田※（△4.8）�横手（△8.4）�鶴岡（△7.0）�

福島※（△3.5）�会津若松（△6.2）�いわき（△5.3）�

長岡（△3.9）�三条（△1.4）�新発田（△4.1）�

水戸※（△3.2）�日立（△7.5）�土浦（△3.5）�

古河（△4.8）�取手（△8.3）�筑西（△6.6）�

足利（△5.9）�佐野（△4.9）�前橋※（△4.3）�

桐生（△8.7）�甲府※（△4.3）�長野※（△3.8）�

松本（△3.7）�上田（△4.5）�飯田（△5.3）�

白山（△1.3）�

広島※（△1.8）�山口※（△1.1）�

鳥取※（△2.5）�米子（△2.1）�倉敷（△1.8）�東広島（2.2）� 岡山※（0.2）�

彦根（△1.3）�

茨木（△0.7）� 箕面（△1.4）�

大阪※（△2.4）�

和泉（△1.3）�

神戸※（△1.7）� 川西（△2.0）�宝塚（△1.3）�

三田（△1.1）�

吹田（△1.8）�草津（1.7）�西宮（2.9）� 大津※（1.0）�

掛川（0.2）�半田（1.0）�豊田（0.4）�

西尾（0.5）�東海（0.9）�鈴鹿（0.0）�

刈谷（4.5）�安城（3.7）� 岡崎（0.7）� 各務原（△2.3）�浜松（△1.4）�三島（△2.6）�

富士宮（△2.8）�磐田（△0.6）�焼津（△2.6）�

名古屋※（△1.6）�豊橋（△1.5）�一宮（△1.6）�

春日井（△1.1）�豊川（△0.4）�小牧（△1.1）�

津※（△2.4）�松阪（△0.4）�桑名（△0.8）�

岐阜※（△4.4）�大垣（△2.9）�多治見（△4.3）�

静岡※（△4.9）�沼津（△5.9）�富士（△3.0）�

藤枝（△3.6）�瀬戸（△3.9）�稲沢（△3.7）�

四日市（△3.2）�伊賀（△4.0）�

東京都市圏�
（68）�

北　陸（6）�

中　国（19）�

大分※（△1.8）�

鹿児島（△2.6）�浦添（△0.2）�

宮崎※（△2.2）�都城（△2.1）�

久留米（△2.7）�春日（△0.4）�熊本※（△1.7）�沖縄（2.5）�福岡※（1.5）� 那覇※（0.8）�うるま（0.5）�

九　州（23）�

0（0.0％）� 1（2.1％）� 7（14.9％）� 17（36.2％）� 22（46.8％）�県都（47）�

丸亀（△2.0）�松山※（△2.2）�
四　国（8）�

成長（B）�
（1.2～3.5％）�

停滞（C）�
（0.0～1.1％）�

衰退（D）�
（△ 0.0～△ 2.8％）�

自然淘汰（Ｅ）�
（△ 2.9％以上）�

（単位：％）�

関
　
　
東�

表－6 都市の成長と衰退（2020～2025年・予測ベース・人口10万人以上都市）
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急成長都市�

成長�
都市�

停滞都市�衰退都市�

自然淘汰�
都市�

20

40

60

80

100

�

1965～70年（昭40～45）�
（人口増加時代）�

2000～05年（平12～17）�
（高齢化時代）�2020～25年�

（人口減少時代）�

急成長都市�

成長�
都市�

停滞都市�衰退都市�

自然淘汰�
都市�

20

40

60

2000～05年（平12～17）�
（高齢化時代）�

2020～25年�
（人口減少時代）�

図－1 都市盛衰構造の変動（1970・2005・2025年）

図－2 都市盛衰退構造の変動（人口10万人以上都）
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人口で見た中核都市の盛衰

(

３)

人
口
減
少
期
の
都
市
盛
衰
の
特
徴
点

さ
て
、
本
格
的
な
人
口
減
少
期
で
あ
る

２
０
２
５
年
、
20
年
後
に
焦
点
を
当
て
る

と
、
中
核
都
市
の
盛
衰
構
造
は
表
―
６

「
都
市
の
成
長
と
衰
退
」
の
ご
と
く
な
る
。

第
１
の
特
徴
点
は
、
人
口
増
加
期
の
盛

衰
構
造
と
全
く
反
対
の
人
口
減
少
都
市
の

衰
退
都
市
（
Ｄ
・
Ｅ
）
が
２
０
７
都
市

82
・
２
％
に
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
な
か
ん
ず
く
、
Ｅ
ク
ラ
ス
の
自
然

淘
汰
都
市
＝
過
疎
現
象
を
呈
す
る
中
核
都

市
が
な
ん
と
１
２
９
都
市
51
・
２
％
に
達

す
る
と
い
う
激
震
的
現
象
が
20
年
後
に
訪

れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
。

第
２
は
東
京
都
圏
で
も
人
口
増
加
の
成

長
都
市
が
68
都
市
の
う
ち
25
都
市
36
・

８
％
し
か
な
く
、
６
割
の
都
市
が
人
口
減

少
し
て
い
る
衰
退
都
市
で
、
こ
の
う
ち
人

口
が
急
減
し
過
疎
化
す
る
も
の
が
19
都
市

に
達
し
、
東
京
都
市
圏
に
も
「
過
疎
都
市
」

が
簇
出
す
る
と
い
う
現
実
を
ど
う
受
け
と

め
た
ら
よ
い
か
、
大
き
な
「
都
市
・
地
域

問
題
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

中
核
都
市
は
東
北
・
北
海
道
や
中
国
・

北
陸
・
四
国
・
九
州
の
み
で
衰
退
都
市
化

す
る
だ
け
で
な
く
、
近
畿
・
東
海
は
勿
論

の
こ
と
東
京
で
も
衰
退
・
過
疎
化
が
現
実

化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
東
京
都
市
圏
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
も
本
格
的
な

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ト
の
時
代

が
訪
れ
る
こ
と
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
み

な
ら
ず
、
駅
前
と
か
、
中
心
商
店
街
と
か

の
商
店
の
衰
退
は
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
自
然
淘
汰
が
始
ま
る
と
見
て
よ

か
ろ
う
。

第
３
に
図
―
１
お
よ
び
図
―
２
に
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
人
口
増
加
期
は
急
成
長

都
市
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
も
の
が
、
人

口
横
這
い
期
に
は
Ｂ
ク
ラ
ス
の
成
長
都
市

と
Ｃ
ク
ラ
ス
の
停
滞
都
市
が
中
心
に
な
り
、

人
口
減
少
期
に
は
、
Ｅ
ク
ラ
ス
の
自
然
淘

汰
都
市
と
Ｄ
ク
ラ
ス
の
衰
退
都
市
が
中
心

に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
表
―
７
「
東
京

都
市
圏：

人
口
10
万
人
以
上
都
市
の
盛
衰

予
測
」
に
示
す
よ
う
に
、
人
口
増
加
期
に

は
Ａ
ク
ラ
ス
の
急
成
長
都
市
が
１
０
０
％

で
あ
っ
た
も
の
が
、
人
口
横
這
い
期
に
は

人
口
増
加
都
市
は
87
・
１
％
に
減
少
し
、

さ
ら
に
人
口
減
少
期
（
２
０
１
５
年
）
に
は

61
・
８
％
に
、
そ
し
て
、
人
口
減
少
期
（
２

０
２
５
年
）
に
は
25
都
市
36
・
８
％
に
減
少

し
、
こ
の
比
率
に
含
ま
れ
て
い
な
い
10
万
人

ス
ケ
ー
ル
を
切
っ
て
人
口
が
減
少
し
た
非
中

核
都
市
が
２
都
市
も
で
る
と
予
測
さ
れ
る
。

第
４
に
表
―
８
「
東
京
都
心：

中
枢
管
理

機
能
の
集
積
規
模
比
較
」
に
示
す
よ
う
に
、

例
え
ば
中
枢
管
理
機
能
の
ス
ケ
ー
ル
を
ビ
ビ

ッ
ト
に
示
す
貸
出
残
高
の
ス
ケ
ー
ル
を
比
較

し
て
み
る
と
、千
代
田
区
を
１
／
１
と
し
て
、

中
央
区
１
／
３
・
港
区
１
／
７
・
新
宿
区

１
／
12
・
渋
谷
区
１
／
31
・
豊
島
区
１
／

35
・
台
東
区
１
／
37
と
い
う
よ
う
に
中
枢
管

理
機
能
に
よ
る
都
心
機
能
は
超
一
極
集
中
化

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
東
京
都
市
圏
内

の
中
核
都
市
で
も
自
然
淘
汰
さ
れ
る
も
の
が

で
る
と
み
て
よ
い
。

ま
し
て
や
地
方
中
核
都
市
に
お
い
て
お
や

で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

人
口
減
少
期
に
対
応
し
た
都
市
環
境
の
創

造
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

図
―
３
お
よ
び
図
―
４
を
ご
ら
ん
い
た
だ
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急成長（Ａ）�
（3.6％以上）�

5階級ランキング�

期別�

2.8（100.0％）� 0（0.0％）� 0（0.0％）� 0（0.0％）� 0（0.0％）�

（単位：％）�

29（41.4％）� 22（31.4％）� 10（14.3％）� 9（12.9％）� 0（0.0％）�

10（14.7％）� 24（35.3％）� 8（11.8％）� 24（35.3％）� 2（2.9％）�

人口増加期�
（高度成長期）�
1965～70年�
昭35～40�
成長率10.6％�
（28）�

人口横這い期�
（高齢化・�
零成長期）�
2000～05年�
平12～17�
成長率1.4％�
（70）�

人口減少�
（Ⅰ）期�
2010～15年�
成長率2.0％�
（68）�

狭山（△3.9）�三郷（△4.0）�

成長（B）�
（1.2～3.5％）�

停滞（C）�
（0.0～1.1％）�

衰退（D）�
（△ 0.0～△ 2.8％）�

自然淘汰（Ｅ）�
（△ 2.9％以上）�

川越（18.3）�熊谷（11.6）�川口（43.4）�

浦和※（26.9）�大宮（26.9）�千葉※（32.2）�

市川（32.2）�船橋（65.9）�松戸（85.2）�

柏 （71.4）�東京※（7.0）�八王子（26.2）�

立川（22.9）�武蔵野（11.0）�三鷹（38.6）�

府中（54.1）�調布（72.0）�町田（62.6）�

小平（99.1）�横浜※（30.0）�横須賀（10.5）�

川崎（35.1）�平塚（44.6）�鎌倉（20.0）�

藤沢（40.6）�小田原（14.9）�茅ヶ崎（47.1）�

相模原（60.7）�

さいたま※（3.8）�川口（4.3）�草加（5.0）�

戸田（8.0）�朝霞（3.8）�千葉※（4.2）�

市川（4.0）�船橋（3.0）�成田（5.2）�

八千代（7.0）�浦安（16.8）�東京※（4.3）�

八王子（4.5）�立川（5.8）�府中（8.3）�

調布（5.6）�町田（7.2）�日野（5.1）�

国分寺（5.6）�清瀬（8.1）�稲城（10.5）�

横浜※（4.4）�川崎（6.2）� 武蔵野（1.3）�藤沢（4.4）�

相模原（3.8）�大和（4.0）�海老名（5.3）�

西東京（4.9）�茅ヶ崎（3.6）�

熊谷（△0.7）�春日部（△1.0）�狭山（△2.1）�

鴻巣（△0.6）�深谷（△0.0）�三郷（△2.1）�

木更津（△0.5）�横須賀（△0.6）�小田原（△0.7）�

川越（0.9）�入間（0.5）�野田（0.0）�

佐倉（0.2）�市原（0.7）�鎌ヶ谷（0.2）�

多摩（0.0）�青梅（0.7）�秦野（0.1）�

伊勢原（1.0）�

所沢（1.8）�上尾（3.4）�越谷（2.4）�

新座（2.5）�ふじみの（1.8）�松戸（1.6）�

習志野（3.1）�我孫子（2.7）�三鷹（3.2）�

昭島（3.4）�東村山（1.8）�平塚（1.7）�

鎌倉（2.1）�富士見（1.5）�厚木（2.3）�

座間（2.0）�柏 （1.9）�流山（1.4）�

小金井（2.0）�小平（2.9）�東久留米（1.8）�

4（5.9％）� 7（10.3％）� 14（20.6％）� 24（35.3％）� 19（27.9％）�

人口減少�
（Ⅱ）期�
2020～25年�
成長率1.0％�
（68）�

戸田（6.4）�八千代（5.2）�浦安（15.0）�

立川（3.9）�府中（6.8）�町田（6.2）�

日野（4.3）�国分寺（4.0）�西東京（3.6）�

川崎（4.1）�

大和（1.8）�海老名（2.3）�

川越（△0.6）�越谷（0.6）�新座（0.6）�ふじみ野（0.3）�

柏 （0.3）�我孫子（0.7）�昭島（0.9）�

東村山（0.7）�鎌倉（0.6）�

さいたま※（2.1）�川口（2.2）�上尾（1.8）�

草加（3.3）�朝霞（2.3）�千葉※（2.4）�

市川（1.9）�船橋（1.7）�成田（2.9）�

習志野（1.9）�東京※（2.4）�八王子（3.1）�

三鷹（2.2）�調布（3.5）�小金井（1.7）�

小平（1.6）�横浜※（2.5）�藤沢（2.9）�

茅ヶ崎（1.7）�相模原（2.2）�厚木（1.3）�

座間（2.3）� 小田原（△2.6）�秦野（△1.2）�

熊谷（△2.1）�所沢（△0.0）�

春日部（△2.6）�鴻巣（△2.5）�深谷（△1.9）�

入間（△0.7）�富士見（△0.2）�木更津（△2.5）�

松戸（△0.2）�野田（△1.3）�佐倉（△1.2）�

市原（△1.1）�流山（△0.3）�鎌ヶ谷（△1.0）�

武蔵野（△0.7）�青梅（△0.7）�東久留米（△0.9）�

多摩（△1.4）�横須賀（△2.4）�平塚（△0.1）�

伊勢原（△0.6）�

府中（5.4）�町田（4.0）�戸田（5.5）�

浦安（14.3）�

青梅（△2..9）�東久留米（△3.0）�多摩（△3.5）�

横須賀（△4.5）�小田原（△4.5）�秦野（△4.5）�

川越（△3.1）�熊谷（△4.6）�春日部（△5.4）�

狭山（△5.9）�鴻巣（△4.9）�深谷（△3.6）�

入間（△3.6）�三郷（△6.7）�木更津（△4.6）�

野田（△4.0）�佐倉（△4.0）�市原（△3.4）�

鎌ヶ谷（△4.1）�

武蔵野（△1.5）�昭島（△1.4）�小金井（△0.9）�

小平（△0.1）�東村山（△2.0）�平塚（△2.5）�

鎌倉（△1.4）�茅ヶ崎（△0.8）�厚木（△1.4）�

伊勢原（△2.6）�座間（△2.1）�川口（△0.1）�

所沢（△2.7）�上尾（△1.2）�越谷（△2.1）�

新座（△1.7）�富士見（△2.3）�ふじみの（△2.7）�

船橋（△0.6）�松戸（△2.5）�習志野（△0.6）�

柏 （△2.1）�流山（△2.6）�我孫子（△1.4）�

東京※（0.9）�八王子（1.0）�立川（1.0）�

三鷹（0.7）�横浜※（0.6）�藤沢（0.7）�

相模原（0.1）�大和（0.1）�海老名（1.0）�

さいたま※（0.0）�草加（0.8）�朝霞（0.7）�

千葉※（0.1）�市川（0.3）�

調布（2.9）�日野（2.5）�国分寺（3.3）�

西東京（1.7）�川崎（2.6）�成田（2.0）�

八千代（2.6）�

表－7 東京都市圏：人口10万人以上都市の盛衰予測
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人口で見た中核都市の盛衰

人口（1,000人）�

（2005年�
平.17）�

（2005年�
平.17）�

（2006年�
平.18）�

（2004年�
平.16）�

（2004年�
平.16）�

（2004年�
平.16）�

ラン�
キング�

昼夜間人口�
比率�

人口�
1人当り�

吸引�
係数�

売場�
面積�

大型店�
比率�

卸売�
小売�

千代田�
＝�

増減率�
（’00～’05）�

昼間人口�工業出荷額（上位4業種）�

①�②�③�④�

小売販売高� 卸売販売高� 貸出残高� 分譲�
住宅�
比率�

大型店�

区別�

項目�

千代田�

中央�

港�

新宿�

渋谷�

豊島�

�

練馬�

杉並�

世田谷�

太田�

42�

98�

186�

302�

203�

250�

165�

692�

528�

841�

665

15.8�

35.3�

16.5�

5.4�

3.3�

0.5�

5.7�

5.2�

1.2�

3.3�

2.3�

�

Ａ�

Ａ�

Ａ�

Ａ�

Ｂ�

Ｃ�

Ａ�

Ａ�

Ｂ�

Ｂ�

Ｂ�

853�

648�

909�

770�

543�

378�

304�

531�

439�

736�

657

20.3�

6.6�

4.9�

2.6�

2.7�

1.2�

1.8�

0.8�

0.8�

0.9�

0.9

510�

914�

740�

3,335�

275�

790�

1,152�

933�

533�

591�

7,213

8,374�

13,069�

6,643�

14,560�

11,131�

7,765�

5,336�

4,666�

4,282�

7,529�

5,685

1,993�

1,449�

395�

537�

573�

330�

339�

70�

84�

94�

87

19.0�

13.8�

3.8�

5.1�

5.5�

3.1�

3.2�

0.67�

0.80�

0.90�

0.83

365�

348�

239�

425�

419�

389�

122�

186�

108�

179�

193

99.2�

74.8�

82.1�

70.6�

68.4�

83.5�

41.9�

47.7�

38.6�

39.0�

51.2

405,325�

383,206�

324,190�

51,691�

45,220�

13,038�

50,147�

5,851�

7,432�

9,528�

49,122

48.4�

29.3�

48.8�

3.6�

4.1�

1.7�

9.4�

1.3�

1.7�

1.3�

8.6

851,180�

282,139�

124,233�

68,717�

27,193�

24,472�

22,978�

9,117�

10,672�

14,533�

17,255

171.0�

176.9�

89.6�

71.8�

58.9�

60.8�

78.8�

44.0�

38.2�

44.4�

56.6

74.3�

38.1�

53.3�

26.4�

37.3�

53.6�

44.6�

47.0�

43.3�

41.9�

46.5

1/1�

1/3�

1/7�

1/12�

1/31�

1/35�

1/37�

1/94�

1/80�

1/59�

1/49

印� パ� 他�衣�都
心
３
区�

山
手
３
区�

住
宅
地
４
区�

貸出�
預金�

％�

（単位：億円％）�

％�億円�倍�％�千m2倍�万円�億円�億円� 92.4 2.8倍�千人�％�千人�

印�食� 他�衣�
71.8 14.0

印� 窯� 食�機�
60.1 12.6

印� 食� パ�プ�
86.3 8.0

印� 電� 精�他�
57.8 10.9

印� 電� 食�他�
49.0 20.4

革� 印� 他�パ�
30.9 23.4

食� 化� 非�印�
22.9 10.9

印� 電� 機�精�
12.3 3.8

印� 窯� 機�食�
16.6 15.4

機� 金� 電�食�
31.8 11.0

1.7

8.0

5.2

10.9

10.8

5.3

12.8

8.2

10.5

11.3

6.4

（下町）台東�

資料：�総務省「国勢調査報告」、経済産業省「工業統計表」、「商業統計表」、国土交通省「建築統計年報」、全国銀行協会「月刊金融」等から�

作成�

1

1

表－8 東京都心：中枢管理機能の集積規模比較

き
た
い
。

都
市
環
境
と
い
っ
た
場
合
、
筆
者
は

「
多
元
的
都
市
環
境
の
創
造
」
が
必
要
で
あ

る
と
提
案
し
た
い
。

都
市
環
境
に
は
、
①
経
済
的
環
境
、
②

知
的
環
境
、
③
情
報
交
通
環
境
、
④
自
由

時
間
環
境
、
⑤
住
宅
・
医
療
環
境
、
⑥
自

然
環
境
な
ど
が
あ
り
、
理
想
は
こ
の
６
つ

の
指
標
が
正
六
角
形
に
な
る
こ
と
で
あ
る

が
現
実
は
経
済
的
環
境
を
あ
る
程
度
犠
牲

に
し
て
他
の
指
標
を
高
め
て
い
く
ほ
か
に

は
選
択
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

か
り
に
多
元
的
都
市
環
境
を
図
―
３
の

21
世
紀
社
会
的
パ
タ
ー
ン
へ
も
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
図
―
４
に
示
す

よ
う
に
、
こ
の
多
元
的
都
市
環
境
を
持
続

的
に
安
定
化
す
る
た
め
に
は
、
「
多
元
的
都

市
環
境
主
軸
」
と
い
う
主
柱
が
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。

そ
の
主
軸
と
は
何
か
。
Ｇ
１
は
天
災

（
地
震
・
火
山
・
洪
水
・
台
風
・
津
波
）
に

強
い
都
市
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

第
２
は
Ｇ
２
の
人
災
（
犯
罪
・
火
災
・
交

通
事
故
・
暴
動
・
テ
ロ
・
革
命
・
戦
争
）

に
強
い
都
市
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ

る
。こ

れ
こ
そ
が
都
市
軸
の
中
心
が
安
全
性

と
い
う
視
点
に
集
斂
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
安
全
軸
を
支
え
る
ソ
フ

ト
の
面
が
最
も
大
切
で
、
家
庭
の
中
に
祖

父
母
〜
父
母
〜
子
ど
も
と
い
っ
た
「
３
世

代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
」（
図
―
５
）

が
形
成
し
う
る
よ
う
な
環
境
を
同
時
に
ハ

ー
ド
の
中
に
組
み
入
れ
て
い
く
こ
と
こ
そ

最
も
大
切
な
都
市
環
境
の
創
造
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
易
い
の

が
、
現
在
お
よ
び
今
後
の
20
〜
30
年
の
ス

パ
ン
で
は
地
方
中
核
都
市
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
だ
け
に
「
地
方
の
成
長
な
く
し
て

国
家
の
繁
栄
な
し
」
と
い
う
言
葉
を
記
し

て
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
。
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図－3 多元的都市環境論（20世紀から21世紀へ）

図－4 多元的都市環境主軸論
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人口で見た中核都市の盛衰

図－5 3世代コミュニティ・システム（Wたすきがけ社会）
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第6回女性大臣・議員会議

参加報告

は
じ
め
に

９
月
23
日
、
24
日
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
の
国
会
議
事
堂
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
・
モ
ン
ゴ
ル
国
共
催
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、

日
本
政
府
の
後
援
で
、
第
６
回
女
性
大

臣
・
議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
残
念
な

が
ら
９
月
24
日
は
内
閣
総
理
大
臣
指
名
選

挙
が
行
わ
れ
た
都
合
上
、
日
本
か
ら
の
国

会
議
員
の
参
加
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

会
議
期
間
中
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
も
衆
議

院
選
挙
直
後
の
国
会
召
集
並
び
に
組
閣
当

日
に
当
た
っ
て
お
り
、
非
常
に
慌
た
だ
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル

で
人
口
問
題
を
扱
う
モ
ン
ゴ
ル
国
会
社
会

委
員
長
と
し
て
長
年
活
躍
し
た
ラ
ム
バ
ー

議
員
が
、
厚
生
大
臣
に
就
任
す
る
な
ど
、

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
や
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
会
議
で

な
じ
み
の
顔
が
モ
ン
ゴ
ル
の
新
聞
の
紙
面

を
飾
っ
て
い
た
。

こ
の
慌
た
だ
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

開
会
式
に
は
ダ
ム
デ
ィ
ン
・
デ
ム
ベ
レ
ル

国
会
議
長
、
ナ
ン
バ
リ
ー
ン
・
エ
ン
フ
バ

ヤ
ル
大
統
領
も
参
加
し
、
主
催
国
で
あ
る

モ
ン
ゴ
ル
側
の
熱
意
が
う
か
が
わ
れ
た
。

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
大
統
領
の
開
会
宣
言
で

会
議
は
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
に
拠
出
さ
れ
て
い
る
日
本
政
府
信
託
基

金
（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
市

橋
康
吉
在
モ
ン
ゴ
ル
日
本
特
命
全
権
大
使
も

挨
拶
を
述
べ
た
。市
橋
大
使
は
挨
拶
の
中
で
、

人
間
の
安
全
保
障
の
観
点
に
立
っ
た
日
本
の

援
助
の
姿
勢
を
改
め
て
説
明
し
、
二
国
間
お

よ
び
多
国
間
援
助
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

会
議
に
つ
い
て

会
議
は
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
熱
心
な
討

議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
こ

と
と
し
て
、
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を
先
進
国

の
支
援
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
各
途
上
国
の

各
国
の
予
算
の
中
で
達
成
で
き
る
よ
う
努
力

す
べ
き
」
と
い
う
視
点
が
明
確
に
示
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
が
創
始
し
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
や
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
日

本
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動

に
対
す
る
支
援
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
ア
ジ
ア
の
各
国
で
人
口
転

換
が
進
み
、
人
口
の
安
定
化
が
生
じ
る
と
と
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も
に
、
経
済
的
な
発
展
も
起
こ
り
、
各
国

が
自
力
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
よ
う
と

い
う
強
い
意
気
込
み
を
見
せ
る
ま
で
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
議
員
活
動
も
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に

お
け
る
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
持
続
的

な
発
展
を
目
指
す
た
め
に
新
た
な
戦
略
を
構

築
す
る
必
要
が
出
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
女
性
大
臣
・
議
員
会
議
と
は
い
え
、

女
性
問
題
以
外
の
議
題
も
数
多
く
議
論
の
俎

上
に
上
っ
た
。
特
に
参
加
者
か
ら
は
、
食
料

安
全
保
障
の
問
題
に
対
す
る
懸
念
が
強
く
表

明
さ
れ
た
。
「
い
く
ら
経
済
的
に
成
功
し
、

お
金
が
あ
っ
て
も
食
料
供
給
が
十
分
で
な
け

れ
ば
そ
れ
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
中
で
輸
入
国
の
食
料
安
全
保

障
の
問
題
が
十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
発
言
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
議
員
か
ら
あ
っ

た
。
こ
れ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
が

主
張
し
て
き
た
内
容
で
あ
り
、
今
に
至
っ
て

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
で
現
実
の
問
題
と
し
て

強
く
意
識
さ
れ
始
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
議
論
の
蓄
積
を
ア
ジ
ア
に
移
転

し
、
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
の
視
点
か
ら

長
期
的
な
食
料
安
全
保
障
の
議
論
を
行
う
べ

き
時
期
に
改
め
て
至
っ
た
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

（
楠
本
　
修
）

開会宣言を行うエンフバヤル・
モンゴル国大統領

各国の女性議員たちが熱心な議論を続けた

第6回女性大臣・議員会議参加報告
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私
た
ち
ア
ジ
ア
太
平
洋
21
カ
国
の
大
臣

と
議
員
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
、
特
に
保
健
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
野

の
目
標
を
予
定
通
り
に
達
成
す
る
た
め
の

私
た
ち
の
公
約
を
行
う
た
め
に
、
２
０
０

８
年
９
月
23
―
24
日
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
に
集
い
、
第
６
回
女
性
大
臣
・

議
員
会
議
に
参
加
し
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
貧
困
撲
滅
の
た
め
の
共
通
の

枠
組
み
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
会
議
の
成
果
は
２
０
１
５
年
ま

で
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
、
特
に
北
京
と

カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
に
基
づ
い
た
、
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
男
女
平
等
、
全

て
の
人
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

を
含
む
基
礎
的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
推
進
す
る
た

め
に
行
わ
れ
て
い
る
地
球
規
模
で
の
努
力

に
大
き
く
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
公
約
は
以
下
の
こ
と
を
理
解
し
て

い
る

―
大
臣
と
国
会
議
員
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
達
成
す
る
た

め
に
カ
ギ
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
Ｍ
Ｄ

Ｇ
関
連
の
政
策
や
予
算
に
対
す
る
彼
ら
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
、
各
国
の
開
発
目
標

や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
現
実
的
に
達
成
す
る
た

め
の
主
要
な
要
素
で
あ
る
。
特
に
強
調
す

べ
き
は
女
性
大
臣
と
国
会
議
員
が
社
会
政

策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
し
て
国
家
開
発
努
力

に
お
い
て
そ
の
支
援
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

―
保
健
関
連
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
４
、
５
お
よ
び

６
）
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ

３
）
は
多
く
の
国
、
特
に
ア
ジ
ア
で
最
も

課
題
の
多
い
（
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
）
状

態
と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
へ
の
投
資
、
制
度
の
強

化
、
継
続
的
な
能
力
構
築
、
政
策
形
成
、

お
よ
び
／
ま
た
は
実
施
の
た
め
の
支
援
、

を
行
う
こ
と
で
貧
困
の
緩
和
を
進
め
る
。

―
政
治
的
不
安
定
性
、
人
口
規
模
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
よ
う
な
新
た
に
発
生
し
て

き
た
問
題
、都
市
化
と
人
口
移
動
の
拡
大
、

社
会
経
済
的
格
差
の
拡
大
、
性
の
不
平
等

が
Ｍ
Ｄ
Ｇ
の
進
展
を
妨
げ
て
い
る
。
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
含
む
基
礎
的

な
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
そ
の
他
の
社

会
サ
ー
ビ
ス
は
多
く
の
国
々
で
改
善
さ
れ

―保健とジェンダーを中心とした
ミレニアム開発目標への資金動員

第6回女性大臣・議員会議

ウランバートル公約宣言（APDA仮訳）
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つ
つ
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
質
は

依
然
と
し
て
低
い
も
の
で
あ
り
不
適
切

な
も
の
で
あ
る
。

―
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
資
金
動
員
に
は
、
証
拠

に
基
づ
い
た
経
費
算
出
に
対
す
る
理
解

を
拡
大
し
、
資
金
計
画
お
よ
び
管
理
の

改
善
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
不
足
し
て

い
る
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め
の
資
金
を
そ
の

優
先
度
に
基
づ
い
て
効
率
的
に
配
分
し

活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
途
上
国
政
府
は
今
な
お
そ

の
資
金
を
外
部
か
ら
の
資
金
援
助
に
依

存
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
事
例
で

は
そ
の
国
の
予
算
が
適
切
に
優
先
順
位

付
け
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
各
国
の
政
府
機
能
は
、
し
ば

し
ば
欠
如
し
て
い
る
か
非
常
に
脆
弱
で
、

多
く
の
場
合
、
透
明
性
と
説
明
責
任
を

向
上
さ
せ
る
上
で
、
市
民
社
会
組
織
が

持
っ
て
い
る
潜
在
能
力
を
無
視
し
て
い

る
。

私
た
ち
は
こ
こ
に
私
た
ち
が
Ｍ
Ｄ
Ｇ
達

成
目
標
年
２
０
１
５
年
の
中
間
点
に
立
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
こ
の
認

識
に
基
づ
い
て
、
以
下
に
記
す
保
健
・
ジ

ェ
ン
ダ
ー
関
連
の
目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

達
成
す
る
た
め
に
、
上
記
課
題
を
解
決
に

向
け
る
上
で
必
要
と
な
る
行
動
を
今
す
ぐ

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
Ｍ
Ｄ
Ｇ
３：

男
女
平
等：

初
等
・
中
等

教
育
に
お
け
る
男
女
格
差
を
で
き
れ
ば

２
０
０
５
年
ま
で
に
な
く
し
、
全
て
の

教
育
に
お
け
る
、
男
女
格
差
を
２
０
１

５
年
ま
で
に
な
く
す
。

・
Ｍ
Ｄ
Ｇ
４：

幼
児
死
亡
の
削
減：

５
歳

以
下
の
幼
児
死
亡
率
を
２
／
３
削
減
す

る
。

・
Ｍ
Ｄ
Ｇ
５：

妊
産
婦
の
健
康
の
改
善：

妊
産
婦
の
死
亡
率
を
３
／
４
削
減
し
、

２
０
１
５
年
ま
で
に
全
て
の
人
が
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

・
Ｍ
Ｄ
Ｇ
６：

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ

リ
ア
そ
し
て
そ
の
他
の
疾
病
と
の
戦

い：

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
拡
大
を
止
め
、

マ
ラ
リ
ア
や
そ
の
他
疾
病
と
と
も
に
減

少
さ
せ
る
。

地
球
お
よ
び
地
域
共
同
体
の
一
部
と
し

て
の
大
臣
や
国
会
議
員
と
し
て
、
２
０
１
５

年
ま
た
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
Ｍ
Ｄ
Ｇ
が
確
実

に
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
以
下
の
戦
略
的
行
動

を
実
施
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
政
策
行
動

や
勧
告
に
対
し
て
適
切
に
注
意
を
払
う
よ
う

自
ら
公
約
す
る
。

・
Ｍ
Ｄ
Ｇ
と
一
貫
性
を
持
つ
国
家
開
発
戦

略
、
計
画
、
予
算
に
関
し
て
支
援
す
る
。

・
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
資
金
の
た
め
に
証
拠
に
基
づ
い

た
経
費
算
出
を
行
う
。

・
し
ば
し
ば
不
足
し
て
い
る
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た

め
の
資
金
を
そ
の
優
先
度
に
基
づ
い
て
効

率
的
に
配
分
し
活
用
す
る
た
め
に
、
資
金

計
画
お
よ
び
管
理
を
改
善
す
る
。

・
適
宜
か
つ
高
品
質
な
保
健
機
材
、
不
可
欠

な
医
薬
品
や
そ
の
他
の
物
品
を
供
給
す
る

た
め
に
各
国
の
物
流
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す

る
。

・
外
部
ド
ナ
ー
へ
大
き
く
依
存
し
て
い
る
現

状
を
、
各
国
予
算
の
中
で
自
ら
調
達
す
る

よ
う
移
行
さ
せ
る
。

・
政
府
の
構
造
を
強
化
し
、
透
明
性
と
説
明

責
任
を
向
上
さ
せ
る
上
で
、
市
民
社
会
組

織
が
持
っ
て
い
る
役
割
に
注
目
す
る
。

・
各
国
間
の
協
力
お
よ
び
地
域
協
力
、
経
験

第6回女性大臣・議員会議ウランバートル公約宣言
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の
共
有
や
各
国
間
／
地
域
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の
道
を
考
え
る
。

会
議
の
成
果
と
し
て
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
会
議
参
加
者
は
、
各
国
で
以
下
の
行
動

を
と
る
こ
と
公
約
す
る
。

＊
全
て
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て
男
女
平
等

を
主
流
化
す
る
。

＊
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
の
適
切
な

予
算
を
確
保
し
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
一
貫
性

を
も
っ
た
戦
略
的
な
国
家
計
画
や
予
算

に
則
っ
た
、
効
率
的
か
つ
よ
り
良
い
資

金
利
用
を
行
う
。

＊
開
発
援
助
や
国
家
開
発
予
算
の
少
な
く

と
も
10
％
を
家
族
計
画
、
妊
産
婦
お
よ

び
新
生
児
ケ
ア
お
よ
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
予
防
、
治
療
、
ケ
ア
そ
し
て
支
援
を

全
て
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
含
む
、
人
口
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
る

よ
う
な
立
法
化
を
擁
護
す
る
。

＊
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
施
を
導
く
よ
う
な
、
必

要
と
な
る
政
策
や
制
度
を
統
合
的
か
つ

調
整
の
と
れ
た
形
で
確
立
す
る
。

＊
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
手
法
を
導
く
よ
う
に

予
算
の
組
み
替
え
を
促
進
し
、
援
助
協

調
と
よ
り
合
理
的
な
資
源
利
用
に
よ
っ

て
継
続
的
な
資
金
動
員
を
確
保
す
る
。

＊
形
成
さ
れ
た
法
や
政
策
が
実
施
さ
れ
予

算
の
裏
づ
け
を
持
つ
よ
う
に
す
る
。

＊
各
国
や
そ
の
国
内
で
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
支
援

す
る
立
法
、
監
視
お
よ
び
予
算
上
の
機

能
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
に
大
臣
と
議
員

の
能
力
を
拡
大
す
る
。

＊
最
も
貧
し
く
最
も
脆
弱
な
人
々
に
焦
点

を
当
て
た
政
策
や
プ
ロ
ク
ラ
ム
に
対
す

る
資
金
支
援
を
行
う
。

＊
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
各

国
評
価
を
検
討
し
、
国
会
で
の
協
議
を

ア
レ
ン
ジ
す
る
。

＊
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
資
金
動
員
状
況
お

よ
び
特
に
保
健
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連

の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
国
家
予
算
か
ら

の
支
出
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
。

＊
国
際
会
議
で
と
ら
れ
た
立
場
ま
た
は
意
思

決
定
に
、
各
国
政
府
が
よ
り
責
任
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
の
手
段
を
構
築
す
る
。

＊
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
家
族

計
画
、
出
生
前
ケ
ア
、
妊
産
婦
お
よ
び

新
生
児
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
と
、
貧
困
削
減
対
策
と
の
関
連
性
を

強
調
す
る
。

＊
保
健
分
野
、
特
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
本
質
的
な

性
の
不
平
等
を
解
消
す
る
。

＊
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め
の
予
算
の
内
外
比
率
を

検
討
し
そ
の
利
用
を
監
視
す
る
。

＊
各
国
別
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
指
標

を
改
善
す
る
。

結
論
と
し
て
、世
界
か
ら
貧
困
を
削
減
し
、

教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
人
や
飢
餓
に
悩
む
人

を
減
ら
し
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

サ
ー
ビ
ス
を
全
て
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
お
母
さ
ん
が
新
し
い
命
を

産
む
こ
と
で
亡
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
か
か
る
人

の
数
を
少
な
く
す
る
と
い
う
２
０
１
５
年
ま

で
の
私
た
ち
の
決
意
を
新
た
に
す
る
。
そ
し

て
今
こ
こ
に
行
動
に
移
す
。

２
０
０
８
年
９
月
24
日

モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
採
択
。
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１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
15
周
年
を
記
念
し
て
、

10
月
27
・
28
日
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
の

カ
イ
ロ
国
際
会
議
場
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
で
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｉ
を
開
催
す
る
こ
と
が
、
11
月
14
・

15
日
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
チ
ュ
ニ
ス
で
開
催

さ
れ
た
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
。
運

営
委
員
会
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
ア
メ
リ
カ
地
域
（
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｇ
）
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
（
Ｆ
Ａ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
（
Ｅ
Ｐ
Ｆ
）

の
各
地
域
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ｐ
Ｇ
Ａ
の
代
表
議
員

お
よ
び
ホ
ス
ト
国
チ
ュ
ニ
ジ
ア
並
び
に
２

０
０
９
年
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
ホ
ス
ト
国
で
あ
る

エ
ジ
プ
ト
代
表
の
国
会
議
員
が
参
加
し
た
。

日
本
か
ら
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て

福
田
康
夫
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
の
代
理
と
し

て
、
高
橋
千
秋
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事
務
総
長

(

参
・
民)
が
参
加
し
た
。

２
０
０
９
年
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
15
年
の

節
目
と
な
る
年
で
あ
り
、
そ
こ
で
採
択
さ

れ
た
行
動
計
画
（
Ｐ
ｏ
Ａ
）
の
達
成
目
標

の
具
体
的
な
進
展
が
問
わ
れ
る
。
１
９
９

４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
た
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
で
運
営
委
員
会
議
長
・
会
議
事
務

総
長
を
務
め
た
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

（
当
時
）
が
呼
び
か
け
、
１
９
９
７
年
に
ア

フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
に
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が
立
ち
上
が
る
と
と
も

に
、
２
０
０
０
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
議

連
（
Ｅ
Ｐ
Ｆ
）
も
立
ち
上
が
り
、
世
界
中
全

て
の
地
域
に
地
域
ご
と
の
特
性
に
応
じ
た
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
も
こ
の
地
域
議
連
の
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
２
年
に
は
カ
ナ

ダ
の
オ
タ
ワ
で
、
２
０
０
４
年
に
は
フ
ラ
ン

ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
、
２
０
０
６
年
に

は
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
と
開
催
さ
れ
て
き
た
。

２
０
０
９
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
は
、
ア
フ
リ
カ
・

ア
ラ
ブ
議
連
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
こ
れ
で

世
界
の
全
て
の
地
域
議
連
を
一
巡
す
る
こ
と

に
な
る
。

行
動
計
画
の
目
標
年
で
あ
る
２
０
１
５
年

が
現
実
的
な
射
程
に
入
っ
て
き
た
現
在
、
２

０
０
９
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど

2009年国際人口開発会議行動計画実施のための
国際議員会議（IPCI）運営委員会

チュニジアのチュニスで開催

2009年国際人口開発会議行動計画実施のための国際議員会議（IPCI）運営委員会　チュニジアのチュニスで開催
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の
よ
う
な
進
展
が
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な

分
野
で
課
題
が
残
っ
て
い
る
の
か
を
検
証

し
、
そ
の
障
害
の
克
服
の
た
め
に
国
会
議

員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
な
す
べ
き

か
を
討
議
し
、
２
０
１
５
年
ま
で
の
目
標

達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

会
議
は
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て
参

加
し
た
セ
ネ
ガ
ル
の
デ
ィ
オ
ッ
プ
議
員
が

議
長
を
務
め
、
終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
討
議
が
行
わ
れ
た
。
詳
細
な
討
議

が
積
み
重
ね
ら
れ
た
が
、
高
橋
議
員
が
人

口
、
貧
困
と
食
料
危
機
の
問
題
を
扱
う
べ

き
で
あ
る
と
提
言
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
ホ
ス
ト
国
エ
ジ
プ

ト
を
代
表
し
て
参
加
し
た
フ
ァ
ウ
ド
議
員

が
、
弊
財
団
が
主
催
し
た
Ｇ
８
国
会
議
員

会
議
の
討
議
内
容
を
高
く
評
価
し
、
Ｇ
８

国
会
議
員
会
議
の
宣
言
文
を
討
議
の
基
盤

と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
発
言
を
行
っ

た
。
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
を
中
心
に
活
動
し

て
き
た
が
、
近
年
の
活
動
拡
大
に
よ
っ
て

ア
フ
リ
カ
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
会
議
で
あ
っ
た
。

（
楠
本
　
修
）
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AFPPD総会開催

AFPPD総会開催

12
月
13
・
14
日
の
両
日
、
ベ
ト
ナ
ム
国

ハ
ノ
イ
で
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
ト
ン
・
テ

ィ
・
フ
ォ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
国
会
副
議
長
の

開
会
宣
言
で
開
催
さ
れ
、
続
い
て
、
福
田

康
夫
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。
福
田
議
長
は
、
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
と
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
踏
ま

え
、
「
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
先
進
国
、
途
上
国
を
問
わ
ず
、
全

て
の
人
々
が
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
、
改
め
て
『
全
員
参
加
の
原
則
』

を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
「
そ
の
基
盤
に
あ
る

の
は
人
口
問
題
で
あ
り
、
人
口
問
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
貧
し
い
女
性
を
含
め
た

人
々
の
人
権
を
守
り
、
気
候
変
動
な
ど
の

地
球
規
模
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
世
界
で
は
そ
の
未
来
に
つ
い
て
悲

観
的
な
論
調
が
あ
る
が
、
人
類
は
こ
れ
ま

で
の
努
力
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
取
り
組
む
術
を
持
っ
て
お
り
、
あ
と

は
そ
れ
を
実
行
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
人
類
史
的
に
見
た
と
き
に
、
現
代

は
最
も
希
望
の
あ
る
時
代
で
あ
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
振
り
返
り
、
積
極
的
に
人

類
の
未
来
に
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
方
針
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
各

地
域
の
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
質
的
な

活
動
を
実
現
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
改
め
て

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員

会(

Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ)

を
再
興
す
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
た
。

会
議
で
は
、
「
人
口
と
気
候
変
動
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
役
員
人
事
、
３
カ
年
事
業
報
告
、

収
支
計
算
報
告
、
次
の
３
カ
年
に
向
け
た
事

業
計
画
、
収
支
予
算
案
な
ど
が
討
議
さ
れ
、

議
事
が
全
て
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
福
田

康
夫
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
が
議
長
に
再
選
さ
れ

た
。
福
田
康
夫
議
長
は
２
０
０
５
年
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
大
会
で
の
選
出
に

引
き
つ
づ
き
２
期
目
と
し
て
、
２
０
１
１
年

ま
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
指
導
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

日
本
か
ら
は
、福
田
康
夫
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
、

南
野
知
惠
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
、
高
橋
千

秋
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事
務
総
長
、
秋
葉
賢
也

（
衆
・
自
）
、
島
尻
安
伊
子
（
参
・
自
）
、
藤

谷
光
信
（
参
・
民
）
各
議
員
の
６
名
の
国
会

福田康夫 衆議院議員が議長に再選



28

議
員
が
参
加
し
、
事
務
局
か
ら
は
楠
本
修

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川

ひ
と
み
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
長
が
随
行
し
た
。

会
議
で
は
、
南
野
知
惠
子
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事

務
総
長
が
「
気
候
変
動
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

与
え
る
影
響
」
で
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
を

務
め
、
気
候
変
動
は
世
界
中
に
影
響
を
与

え
る
が
、
影
響
は
一
律
で
は
な
く
、
貧
し

い
国
、
特
に
貧
し
い
女
性
に
そ
の
し
わ
寄

せ
が
く
る
。
そ
の
結
果
、
今
で
す
ら
非
常

に
限
ら
れ
た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
・
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
、

女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
非
人
道
的
と
も
い

え
る
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
人
権
の
面
か
ら
見
て
も
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
排
出
さ
れ
て
し
ま

っ
た
Ｃ
Ｏ
２

は
世
界
中
に
影
響
を
与
え
る
。

先
進
国
が
劇
的
に
そ
の
排
出
量
を
減
少
さ

せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
興
国
も
経
済
成

長
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
抑
制
す
る
技
術

を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
低

開
発
国
で
も
経
済
成
長
が
起
こ
れ
ば
、
Ｃ

Ｏ
２

の
急
増
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、

人
口
が
決
定
的
に
重
要
な
要
素
と
な
る
。

人
口
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
は
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
人
口
の

安
定
化
は
望
め
な
い
。
人
類
が
人
間
と
し

て
の
尊
厳
を
守
れ
る
社
会
を
作
り
上
げ
る

つ
も
り
で
あ
れ
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮

し
た
形
で
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
一
刻
も
怠
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
気
候
変
動
に
対
す
る
対
応

力
を
付
け
、
気
候
変
動
の
影
響
を
軽
減
し
、

気
候
変
動
を
解
消
に
向
け
る
た
め
に
も
、
最

貧
国
の
女
性
に
対
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
一
層
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
高
橋
千
秋
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
副
事
務
総
長

が
、
ボ
ー
・
ト
ン
・
シ
ュ
ア
ン
、
ア
ン
ザ
ン

大
学
名
誉
学
長
と
と
も
に
食
料
安
全
保
障
に

つ
い
て
発
表
し
、
人
口
の
観
点
か
ら
食
料
安

全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
経
済
原
則

の
合
理
性
だ
け
で
拡
大
し
た
国
際
資
本
取
引

や
投
機
の
よ
う
な
過
度
の
投
機
的
資
金
が
金

融
危
機
、
食
料
危
機
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
地
球
環
境
の
中
で
人
間
が

人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
形
成
す
る
た
め
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
作

り
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

（
楠
本
　
修
）

南野知惠子JPPF事務総長

高橋千秋JPPF副事務総長
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森　一代
（もり かずよ）

1980年生まれ。東京外国語大学外
国語学部ラオス語専攻卒業。文部
科学省勤務を経て、京都大学大学
院アジア・アフリカ地域研究研究
科博士課程に在籍中。日本学術振
興会特別研究員（DC１）。

ラオスからタイへの
出稼ぎ労働者をめぐる一考察

ラオスからタイへの出稼ぎ労働者をめぐる一考察

森　一代

１
・
は
じ
め
に

本
稿
で
は
ラ
オ
ス
か
ら
タ
イ
へ
の
出
稼

ぎ
労
働
者
に
関
す
る
先
行
研
究
の
問
題
点

に
つ
い
て
指
摘
し
、
タ
イ
に
お
け
る
ラ
オ

ス
人
出
稼
ぎ
労
働
者
の
特
殊
な
性
格
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
ラ
オ
ス
か
ら
タ
イ
へ

の
出
稼
ぎ
と
い
う
概
念
が
「
人
身
売
買
・

搾
取
の
対
象
」
、
若
し
く
は
「
タ
イ
に
お
け

る
低
廉
な
労
働
力
と
し
て
の
外
国
人
労
働

者
」
と
し
て
極
め
て
断
片
的
に
語
ら
れ
て

き
た
と
い
う
先
行
研
究
上
の
問
題
に
つ
い

て
述
べ
る
。
そ
の
上
で
ラ
オ
ス
人
出
稼
ぎ

労
働
者
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
人
と
い
っ
た
タ
イ
で
就
労
す
る
他
の
外

国
人
労
働
者
と
の
相
違
に
つ
い
て
考
察
し
、

ラ
オ
ス
人
出
稼
ぎ
労
働
者
が
タ
イ
国
内
の

労
働
移
動
と
連
続
性
を
伴
う
も
の
と
し
て

理
解
可
能
で
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
。

舞
台
と
な
る
ラ
オ
ス
は
メ
コ
ン
河
に
面
し

て
タ
イ
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。
１
９
７
５

年
の
革
命
に
よ
っ
て
タ
イ
と
政
治
的
な
線
引

き
を
果
た
し
た
ラ
オ
ス
で
あ
る
が
、
１
９
８

６
年
よ
り
政
府
は
チ
ン
タ
ナ
カ
ン
マ
イ

（C
intanakaan

M
ay

新
思
考
）
政
策
を
施
行

し
、
資
本
主
義
市
場
経
済
原
理
の
導
入
に
よ

っ
て
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ

た
﹇
天
川
２
０
０
５：

３
―

４
﹈
。
ラ
オ
ス

か
ら
タ
イ
へ
の
移
動
は
か
つ
て
か
ら
盛
ん
で

あ
り
、
ラ
オ
ス
が
仏
領
植
民
地
に
な
っ
た
あ

と
も
移
住
や
往
来
は
継
続
さ
れ
て
い
た
﹇
林

２
０
０
３：

５
２
３
﹈（
１
）

。
本
稿
で
取
り
上

げ
る
新
し
い
出
稼
ぎ
労
働
が
現
れ
る
の
は
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冷
戦
後
の
こ
と
に
な
る
。
１
９
８
０
年
代

後
半
に
な
る
と
不
法
出
国
し
て
タ
イ
で
就

労
す
る
出
稼
ぎ
労
働
者
が
出
現
す
る
﹇
浅

見
２
０
０
３：

23
﹈
。
１
９
９
０
年
代
に
タ

イ
は
高
度
成
長
期
を
迎
え
、
ラ
オ
ス
を
含

む
イ
ン
ド
シ
ナ
は
再
び
労
働
供
給
源
と
し

て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
以
下

Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
）
か
ら
タ
イ
へ
の
出
稼
ぎ
は

そ
の
後
も
増
加
を
た
ど
る
。
２
０
０
６
年

の
タ
イ
政
府
の
統
計
に
よ
る
と
タ
イ
に
は

約
55
万
人
の
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
か
ら
の
労
働
者

が
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に
約
１
７
５
万
人
の

不
法
就
労
者
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

大
半
を
占
め
る
の
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
で
あ

り
ラ
オ
ス
人
は
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
る
（
２
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
タ
イ

は
国
内
外
を
含
む
最
大
の
出
稼
ぎ
先
で
あ

る
。
２
０
０
３
年
の
ラ
オ
ス
労
働
社
会
福

祉
省
の
労
働
移
動
調
査
に
よ
る
と
、
国
内

外
を
含
む
ラ
オ
ス
の
出
稼
ぎ
先
の
約
６
割

を
タ
イ
が
占
め
て
い
る
﹇IL

O
-IP
E
C
,

M
o
L
S
W
2
0
0
3
：
3
7

﹈。

ラ
オ
ス
政
府
が
国
外
へ
の
出
稼
ぎ
に
対
し

て
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
２
０
０
２
年
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
ま
で
は
不
法
出
国
な
ど
の
抑
制
対
策
は
県

や
郡
に
一
任
さ
れ
て
い
た
。
一
部
の
郡
で
は

タ
イ
へ
の
出
稼
ぎ
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
大
抵
は
黙
認
さ

れ
、
中
に
は
村
ぐ
る
み
で
出
稼
ぎ
の
実
態
を

隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
事
例
な
ど
も
報
告
さ
れ

て
い
る

﹇P
hetsiriseng

2
0
0
3
：
2
8

﹈。

ラ
オ
ス
政
府
は
２
０
０
２
年
に
タ
イ
を
含

む
外
国
就
労
に
関
す
る
首
相
令
を
出
し
、
小

学
校
卒
業
資
格
が
な
い
18
歳
未
満
の
国
外
へ

の
出
稼
ぎ
を
禁
じ
る
一
方
で
、
合
法
的
な
タ

イ
へ
の
出
稼
ぎ
の
枠
組
み
づ
く
り
の
た
め
２

０
０
２
年
10
月
に
タ
イ
政
府
と
「
雇
用
協
力

に
関
す
る
二
国
間
覚
書
」
を
交
わ
し
整
備
を

進
め
て
い
る
﹇C

h
an
th
av
y
so
u
k
2
0
0
6
：

5
6

﹈。
し
か
し
な
が
ら
合
法
的
な
手
続
き
を

踏
ま
な
い
不
法
就
労
者
が
依
然
と
し
て
後
を

絶
た
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

２
・
先
行
研
究
の
概
観

２
―
１
・

人
身
売
買
・
労
働
搾
取
に
着
目
し

た
研
究

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ラ
オ
ス
人

労
働
者
は
人
身
売
買
・
労
働
搾
取
の
被
害

者
と
し
て
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
概
念
の
確
立
の
背
景
に
は
、
メ

コ
ン
河
流
域
圏
に
お
け
る
国
連
主
導
の
世

界
的
な
人
身
売
買
防
止
の
た
め
の
強
力
な

後
押
し
が
あ
っ
た
。
ま
ず
１
９
９
６
年
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
会
議
で
子
ど
も
の
商
業
・

性
的
搾
取
の
禁
止
が
取
り
決
め
ら
れ
る
。

当
時
、
人
身
売
買
の
出
身
国
・
中
継
ぎ

国
・
送
り
出
し
国
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

て
い
た
タ
イ
で
は
、
性
的
搾
取
や
強
制
労

働
と
い
っ
た
人
身
売
買
の
形
態
に
加
え
て

被
害
者
の
国
籍
、
民
族
の
多
様
化
に
直
面

し
て
お
り
、
タ
イ
は
国
と
し
て
人
身
売
買

対
策
を
推
進
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
﹇
斉

藤
２
０
０
８
﹈
。
こ
う
し
て
１
９
９
６
年
に

売
買
春
防
止
お
よ
び
禁
止
法
、
翌
年
１
９

９
７
年
に
は
女
性
と
子
ど
も
の
人
身
売
買

禁
止
法
が
成
立
し
た
（
３
）

。

一
方
、
労
働
者
の
送
り
出
し
国
で
あ
る
ラ

オ
ス
に
お
い
て
出
稼
ぎ
労
働
者
が
人
身
売
買

の
被
害
者
と
し
て
顕
在
化
す
る
の
は
、
ラ
オ

ス
政
府
が
国
際
機
関
と
提
携
し
、
国
レ
ベ
ル

で
人
身
売
買
に
具
体
的
な
施
策
を
講
じ
た
２

０
０
０
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
２
０
０
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０
年
に
ラ
オ
ス
労
働
社
会
福
祉
省
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ

―

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｗ
（
国
際
労
働
機
関
メ
コ
ン
河
流
域

圏
に
お
け
る
児
童
と
女
性
の
人
身
売
買
撲
滅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
協
定
を
結
び
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ａ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
雲
南
省
と
い
っ
た

メ
コ
ン
河
流
域
圏
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
内
問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
た
人
身
売
買

問
題
を
共
有
す
る
問
題
と
し
て
大
枠
で
捉
え

直
し
、
情
報
の
共
有
化
と
連
携
を
見
直
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
域
で
あ
る
ラ
オ
ス
中
南
部
の
カ
ン
ム

ア
ン
県
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
、
チ
ャ
ン
パ

ー
サ
ッ
ク
県
の
３
県
22
村
で
、
人
身
売
買
の

注
意
喚
起
や
職
業
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
（
４
）

。

２
０
０
０
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ラ

オ
ス
国
内
で
発
行
さ
れ
た
出
稼
ぎ
労
働
者

に
関
す
る
出
版
物
は
こ
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｐ
を

は
じ
め
、
提
携
機
関
で
あ
る
国
連
機
関
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
報
告
書
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
２
０
０
３
年

に
発
行
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
シ
リ
セ
ン
の
報
告

書
が
挙
げ
ら
れ
る
（
５
）

﹇P
h
e
ts
iris
e
n
g

2
0
0
3

﹈。
政
府
の
報
告
書
と
し
て
は
初
め
て

３
県
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
同
様
の
手

法
の
も
の
と
し
て
は
「
ラ
オ
ス
に
お
け
る

女
性
と
子
ど
も
の
人
身
売
買
報
告
書
」
が

あ
る
﹇M

o
L
S
W
,
U
N
IA
P
2
0
0
1

﹈。
調
査
地

は
メ
コ
ン
河
を
挟
ん
で
タ
イ
と
国
境
を
接

す
る
サ
イ
ニ
ャ
ブ
リ
ー
県
と
サ
ラ
ワ
ン
県

で
、
タ
イ
か
ら
の
帰
還
者
を
対
象
に
し
た

聞
き
取
り
調
査
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
人
身
売
買
・
労
働
搾
取

の
被
害
者
が
、
ラ
オ
ス
人
出
稼
ぎ
労
働
者

全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
未
だ
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

表
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ラ
オ
ス
労

働
社
会
福
祉
省
が
把
握
す
る
人
身
売
買
の
被

害
者
数
は
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０
４
年
で

計
２
５
０
人
で
あ
る
﹇C

h
a
n
th
a
v
y
s
o
u
k

2
0
0
6
：
4
9

﹈。
２
０
０
４
年
に
タ
イ
で
外
国

人
登
録
を
受
け
た
ラ
オ
ス
人
が
約
18
万
人
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
上
記
の
犠
牲
者

数
は
ご
く
一
部
で
あ
る
（
６
）

。
人
身
売
買
・

労
働
搾
取
の
実
態
が
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
上
記
の
数
か
ら
包

括
的
な
ラ
オ
ス
の
出
稼
ぎ
労
働
全
般
を
語
る

こ
と
に
は
や
は
り
限
界
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

ラオスからタイへの出稼ぎ労働者をめぐる一考察

年� ラオス国籍の人身売買被害者数（人）� タイにおけるラオス人登録者数（人）�
2001�
2002�
2003�
2004

65�
76�
81�
28

�
�
�

179,887
Office of Foreign Workers Administration, Department of Employment, Ministry of Labour�

［Chanthavysouk 2006：49］のデータをもとに筆者作成�

表１　ラオス国籍の人身売買被害者数とタイにおけるラオス人登録者数
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の
と
し
て
は
、
２
０
０
６
年
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が

発
行
し
た
タ
イ
に
お
け
る
若
年
出
稼
ぎ
労

働
者
に
関
す
る
報
告
書
『
メ
コ
ン
の
挑
戦
』

が
挙
げ
ら
れ
る
﹇M
e
ko
n
g
S
u
b
-re
g
io
n
al

P
ro
ject

2
0
0
6

﹈
。
こ
の
報
告
書
で
は
Ｃ
Ｌ

Ｍ
諸
国
か
ら
の
若
年
出
稼
ぎ
労
働
者
と
タ

イ
の
雇
用
主
を
対
象
に
し
た
職
種
別
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
労
働
実
態
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
後
ほ
ど
参
照
す

る
。

２
―
２
・

タ
イ
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
研
究

も
う
一
つ
の
流
れ
は
ラ
オ
ス
か
ら
の
出

稼
ぎ
労
働
者
を
タ
イ
に
お
け
る
低
廉
な
労

働
力
と
し
て
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
タ

イ
に
お
け
る
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、
外

国
人
労
働
者
が
タ
イ
の
社
会
や
経
済
に
与

え
る
影
響
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
質
・
量

と
も
に
タ
イ
人
研
究
者
に
よ
る
研
究
が
外

国
人
研
究
者
を
圧
倒
し
て
い
る
﹇
浅
見

２

０
０
３：

25
﹈。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
タ
イ
開
発
研

究
所
が
１
９
９
６
年
か
ら
１
９
９
７
年
に
制

作
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
付
近
の
外
国
人
労

働
者
に
関
す
る
研
究
や

﹇C
h
a
la
m
w
o
n
g

前
述
の
ラ
オ
ス
国
内
で
発
行
さ
れ
た
報

告
書
に
お
い
て
も
、
人
身
売
買
と
い
う
言

葉
の
扱
い
方
に
関
し
て
不
法
就
労
と
人
身

売
買
が
混
同
さ
れ
、
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
人

身
売
買
が
深
刻
で
あ
る
か
が
わ
か
ら
な
い

と
い
う
批
判
も
存
在
す
る
﹇H

a
u
g
h
to
n

2
0
0
6
：
3
2

﹈
。
こ
の
指
摘
は
搾
取
の
対
象

と
し
て
語
ら
れ
る
ラ
オ
ス
人
労
働
者
の
出

稼
ぎ
の
実
態
に
更
な
る
奥
行
き
が
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
人
身
売

買
の
当
事
者
で
あ
る
彼
ら
が
自
ら
を
ど
う

認
知
す
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
そ
こ
に

は
あ
る
含
み
が
残
さ
れ
る
。
一
見
不
法
就

労
の
よ
う
に
も
見
え
る
事
例
が
実
は
搾
取

的
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
十
分
に
あ
り
う
る
。

そ
の
線
引
き
を
ど
こ
で
誰
が
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
は
慎
重
さ
が
要
求
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
﹇
斉
藤
　
２
０
０
８
﹈。

出
稼
ぎ
労
働
者
の
受
け
入
れ
先
で
あ
る

タ
イ
で
も
、
ラ
オ
ス
本
国
に
送
還
さ
れ
た

人
身
売
買
・
労
働
搾
取
の
被
害
者
の
報
告

書
か
ら
、
出
稼
ぎ
の
動
機
や
交
通
手
段
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
い
っ
た
出
稼
ぎ
の
詳
細

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
﹇B

e
e
s
e
y

2
0
0
4

﹈。
職
種
や
民
族
に
焦
点
を
当
て
た
も

and
S
ussangkarn

1
9
9
6

﹈（
７
）

、
マ
ヒ
ド
ン

大
学
の
人
口
社
会
研
究
所
（In

stitu
te
fo
r

P
o
p
ulatio

n
and

S
o
cial
R
esearch

）
が
１

９
９
７
年
に
発
行
し
た
14
巻
か
ら
な
る
包

括
的
な
調
査
報
告
書
が
挙
げ
ら
れ
る
﹇
浅

見
　
２
０
０
３：

29
﹈
。
こ
の
直
後
に
経
済

危
機
を
経
験
し
た
タ
イ
で
は
、
い
か
に
外

国
人
労
働
者
を
管
理
し
う
る
か
と
い
う
こ

と
に
よ
り
主
眼
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ア
ー
ノ
ル
ド
は
メ
ー
ソ
ッ
ト
県
に
お
け
る

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
も
と
に
外
国
人
労
働

者
と
タ
イ
人
労
働
者
の
壁
が
低
く
な
り
出

稼
ぎ
労
働
者
が
国
内
労
働
力
と
し
て
う
ま

く
機
能
す
る
要
因
と
し
て
、
労
働
組
合
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
貢
献
を
指
摘
し
て
い
る
﹇A

rno
ld

2
0
0
6
：
8
2

―8
3

﹈。

こ
の
よ
う
に
ラ
オ
ス
人
労
働
者
は
人
身

売
買
・
搾
取
の
被
害
者
と
し
て
、
ま
た
タ

イ
に
お
け
る
低
廉
な
労
働
力
と
し
て
マ
ク

ロ
な
視
点
か
ら
断
片
的
に
語
ら
れ
る
傾
向

に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
従
来
の
先
行
研
究
に

お
い
て
は
、
ラ
オ
ス
人
労
働
者
に
特
化
し

て
タ
イ
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
一
般
を
ミ
ク
ロ

な
視
点
か
ら
分
析
す
る
研
究
が
乏
し
か
っ
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は
身
近
な
国
で
あ
る
﹇
鈴
木
２
０
０
３：

２
８
７
﹈
。
ラ
オ
ス
と
国
境
を
隔
て
た
東
北

タ
イ
地
方
に
は
タ
イ
語
系
の
ラ
オ
語
の
話

者
で
あ
る
ラ
オ
人
が
１
５
０
０
万
人
以
上

住
ん
で
お
り
、
そ
の
数
は
ラ
オ
ス
本
国
の

人
口
よ
り
も
多
い
﹇
林

２
０
０
３：

５
２

３
﹈
。
こ
の
近
接
性
は
ラ
オ
ス
人
労
働
者
の

就
業
形
態
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
例
え
ば
２
０
０
４
年
に
タ
イ

で
労
働
許
可
証
を
取
得
し
た
ラ
オ
ス
人
の

約
32
％
が
メ
イ
ド
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

る
。
こ
れ
は
ビ
ル
マ
人
の
15
％
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
の
８
％
と
比
較
し
て
も
高
く

﹇C
hantav

anich
2
0
0
7
：
9

﹈、
ラ
オ
ス
人
が

タ
イ
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
優
位
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
ま
た
前
述
の
『
メ
コ
ン
の
挑
戦
』
に

よ
る
と
、
製
造
業
の
雇
用
主
80
人
の
中
で

ラ
オ
ス
人
若
年
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

と
答
え
た
雇
用
主
の
割
合
は
全
体
の
46
・

３
％
に
の
ぼ
る

﹇M
eko
ng
S
ub
-reg
io
nal

P
ro
ject
2
0
0
6
：
1
7
7

﹈。

こ
れ
に
関
連
し
て
表
２
の
雇
用
希
望
理

由
を
見
る
と
、
雇
用
主
の
80
％
が
「
文
化

の
近
接
性
」
を
挙
げ
て
い
る
﹇M

e
k
o
n
g

S
ub
-regio

nal
P
ro
ject

2
0
0
6
：
2
0
5

﹈。
か

つ
て
タ
イ
に
お
け
る
非
熟
練
労
働
の
担
い

手
で
あ
っ
た
タ
イ
東
北
部
か
ら
の
出
稼
ぎ

ラオスからタイへの出稼ぎ労働者をめぐる一考察

た
。
そ
の
た
め
ラ
オ
ス
人
労
働
者
の
特
性

や
タ
イ
・
ラ
オ
ス
間
の
出
稼
ぎ
の
構
造
と

い
っ
た
も
の
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

３
・
外
国
人
労
働
者
の
枠
を
は
ず
す

３
―
１
・

ラ
オ
ス
人
出
稼
ぎ
労
働
者
の
特
殊
性

前
節
で
概
観
し
た
先
行
研
究
の
ひ
ず
み

に
対
し
て
本
稿
が
提
案
す
る
の
は
ラ
オ
ス

人
労
働
者
を
タ
イ
国
内
の
移
動
労
働
の
延

長
上
に
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
ラ

オ
ス
人
労
働
者
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
労
働
者
と
一
括
り
で
外
国
人
労

働
者
の
分
析
対
象
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
ラ
オ
ス
人
労
働
者
に
関
し

て
は
タ
イ
国
内
の
労
働
移
動
と
連
続
性
を

伴
う
現
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で

は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

そ
の
背
景
に
は
ま
ず
タ
イ
と
ラ
オ
ス
の

近
接
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ラ
オ
ス
の
国
語

で
あ
る
ラ
オ
ス
語
は
タ
イ
語
と
同
じ
タ
イ

語
系
の
言
語
に
属
し
言
語
の
壁
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
ラ
オ
ス
人
は
テ
レ
ビ
を
は
じ
め

と
す
る
タ
イ
の
メ
デ
ィ
ア
に
日
常
的
に
触

れ
て
お
り
、
若
者
世
代
に
と
っ
て
も
タ
イ

理由�
民族�

ビルマ� シャン� モーン� カレン� ラオス� カンボジア�
勤勉さ�
従順さ�
代わりがいない�
責任感�
扱いやすさ�
文化の近接性�
賃金�

35.7�
15.0�
28.0�
10.0�
57.5�
0.0�
25.0

3.6�
0.0�
0.0�
16.7�
3.8�
0.0�
25.0

14.3�
5.0�
8.0�
0.0�
7.7�
20.0�
0.0

7.1�
5.0�
24.0�
0.0�
11.5�
0.0�
0.0

32.1�
70.0�
24.0�
33.3�
1.5�
80.0�
25.0

7.1�
5.0�
16.0�
0.0�
7.7�
0.0�
25.0

Mekong Sub-regional Project［2006］のデータを元に筆者が作成（8）　 �

単位：％�
表２　製造業における民族別雇用希望理由
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が
、
タ
イ
の
高
度
成
長
期
に
お
け
る
労
働

者
不
足
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
に
引
き
継

が
れ
て
い
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な
経
緯
も

こ
の
調
査
結
果
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え

る
（
９
）

。
そ
こ
で
次
節
で
は
タ
イ
の
国
内
労
働
研

究
の
潮
流
に
つ
い
て
概
観
し
、
タ
イ
国
内

の
移
動
労
働
研
究
の
延
長
上
に
ラ
オ
ス
人

の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
据
え
る
こ
と
を
試
み

た
い
。

３
―
２
・

タ
イ
国
内
の
移
動
労
働
研
究

タ
イ
国
内
の
移
動
労
働
に
関
し
て
は
豊

富
な
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
基
本
的
に
移
民

研
究
の
潮
流
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
１
９

５
０
年
代
よ
り
タ
イ
は
急
激
な
人
口
増
加

を
遂
げ
、
そ
の
影
響
は
１
９
６
０
年
に
実

施
さ
れ
た
セ
ン
サ
ス
の
人
口
動
態
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
国
内
に
お
け
る
初

期
の
移
動
労
働
は
、
こ
の
セ
ン
サ
ス
の
報

告
書
を
利
用
し
た
人
口
分
布
や
人
口
流
出

率
と
い
っ
た
統
計
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
﹇G

o
ld
s
te
in
1
9
7
2
,

S
ternstein

1
9
9
5

﹈。
１
９
７
０
年
代
後
半

に
な
る
と
、
移
動
労
働
は
タ
イ
の
国
家
主

導
の
経
済
開
発
政
策
に
伴
う
文
脈
で
言
及

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
﹇
渡
部
　
２
０
０

２：

１
０
８
﹈
。
こ
の
開
発
が
中
央
部
と
農

村
部
と
の
経
済
格
差
が
経
済
的
弱
者
と
し

て
の
移
動
労
働
者
を
生
み
出
す
と
い
う
前

提
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
相

対
的
な
弱
者
と
い
う
位
置
付
け
に
お
い
て

ラ
オ
ス
人
労
働
者
を
め
ぐ
る
研
究
と
も
類

似
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
興
味
深
い
（
10
）

。

一
方
で
１
９
８
０
年
以
降
は
、
タ
イ
国

内
の
労
働
移
動
研
究
に
お
い
て
も
主
体
と

し
て
の
移
動
労
働
者
自
身
の
動
機
や
移
動

労
働
観
を
は
じ
め
、
出
身
地
と
移
動
先
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
も
の
に
目
配
り

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
先
駆
的
な
存
在
が
パ
ス
ク
で
あ
る
。

パ
ス
ク
は
バ
ン
コ
ク
で
性
産
業
に
従
事
す

る
東
北
・
北
タ
イ
出
身
の
女
性
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
彼
女
た
ち
が
農
村
社
会

か
ら
逃
げ
出
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
困

窮
を
極
め
る
農
村
社
会
の
も
と
で
家
族
を

支
え
る
た
め
に
計
算
し
て
性
産
業
の
仕
事

を
選
択
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
﹇
ポ
ン
パ
イ
チ
ッ
ト
　
１
９
９
０：

１
４
６
﹈
。
ま
た
１
９
８
０
年
代
以
降
、
未

婚
女
性
が
労
働
力
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担

う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
研
究
者
の
目
も

女
性
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
﹇
木
曾

２
０
０
７：

56
﹈
。
近
年
で
は
さ
ら
に
踏
み

込
ん
で
、
移
動
労
働
を
個
人
の
選
択
可
能
性

を
増
大
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
移

動
労
働
に
よ
り
生
産
的
な
意
味
付
け
を
付
与

す
る
研
究
も
見
ら
れ
る
。
松
井
は
ラ
イ
フ
ヒ

ス
ト
リ
ー
の
聞
き
取
り
か
ら
、
移
動
労
働
者

自
身
が
故
郷
と
出
稼
ぎ
先
と
い
う
２
つ
の
場

を
保
持
し
、
そ
こ
に
選
択
性
が
あ
る
こ
と
自

体
に
豊
か
さ
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
﹇
松
井
　
２
０
０
２：

42
﹈。

最
新
の
も
の
で
は
、
帰
村
後
を
も
含
め
た

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
移
動
労

働
の
意
味
を
問
い
直
す
研
究
が
見
ら
れ
る
（
11
）

。

但
見
は
性
産
業
に
従
事
し
た
女
性
が
出
身
村

に
戻
っ
て
居
場
所
を
獲
得
す
る
上
で
、
仏
教

実
践
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
の
か
を

考
察
し
て
い
る
﹇
但
見
　
２
０
０
６
﹈
。
一

方
で
、
帰
村
後
結
婚
し
再
び
移
動
労
働
に
出

る
女
性
に
着
目
し
た
研
究
も
存
在
す
る
。
木

曾
は
移
動
労
働
に
よ
っ
て
農
村
の
文
脈
を
離

れ
て
現
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
自
己
を
認

識
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
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ラオスからタイへの出稼ぎ労働者をめぐる一考察

ら
を
農
村
社
会
の
文
脈
に
お
け
る
世
帯
に

対
す
る
家
計
へ
の
貢
献
者
と
し
て
再
定
義

す
る
機
会
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る

﹇
木
曾

２
０
０
７：

74
﹈。

４
・
結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
タ
イ
ヘ
向
か
う
ラ
オ
ス
人
出

稼
ぎ
労
働
者
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観

し
、
ラ
オ
ス
人
労
働
者
が
「
人
身
売
買
・

搾
取
の
対
象
」
若
し
く
は
「
タ
イ
に
お
け

る
低
廉
な
外
国
人
労
働
力
」
に
収
斂
し
て

語
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら

の
問
題
点
が
タ
イ
に
お
け
る
ラ
オ
ス
人
労

働
者
の
特
性
を
見
え
に
く
く
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
先
行
研
究
上
の
問
題
点
を

示
し
た
。
そ
の
上
で
ラ
オ
ス
と
タ
イ
の
間

に
存
在
す
る
近
接
性
に
着
目
し
、
ラ
オ
ス

人
を
単
に
タ
イ
に
お
け
る
一
外
国
人
労
働

者
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
東
北
タ

イ
か
ら
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
へ
の
移
動
労
働

研
究
の
延
長
上
に
捉
え
る
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
を
提
示
し
た
。
そ
の
結
果
タ
イ
の
国

内
労
働
移
動
研
究
に
お
け
る
潮
流
は
、
今

後
の
ラ
オ
ス
研
究
が
そ
れ
に
準
ず
る
流
れ

を
汲
む
可
能
性
を
も
示
唆
し
う
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
ラ
オ
ス

人
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
特
性
や
、
タ
イ
に

お
け
る
国
内
労
働
移
動
と
の
関
係
を
ミ
ク

ロ
な
視
点
か
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
出
稼
ぎ
の
当
事
者
の
体
験

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
タ
イ
へ
の
出
稼
ぎ

に
よ
っ
て
送
り
出
し
側
の
ラ
オ
ス
の
村
落

社
会
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

た
の
か
を
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
か
ら
精
査
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

30
年
前
と
比
較
し
て
も
東
南
ア
ジ
ア
大

陸
部
に
お
け
る
出
稼
ぎ
の
国
境
を
越
え
た

広
域
化
は
目
に
見
え
て
進
行
し
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
出
稼
ぎ
の
送
り
出
し
社
会
へ

の
浸
透
は
勿
論
の
こ
と
、
出
稼
ぎ
の
あ
り

方
そ
の
も
の
も
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
ら
の
現
況
を
俯
瞰
す
る
に
、
ラ
オ
ス
か

ら
タ
イ
へ
の
出
稼
ぎ
は
メ
コ
ン
河
流
域
圏

に
お
け
る
地
域
再
編
の
足
が
か
り
そ
の
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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R
ig
h
ts
S
tu
d
ie
s
a
n
d
S
o
c
ia
l

D
ev
elo
p
m
ent,

F
aculty

o
f
G
rad
uate

S
tud
ies,

M
ahid
o
lU
niv
ersity.

浅
見
靖
仁.

２
０
０
３.

「
国
際
労
働
力
移
動
と
タ

イ：

研
究
動
向
と
今
後
の
課
題
」
『
大
原
社
会
問

題
研
究
所
雑
誌
』
５
３
０：

22
―

43.

B
eesey,

A
.
2
0
0
4
. Fro
m
L
ao
P
D
R
to
T
hailand

and

H
o
m
e
A
gain:

T
he
R
epatriatio

n
of
T
rafficking

V
ictim

s
and

O
ther

E
x
p
lo
ited

W
o
m
en
and

G
irl
W
o
rkers.

V
ie
n
tian
e
:
IO
M
(In
te
rn
atio
n
al

O
rganizatio

n
fo
r
M
igratio

n)

C
h
a
la
m
w
o
n
g
,
Y
.
a
n
d
S
u
s
s
a
n
g
ka
rn
,
C
.1
9
9
6
.

K
aanjatkaan

R
aeng-ngaan

O
p
p
hayo

p
T
aang

C
h
a
a
t
n
a
i
R
a
y
a
Y
a
a
o
.
B
a
n
g
k
o
k
:
T
h
a
i

D
ev
elo
p
m
ent
R
esearch

Institute.

C
h
a
n
ta
v
a
n
ic
h
,
S
.,
V
u
n
g
s
irip
h
is
a
l,
P
.
a
n
d

L
ao
d
um
ro
ngchai,

S
.
2
0
0
7
.
T
hailand

P
o
licies

to
w
ard
s
M
ig
rant

W
o
rkers

fro
m
M
y
anm
ar.

B
a
n
g
k
o
k
:
A
s
ia
n
R
e
s
e
a
rc
h
C
e
n
te
r
fo
r
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M
igratio

n.

C
hanthav

y
so
uk,
K
.
2
0
0
6
.
Ex
p
o
rt
o
f
L
ab
o
ur:
A

C
o
ntributio

n
to
L
ao
D
evelo

pm
ent.
V
ientiane:

N
a
tio
n
a
l
S
ta
tis
tic
s
C
e
n
tre
a
n
d
U
n
ite
d

N
atio
ns
D
ev
elo
p
m
ent
P
ro
gram

m
e.

G
o
ld
stein,

S
.
1
9
7
2
.T
he
Influence

o
f
L
abo
r
Fo
rce

P
articip

atio
n
and

E
d
ucatio

n
o
n
F
ertility

in

T
hailand

.
R
esearch

R
ep
o
rt
N
o
.
9
.
B
angko

k:

In
s
titu
te

o
f
P
o
p
u
la
tio
n

S
tu
d
ie
s
,

C
hulalo

ngko
rn
U
niv
ersity.

H
a
u
g
h
to
n
,
J
.
2
0
0
6
.
S
itu
a
tio
n
a
l
A
n
a
ly
sis
o
f

H
um
an
T
rafficking

in
the
L
ao
P
D
R
:
W
ith

Em
phasis

o
n
S
avannakhet.

V
ientiane:

W
o
rld

V
isio
n
L
ao
P
D
R
.

林
行
夫.

２
０
０
３.

「
第
20
章：

東
北
タ
イ
と
ラ
オ

ス
」
ラ
オ
ス
文
化
研
究
所(

編) .

『
ラ
オ
ス
概
説
』

め
こ
ん：

５
２
３
―

５
４
８.

市
野
沢
潤
平.

２
０
０
３.

『
ゴ
ー
ゴ
ー
バ
ー
の
経
営

人
類
学
』
め
こ
ん.

IL
O
-IP
E
C
(In
te
rn
a
tio
n
a
l
L
a
b
o
u
r
O
rg
a
n
iza
tio
n
-

Internatio
nal
P
ro
gram

m
e
o
n
the
E
lim
inatio

n

o
f
C
hild
L
ab
o
ur).and

M
inistry

o
f
L
ab
o
ur
and

S
o
cial
W
elfare

(M
o
L
S
W
),
L
ao
P
D
R
.
2
0
0
3
.

L
ab
o
u
r
M
ig
ratio

n
S
u
rv
ey
in
K
h
am
m
u
ane,

S
av
annakhet

and
C
ham
p
asack.

V
ie
n
tian
e
:

L
ao
P
D
R
.

岩
佐
光
宏
・
友
川
美
幸
・
金
田
英
子.

２
０
０
８.

「
出

生
か
ら
結
婚
ま
で：

ラ
オ
ス
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
」
秋
道
智
彌(

編) .

『
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の

生
態
史
』
弘
文
堂：

１
０
７
―

１
２
５.

木
曾
恵
子.

２
０
０
７.

「
東
北
タ
イ
農
村
に
お
け
る

移
動
労
働
と
女
性
を
め
ぐ
る
規
範：

１
９
７
０

年
代
以
降
の
女
性
の
移
動
労
働
の
展
開
を
通
し

て
」『
年
報
タ
イ
研
究
』
７：

55
―

78.

松
井
智
子.

２
０
０
２.

「
変
容
す
る
移
動
労
働
経
験：

タ
イ
北
部
パ
ヤ
オ
県
ド
ー
ク
カ
ム
タ
イ
郡
の
移

動
労
働
者
の
生
活
史
か
ら
」
『
年
報
タ
イ
研
究
』

２：

25
―

44.

M
e
k
o
n
g
S
u
b
-re
g
io
n
a
l
P
ro
je
c
t
to
C
o
m
b
a
t

T
rafficking

in
C
hild
ren
and

W
o
m
en.
2
0
0
6
.

T
h
e
M
e
ko
n
g
C
h
a
lle
n
g
e
:
U
n
d
e
rp
a
id
,

O
verw

o
rked

and
O
verlo

o
ked
:
T
he
R
ealities

o
f
Y
o
u
n
g
M
ig
ra
n
t
W
o
rke
rs
in
T
h
a
ila
n
d

(V
o
lum
e
2
).B
angko

k:IL
O
.

M
inistry

o
f
L
ab
o
ur
and
S
o
cial
W
elfare

(M
o
L
S
W
),

L
ao
P
D
R
.
and
the
U
N
Inter-A

gency
P
ro
ject

o
n
H
um
an
T
rafficking

in
the
G
reater

M
eko
ng

S
u
b
-R
eg
io
n
(U
N
IA
P
).
2
0
0
1
.
T
rafficking

in

W
o
m
e
n
a
n
d
C
h
ild
re
n
in
th
e
L
a
o
P
D
R
.

V
ientiane:U

N
IA
P
.

大
城
直
樹.

２
０
０
７.
「
タ
イ
―
ラ
オ
ス
国
境
横
断
の

空
間
的
構
造
」
佐
々
木
衞(
編) .

『
越
境
す
る
移
動

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
』
東
方
書
店：

１

８
９
―

１
９
８.

P
hetsiriseng,

I.
2
0
0
3
.
P
relim
inary

A
ssessm

ent
o
n

T
ra
ffic
kin
g
o
f
C
h
ild
re
n
a
n
d
W
o
m
e
n
fo
r

L
ab
o
ur
E
x
p
lo
itatio

n
in
L
ao
P
D
R
.
V
ientiane:

IL
O
.

ポ
ン
パ
イ
チ
ッ
ト
,

パ
ス
ク.

１
９
９
０.

『
マ
ッ
サ
ー

ジ
ガ
ー
ル：

タ
イ
の
経
済
開
発
と
社
会
変
化
』

田
中
紀
子(

訳) .

同
文
館
出
版.

齋
藤
百
合
子.

２
０
０
８.

「
タ
イ
に
お
け
る
人
身
売

買
対
策：

被
害
者
認
知
の
課
題
」
日
本
タ
イ
学

会
第
10
回
研
究
大
会
発
表
資
料.

S
te
rn
s
te
in
,
L
.
1
9
6
5
.
A
C
ritiq

u
e
o
f
T
h
a
i

P
o
p
ulatio

n
D
ata.
P
acific

V
iew
P
o
int
6
:
1
5
-

3
5
.

鈴
木
規
之.

１
９
９
３.

『
第
三
世
界
に
お
け
る
も
う
ひ

と
つ
の
発
展
理
論：

タ
イ
農
村
の
危
機
と
再
生

の
可
能
性
』
国
際
書
院.

鈴
木
玲
子.

２
０
０
３.

「
第
10
章：

言
語
」
ラ
オ
ス
文

化
研
究
所(

編) .

『
ラ
オ
ス
概
説
』
め
こ
ん：

２
７

３
―

２
９
２.

但
見
美
穂.

２
０
０
６.

「
居
場
所
を
つ
く
る
実
践：

『
出
稼
ぎ
』
か
ら
戻
っ
た
女
性
の
タ
ン
ブ
ン
と
タ

ム
タ
ー
ン
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
89：

38
―

49.

ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
,

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル.

１
９
８
９.

『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
Ⅰ
・
Ⅱ
』
川
北
稔(

訳) .

岩

波
書
店.

渡
部
篤
志.

２
０
０
２.

「
タ
イ
東
北
部
農
村
か
ら
の
移

動
労
働：

問
題
と
し
て
、
産
業
と
し
て
、
生
活
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戦
略
と
し
て
」『K

E
IO
S
F
C
J
O
U
R
N
A
L

』
１：

１
０
６
―

１
２
４.

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構.

２
０
０
４.

『
海
外
労
働

時
報
』
11
月
号.

３
ペ
ー
ジ
所
収.

http
:/
/
w
w
w
.jil.go

.jp
/
fo
reign/

b
asic_info

rm
atio
n/
2

0
0
5
/
thailand

.htm

【
注
】

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
１
）
こ
の
移
動
先
は
主
に
東
北
タ
イ
を
指
す
﹇
林

２
０
０
３：

５
３
６
―

５
３
８
﹈。

（
２
）
２
０
０
４
年
の
タ
イ
に
お
け
る
外
国
人
就
労
者

登
録
数
に
よ
る
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
全
体
の
約

72
％
、
ラ
オ
ス
人
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
約
14
％

を
占
め
て
い
る
。

（
３
）
こ
れ
は
従
来
の
売
買
春
禁
止
法
よ
り
も
、
セ
ッ

ク
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
権
に
よ
り
配
慮
し
、
人
権

侵
害
を
伴
う
売
買
春
行
為
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
﹇
市
野
澤

２
０
０

３
﹈。

（
４
）
こ
の
３
県
は
、
タ
ケ
ー
ク
―
ナ
コ
ン
パ
ノ
ム
、

サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
―
ム
グ
ダ
ハ
ン
、
パ
ク
セ
付

近
の
ワ
ン
タ
オ
―
チ
ョ
ン
メ
と
、
ラ
オ
ス
と
タ

イ
の
主
要
な
国
境
を
介
し
て
い
る
。

（
５
）
こ
れ
は
不
法
就
労
移
住
と
子
ど
も
と
女
性
の
人

身
売
買
に
関
す
る
２
０
０
０
年
の
調
査
を
も
と

に
作
成
さ
れ
て
い
る
﹇
大
城

２
０
０
７：

１
８

９
﹈。

（
６
）
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
は
タ
イ
に

お
け
る
外
国
人
労
働
者
登
録
は
雇
用
主
に
の
み

申
請
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の

ラ
オ
ス
人
登
録
者
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
２
０

０
１
年
の
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
か
ら
の
外
国
人
登
録
者

総
数
は
56
万
８
２
４
９
人
で
あ
っ
た
。
２
０
０

４
年
は
労
働
者
と
そ
の
家
族
全
て
に
申
請
資
格

が
与
え
ら
れ
た
た
め
、
総
申
請
者
数
は
過
去
最

高
の
１
２
８
万
４
９
２
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
し
か
し
な
が
ら
研
究
の
実
態
に
関
し
て
は
、
ビ

ル
マ
人
の
労
働
条
件
や
労
働
移
動
観
よ
り
も
地

元
の
タ
イ
人
経
営
者
や
労
働
者
が
ビ
ル
マ
人
労

働
者
を
ど
う
見
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
と
い
う
指
摘

も
見
ら
れ
る
﹇
浅
見

２
０
０
３：

27
﹈。

（
８
）
タ
イ
国
籍
の
雇
用
主
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
複
数
回
答
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）
農
業
関
連
産
業
は
当
時
最
も
労
働
者
不
足
が
顕

著
で
あ
っ
た
が
、
タ
イ
人
の
中
に
は
３
Ｋ
労
働

を
敬
遠
す
る
流
れ
が
あ
り
、
当
分
野
の
労
働
者

不
足
は
経
済
発
展
を
妨
げ
か
ね
な
い
状
況
で
あ

っ
た
﹇
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
２
０
０

４
﹈。

（
10
）
こ
の
潮
流
は
移
民
研
究
に
お
け
る
従
属
説
の
１

つ
で
あ
る
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
イ
ン
の
世
界
シ
ス
テ

ム
論
﹇
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
イ
ン
　
１
９
８
１
﹈
に

依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
辺
境
で
あ
る
東
北
タ

イ
と
中
核
で
あ
る
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
と
い
う
図

式
を
示
し
て
い
る
。
鈴
木
は
こ
の
世
界
シ
ス
テ

ム
論
を
分
析
枠
組
と
し
て
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
商

品
化
が
東
北
タ
イ
農
村
を
衰
退
に
向
か
わ
せ
て

い
る
と
論
じ
て
い
る
﹇
鈴
木

１
９
９
３
﹈。

（
11
）
最
新
の
ラ
オ
ス
研
究
の
中
で
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
の
記
述
に
お
い
て
出
稼
ぎ
は
若
干
で
は
あ
る

が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
経
済
的
要
因
や
教
育
問

題
に
よ
っ
て
結
果
的
に
タ
イ
が
人
材
の
受
け
皿

に
な
っ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
﹇
岩
佐
・

友
川
・
金
田

２
０
０
８
﹈。

ラオスからタイへの出稼ぎ労働者をめぐる一考察
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青山学院大学　国際政治経済学部教授

大野　昭彦

労
働
意
欲
に
欠
け
る
の
は
、
何
も
私
だ
け

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
16
カ
国
（
８
・
６

万
人
）
を
対
象
と
し
た
モ
チ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン

調
査
（
タ
ワ
ー
ズ
ペ
リ
ン
）
で
、
日
本
が
最

低
の
水
準
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
な
ん
と
な
く
感
づ
い
て
は
い
た
が
、
ヤ

ブ
医
者
に
余
計
な
告
知
を
さ
れ
た
気
分
だ
。

こ
の
傾
向
は
、
学
生
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
ゼ
ミ
生
を
た
き
つ
け
て
学
生
へ
の
質
問

票
調
査
（
Ｎ=

３
９
８
）
を
試
み
た
。

面
倒
な
統
計
的
説
明
は
い
っ
さ
い
省
か
せ

て
も
ら
う
。
図
に
あ
る
楕
円
は
、
複
数
の
質

問
で
求
め
ら
れ
た
潜
在
変
数
で
あ
り
、
共
分

散
構
造
分
析
の
結
果
で
あ
る
。学
生
た
ち
は
、

職
業
に
つ
い
て
、
２
つ
の
職
業
価
値
を
抱
い

て
い
る
。
１
つ
は
自
分
を
成
長
さ
せ
、
責
任

あ
る
仕
事
が
で
き
る
と
い
っ
た
内
発
的
職
業

価
値
で
あ
る
。
も
う
１
つ
は
、
賃
金
水
準
・

福
利
厚
生
・
雇
用
保
障
と
い
っ
た
労
働
条
件

を
重
視
す
る
外
発
的
職
業
価
値
で
あ
る
。
今

の
世
に
は
、
不
安
が
氾
濫
し
て
い
る
。
学
生

た
ち
も
、
将
来
ま
と
も
な
生
活
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
、
望
む
職
業
に
就
け
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
老
後
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
い
っ

た
不
安
に
苛
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

パ
ト
ナ
ム
の
『
孤
独
な
ボ
ー
リ
ン
グ

（B
o
w
lin
g
A
lo
n
e

）
』
な
る
本
が
あ
る
。
将

来
の
不
確
実
性
は
、
不
安
の
種
と
な
る
。
現

実
に
リ
ス
ク
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
、
か

つ
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
地
域
の
人
間
関
係
）

で
あ
っ
た
。
長
屋
の
頼
り
に
な
ら
な
い
熊
さ

ん
だ
っ
て
、
面
倒
見
て
お
け
ば
、
い
つ
か
は

助
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
情
け
は

人
の
た
め
な
ら
ず
」
と
い
う
一
般
的
互
酬
性

が
、
社
会
関
係
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
不

安
に
も
、
何
と
か
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

で
も
、
み
ん
な
豊
か
に
な
っ
て
し
ま
い
、
公

的
社
会
保
障
も
整
っ
て
き
た
。
「
知
り
合
い

に
　
頭
を
下
げ
て
借
り
る
よ
り
　
ち
ょ
い
と

気
軽
に
吉
川
質
店
」
と
は
地
下
鉄
の
表
参
道

に
あ
る
看
板
で
あ
る
（
実
に
惜
し
い
。
５
７

５
７
ま
で
き
て
、
な
ん
で
最
後
が
字
余
り
な

の
だ
）
。
そ
う
、
面
倒
な
人
間
関
係
よ
り
、

機
械
的
に
処
理
で
き
る
な
ら
、
そ
の
ほ
う
が

気
楽
で
あ
る
。
こ
う
し
て
人
々
は
人
間
関
係
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の
維
持
に
興
味
を
失
っ
て
し
ま
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
終
焉
が
始
ま
っ
た
。
一
人
で
ボ
ー

リ
ン
グ
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
残
滓
を
捉
え
る
た
め
に
、
相
談
で

き
る
相
手
が
い
る
、
頼
れ
る
友
人
が
い
る
な

ど
の
質
問
で
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
因
子

を
つ
く
っ
た
。

調
査
結
果
を
見
て
い
こ
う
。
不
安
は
向
上

心
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
。
た
だ
し
、
内

発
的
価
値
を
低
め
、
代
わ
り
に
外
発
的
価
値

を
高
め
て
し
ま
う
。
不
安
に
苛
ま
れ
て
い
る

と
き
、
自
己
成
長
な
ど
と
い
う
悠
長
な
話
で

は
な
く
、
取
り
敢
え
ず
は
給
与
・
福
利
厚
生

そ
し
て
雇
用
保
障
の
ほ
う
が
重
要
と
な
る
。

そ
し
て
、
内
発
的
職
業
価
値
は
向
上
心
を
高

め
る
が
、
外
発
的
価
値
は
向
上
心
に
は
か
か

わ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
不
安
を
煽
っ
た
と

こ
ろ
で
学
生
は
や
る
気
を
出
す
わ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
近
眼
的
な
労
働
条
件
に
心
を
奪

わ
れ
て
し
ま
い
向
上
心
を
低
下
さ
せ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
不
安
は
価
値
観
を
歪
め
て
し

ま
い
、
ま
た
業
績
主
義
的
な
企
業
文
化
の
横

行
は
、
後
戻
り
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
労
働

意
識
を
破
壊
さ
せ
て
し
ま
う
。

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
は
、
直
接
は
向
上
心
を

高
揚
は
し
な
い
。し
か
し
不
安
を
緩
和
し
て
、

内
発
的
価
値
を
経
由
し
て
向
上
心
を
高
め
る

こ
と
に
な
る
。
人
間
が
社
会
的
生
き
物
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
。し
か
し
、

彼
ら
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
関
心
を
失

い
孤
独
な
ボ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
た
と
き
に
、

財
政
難
が
理
由
だ
か
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い

が
、
公
的
社
会
保
障
と
い
う
梯
子
を
外
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ら
、
人
々
は
途
方
に
く
れ
る
し

か
な
い
。

学
生
に
「
一
人
ボ
ー
リ
ン
グ
」
を
す
る
か

尋
ね
て
み
た
。
「
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ん
て
流
行

り
ま
せ
ん
よ
。
で
も
、
一
人
カ
ラ
オ
ケ
な
ら
」

「
…
（
た
め
息
）」。

不安�

向上心�内発的職業価値�

外発的職業価値�

ピア・サポート�
実
線
は
プ
ラ
ス
、
破
線
は
マ
イ
ナ
ス
の

関
係
を
示
す
。

線
の
な
い
変
数
は
有
意
な
関
係
は
な
い
。
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黒
田
先
生
と
の
出
会
い

２
０
０
９
年
は
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
理
事
を

創
設
期
か
ら
務
め
、
人
口
研
究
の
指
導
的

役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
た
黒
田
俊
夫
先
生

（
元
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
長
、
日
本
大

学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
、
前
ジ
ョ
イ
セ

フ
会
長
）
が
生
誕
さ
れ
て
１
０
０
年
に
当

た
る
。
そ
し
て
２
０
０
６
年
12
月
に
逝
去

さ
れ
て
か
ら
早
２
年
に
な
る
。

私
が
黒
田
俊
夫
先
生
と
初
め
て
お
会
い

し
た
の
は
日
本
大
学
の
社
会
学
の
大
学
院

に
入
学
し
た
と
き
だ
っ
た
。
１
９
０
９
年

生
ま
れ
の
先
生
は
１
９
８
４
年
当
時
す
で

に
75
歳
だ
っ
た
が
若
々
し
く
60
代
前
半
に

し
か
見
え
な
か
っ
た
。

そ
の
年
は
大
学
院
の
博
士
前
期
課
程

（
修
士
）
の
入
学
者
は
私
一
人
で
、
ほ
と
ん

ど
全
て
の
授
業
が
先
生
一
人
に
生
徒
一
人

と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で

松
山
博
光
さ
ん
（
現
、
大
妻
女
子
大
学
教

授
）
に
勧
め
ら
れ
て
、
黒
田
先
生
の
人
口

学
の
授
業
を
受
講
し
た
。

そ
の
授
業
ス
タ
イ
ル
は
、
基
本
的
に
国

連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
『
世
界

人
口
白
書
』
の
英
語
版
を
翻
訳
し
て
い
く

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
翻
訳
を
進
め
て
い
く

そ
の
折
々
に
黒
田
先
生
が
か
か
わ
っ
て
お
ら

れ
た
政
策
的
な
提
言
や
日
本
の
政
治
家
の
役

割
、
日
本
の
人
口
転
換
の
意
味
に
つ
い
て
話

さ
れ
、
人
類
が
こ
の
地
球
で
永
続
的
に
生
活

し
て
い
く
た
め
に
は
人
口
爆
発
を
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
確
信
や
、
現
場

の
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
言
葉
の
一
つ
一
つ

に
大
き
な
印
象
を
受
け
た
。

人
口
学
は
統
計
的
な
数
字
を
扱
う
。
こ
の

一
見
、
客
観
的
に
見
え
る
統
計
の
妥
当
性
に

つ
い
て
、
当
時
、
社
会
学
の
参
与
観
察
な
ど

の
立
場
か
ら
統
計
の
元
と
な
る
調
査
票
の
精

度
に
つ
い
て
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
黒
田
先
生
の
人
口
学
の
授
業
の

中
で
、
統
計
に
対
す
る
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
み

た
。
〝
黒
田
流
〞
と
多
く
の
人
口
学
者
か
ら

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
先
生
の
回
答
は
含
蓄
に

満
ち
た
も
の
だ
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
統
計

を
は
じ
め
、
統
計
が
未
整
備
な
途
上
国
の
統

計
を
幅
広
く
扱
っ
て
き
た
黒
田
先
生
は
、
統

計
情
報
を
と
る
と
き
の
不
完
全
さ
を
十
分
に

理
解
し
た
上
で
「
不
思
議
な
こ
と
に
そ
れ
で

も
あ
る
程
度
以
上
の
こ
と
が
わ
か
る
ん
だ

よ
」
と
答
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

財団法人アジア人口・開発協会

常務理事・事務局長

楠本　修

黒田俊夫先生の思い出



41

そ
の
姿
に
は
数
字
を
絶
対
化
す
る
の
で

も
な
く
、
否
定
す
る
の
で
も
な
い
社
会
科

学
と
し
て
当
然
の
姿
が
あ
っ
た
。
当
時
社

会
学
に
は
方
法
論
的
な
分
断
と
も
い
え
る

も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
調
査
を
無
条

件
に
至
上
の
も
と
す
る
素
朴
実
証
主
義
に

も
、
認
識
論
的
な
懐
疑
論
に
陥
り
不
可
知

論
に
傾
き
か
ね
な
い
議
論
に
も
辟
易
と
し

て
い
た
私
は
、
〝
あ
る
程
度
以
上
〞
と
い

う
言
葉
に
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え
た
。
蓋
然

的
に
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
と
い
う
中
庸
を

得
た
考
え
方
に
深
く
共
感
し
た
の
で
あ
る
。

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
単
純
に
無
味
乾
燥

な
統
計
数
字
だ
と
思
え
た
人
口
学
に
お
い

て
こ
そ
、
そ
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
大
き
さ

か
ら
統
計
学
の
基
本
中
の
基
本
、
「
大
数
の

法
則
」
が
成
立
し
、
扱
う
数
字
の
蓋
然
性

が
向
上
す
る
。
そ
の
結
果
、
人
口
統
計
は

あ
る
程
度
信
頼
に
値
す
る
情
報
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
質
的
な
側
面
を
表

す
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
特
に
人
口
が
扱

う
人
の
生
死
に
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

現
実
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
黒
田
先
生
の
授
業
を
通
じ
、
数
字
の

裏
に
あ
る
社
会
の
姿
や
人
々
の
生
き
て
い

る
姿
に
目
が
向
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
修
士
課
程
の
２
年
目
は
修
士

論
文
の
執
筆
に
没
頭
し
、
黒
田
先
生
の
授

業
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
博

士
後
期
課
程
の
１
年
か
ら
３
年
ま
で
、
黒

田
先
生
の
授
業
に
出
席
し
続
け
た
。
授
業

が
終
わ
っ
て
黒
田
先
生
と
喫
茶
店
に
立
ち

寄
っ
て
し
ば
ら
く
話
し
た
だ
け
で
は
止
ま

ら
ず
に
、
そ
の
ま
ま
京
王
線
―
都
営
新
宿

線
で
神
田
三
崎
町
の
日
大
経
済
学
部
に
あ

る
人
口
研
究
所
に
戻
ら
れ
る
先
生
に
つ
い

て
新
宿
ま
で
行
く
、
時
に
は
神
保
町
ま
で

行
く
の
が
週
に
一
度
の
習
慣
に
な
っ
て
い

た
。そ

の
後
、
大
学
院
を
終
了
し
、
非
常
勤

講
師
や
通
信
教
育
部
の
指
導
員
を
務
め
て

い
た
頃
、
黒
田
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
で
あ

る
大
塚
友
美
先
生
（
現
、
日
本
大
学
文
理

学
部
教
授
）
か
ら
自
宅
に
電
話
が
あ
っ
た
。

黒
田
先
生
が
理
事
を
務
め
て
い
る
財
団
法

人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）

で
研
究
員
の
欠
員
が
出
て
募
集
し
て
い
る

の
で
、
応
募
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
ご
紹

介
を
い
た
だ
い
た
。
黒
田
先
生
か
ら
佐
藤

隆
理
事
長
、
広
瀬
次
雄
事
務
局
長
（
当
時
）

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
幸
い
研
究
員
と
し

て
採
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
当

時
、
黒
田
先
生
は
財
団
の
研
究
理
事
と
し
て

人
口
問
題
・
労
働
問
題
の
総
括
的
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
そ
の
指
導
の
下
で
私
は
、

研
究
員
と
し
て
調
査
研
究
の
実
施
、
デ
ー
タ

分
析
な
ど
の
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
こ
と
を
今
も
深
く
感
謝
し
て
い

る
。

黒
田
先
生
の
業
績

黒
田
先
生
の
業
績
は
数
多
く
、
一
言
で
述

べ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
の
中
核
に
位
置

す
る
も
の
は
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
の

移
行
過
程
で
あ
る
「
人
口
転
換
理
論
」
の
分

野
で
あ
ろ
う
。
黒
田
先
生
は
ハ
ワ
イ
東
西
セ

ン
タ
ー
の
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
・
チ
ョ
ー
先
生
ら

と
と
も
に
人
口
転
換
の
程
度
を
示
す
人
口
転

換
指
数
（
Ｄ
Ｔ
Ｉ
）
の
計
算
式
を
編
み
出
し
、

ま
た
人
口
転
換
に
伴
っ
て
生
じ
る
人
口
ボ
ー

ナ
ス
の
経
済
学
的
な
意
味
を
研
究
さ
れ
て
い

た
。
一
言
で
い
え
ば
「
経
済
的
発
展
と
人
口

転
換
」
が
当
時
の
先
生
の
中
心
的
な
研
究
課

題
で
あ
っ
た
と
思
う
。

事
実
、人
口
転
換
論
を
広
義
に
捉
え
る
と
、

黒田俊夫先生の思い出
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ほ
ぼ
人
口
問
題
そ
の
も
の
と
い
っ
て
も
良

い
。
私
た
ち
の
社
会
を
分
析
す
る
際
に
、

人
口
増
加
や
年
齢
構
造
の
変
化
な
ど
が
な

け
れ
ば
、
人
口
学
的
な
要
因
を
捨
象
し
て

も
問
題
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
天
災
や

戦
争
な
ど
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
社
会
的
に

意
味
を
持
つ
人
口
学
的
な
変
動
の
ほ
と
ん

ど
が
人
口
転
換
の
過
程
に
伴
っ
て
生
じ
る
。

さ
ら
に
、
か
つ
て
人
口
減
少
は
人
口
転
換

の
一
部
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
バ
ン
・
デ
ッ
・
カ
ー
ら

が
「
第
２
の
人
口
転
換
」
と
い
う
考
え
方

を
打
ち
出
し
、
現
在
で
は
人
口
減
少
も
人

口
転
換
の
一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

黒
田
先
生
は
、
か
つ
て
人
口
転
換
と
経

済
発
展
の
相
関
を
主
張
さ
れ
、
「
開
発
の
基

盤
と
し
て
の
人
口
転
換
」
が
持
論
で
あ
っ

た
。
確
か
に
、
日
本
が
人
口
転
換
を
果
た

し
、
そ
れ
に
続
く
形
で
韓
国
、
台
湾
の
人

口
転
換
が
進
展
し
た
。
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア

の
人
口
転
換
を
皮
切
り
に
、
東
南
ア
ジ
ア
、

南
ア
ジ
ア
へ
と
波
及
し
て
い
く
そ
の
姿
は

雁
行
形
態
と
い
わ
れ
、
経
済
発
展
に
伴
う

人
口
転
換
と
い
う
仮
説
は
非
常
な
説
得
力

を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
経
済
的
な
発
展
が
人
口
転

換
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
仮
説
は
有
効
性

を
持
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
に
例

外
が
現
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
例
外
を

発
見
し
た
の
も
黒
田
先
生
で
あ
る
。
あ
る

時
期
、
黒
田
先
生
は
中
国
の
人
口
研
究
を

熱
心
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
日
本
の
総
人

口
と
同
じ
人
口
規
模
を
持
つ
四
川
省
で
、

人
口
転
換
が
進
展
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
昇
し
な
い
。

も
ち
ろ
ん
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
そ
の
ま
ま
豊
か
さ
を

表
す
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
黒

田
先
生
は
、
呟
く
よ
う
に
「
四
川
省
は
例

外
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
な
ー
」
と
述
べ

た
の
で
あ
る
。

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
す
ぐ
に
そ

の
「
例
外
」
の
意
味
が
わ
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
業
務
と
し
て
ア
ジ
ア
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
回
り
、
聞
き
取
り
を
し
て

い
る
間
に
徐
々
に
ア
イ
デ
ア
が
固
ま
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
と
は
当
た
り
前

の
こ
と
だ
が
、
「
出
生
と
い
う
も
の
は
行
為

で
あ
り
、
価
値
観
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
実
態
調
査
に
基
づ
き
ア
ジ

ア
の
人
口
転
換
を
整
理
し
た
。
す
る
と
「
経

済
発
展→

人
口
転
換
」
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
で

考
え
る
よ
り
は
、
「
近
代
化
の
規
範
＝
計
算

可
能
性→

人
口
転
換
・
経
済
発
展
」
の
ベ
ク

ト
ル
で
考
え
る
ほ
う
が
よ
り
妥
当
で
は
な
い

か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
も

ち
ろ
ん
双
方
向
で
影
響
を
与
え
る
。
経
済
発

展
に
伴
っ
て
計
算
可
能
性
が
規
範
と
な
っ
て

い
く
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
般

的
に
い
え
ば
、
近
代
化
を
支
え
る
規
範
が
存

在
し
な
け
れ
ば
、
経
済
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の

が
う
ま
く
機
能
し
な
い
。
つ
ま
り
経
済
発
展

し
な
い
。
そ
の
意
味
で
右
記
の
方
向
性
で
は

な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

経
済
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
近
代
の
経

済
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
そ
の
社
会
が
適
応
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
近
代
の
経
済
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
要
求
す
る
条
件
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も

に
行
動
様
式
が
変
わ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

こ
の
近
代
の
行
動
様
式
は
「
経
済
人
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
済
的
な
合
理
性
の

基
準
に
従
っ
た
行
動
を
と
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
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ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
魔
術
の
園
」
か

ら
抜
け
出
し
、
計
算
可
能
性
に
従
っ
た

「
合
理
的
」
な
行
動
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

言
葉
を
換
え
れ
ば
合
理
的
な
価
値
観
に
社

会
が
変
化
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
極
端
な
少
子

化
も
こ
の
「
合
理
性
」
の
延
長
線
上
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
出
生
の
減
少
は
、
保

健
医
療
の
普
及
発
展
も
あ
い
ま
っ
て
乳
児

死
亡
が
減
少
す
る
な
ど
、
多
産
の
必
要
性

が
な
く
な
る
と
と
も
に
、
教
育
費
負
担
や

育
児
負
担
な
ど
の
負
担
の
上
昇
に
対
す
る

合
理
的
な
計
算
可
能
な
判
断
、
つ
ま
り

「
合
理
的
」
な
価
値
観
か
ら
生
じ
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
「
合
理
的
」
の
意
味
で

あ
る
。
個
人
に
お
け
る
合
理
的
な
選
択
の

集
積
が
社
会
と
し
て
大
き
な
不
合
理
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
行
為
を
変
化
さ
せ
る
価
値
観
の
変

化
と
は
、
「
見
て
い
る
世
界
の
変
化
」
で
あ

る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
は
一
人
一
人

の
価
値
観
も
社
会
的
価
値
観
も
同
じ
で
あ

る
。
実
際
、
時
代
が
変
化
し
て
み
る
と
、

そ
の
時
代
に
人
々
が
抱
い
て
い
た
「
意
味

や
価
値
」
は
変
質
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
い

っ
た
ん
価
値
観
が
変
化
を
始
め
れ
ば
そ
の
変

化
は
加
速
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
意
識
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

引
き
継
が
れ
る
黒
田
先
生
の
業
績

筆
者
は
そ
の
後
、
現
地
聞
き
取
り
調
査
を

も
と
に
人
口
転
換
の
研
究
を
駒
井
洋
・
筑
波

大
学
名
誉
教
授
の
指
導
を
受
け
、
『
ア
ジ
ア

に
お
け
る
人
口
転
換
』
と
し
て
の
博
士
論
文

に
ま
と
め
た
。
そ
の
本
を
黒
田
先
生
は
、
大

変
喜
ん
で
く
れ
た
。
黒
田
先
生
に
接
し
た
こ

と
の
あ
る
人
な
ら
全
て
の
人
が
ご
存
じ
の
と

お
り
、
黒
田
先
生
は
人
を
誉
め
る
名
人
だ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
と
き
に
も
「
僕
も
こ
の
よ

う
な
研
究
を
し
た
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
黒
田
先
生
の

過
分
な
、
そ
し
て
温
か
い
後
進
に
対
す
る
励

ま
し
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
う
。
結
果
と
し

て
考
え
た
と
き
、
こ
の
論
文
そ
の
も
の
が
黒

田
先
生
か
ら
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
、
黒
田
理

論
を
社
会
学
や
現
象
学
の
視
点
か
ら
焼
き
直

し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

人
口
の
安
定
化
が
な
け
れ
ば
、
持
続
可
能

な
開
発
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
黒
田
先
生
の

黒田俊夫先生の思い出

1991年 中国・長春、労働力調査のときの黒田先生
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黒
田
俊
夫
（
１
９
０
９
―
２
０
０
６
年
）
略
歴

兵
庫
県
生
ま
れ
。
１
９
３
６
年
日
本
大
学
商
経
学
部
卒
業
、
１
９
４
７
年
厚
生
省

人
口
問
題
研
究
所
入
所
。
１
９
５
３
年
東
京
商
科
大
学
専
攻
科
修
了
。
１
９
５
５
年

〜
１
９
５
６
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
人
口
研
究
所
留
学
。
１
９

７
４
年
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
所
長
に
就
任
、
１
９
７
１
年
か
ら
国
連
人
口
委
員

会
の
日
本
政
府
代
表
も
務
め
る
。
１
９
７
６
年
日
本
大
学
経
済
学
部
長
、
１
９
７
９

年
日
本
大
学
人
口
研
究
所
初
代
所
長
に
就
任
。

主
な
著
書
と
し
て
、『
日
本
人
の
寿
命
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）、『
日
本
人
口
の
転

換
構
造
』（
古
今
書
院
）、『
ア
ジ
ア
の
人
口
』（
み
き
書
房
）
な
ど
が
あ
る
。
人
口
学

の
分
野
で
の
多
大
な
業
績
お
よ
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
よ
り
１
９
９
７
年
に
国
連
人
口
賞

を
受
賞
。
２
０
０
６
年
12
月
心
不
全
の
た
め
死
去
。

信
念
は
黒
田
先
生
に
学
ん
だ
多
く
の
人
た

ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
見

れ
ば
人
口
が
増
え
続
け
る
社
会
よ
り
は
少

子
高
齢
社
会
の
ほ
う
が
は
る
か
に
希
望
の

あ
る
、
意
味
の
あ
る
社
会
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の

結
果
が
人
々
に
不
幸
を
も
た
ら
す
と
す
れ

ば
誰
が
人
口
転
換
を
進
め
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
意
味
で
非
西
欧
に
お
け
る
人
口
転

換
の
口
火
を
切
っ
た
日
本
が
ど
の
よ
う
な

選
択
を
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
を

作
り
上
げ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
ア
ジ
ア

の
各
国
は
固
唾
を
の
ん
で
見
て
い
る
。
世

界
の
人
口
増
加
を
抑
制
し
、
人
口
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
さ
せ

る
た
め
に
も
、
日
本
の
対
応
が
重
要
な
意

味
を
持
つ
。

今
こ
そ
、
非
西
欧
で
初
め
て
人
口
転
換

を
成
し
遂
げ
た
日
本
が
そ
の
成
果
を
「
人

と
し
て
の
生
活
の
豊
か
さ
」
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思

う
。
そ
し
て
そ
れ
を
示
す
こ
と
で
初
め
て

黒
田
先
生
の
業
績
を
完
成
さ
せ
、
日
本
に

続
い
た
国
々
に
責
任
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。



45

１
・
Ｊ
Ｔ
Ｆ
メ
デ
ィ
ア
・
ト
リ
ッ
プ

世
界
の
ど
こ
か
で
16
秒
に
１
人
の
若
者

が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
、
１
分
間
に
１
人
の

女
性
が
妊
娠
に
関
わ
る
理
由
で
命
を
失
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
フ

リ
カ
等
の
途
上
国
で
起
き
て
お
り
、
中
で

も
貧
困
層
、
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
社
会

的
弱
者
層
の
人
々
ほ
ど
、
そ
う
し
た
状
況

に
陥
り
易
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、

世
界
の
１
５
２
カ
国
に
広
が
る
国
際
家
族

計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
の
加
盟
協
会
は
、

１
７
７
カ
国
で
活
発
な
活
動
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
す
。
特
に
公
的
な
保
健
医
療
シ
ス

テ
ム
の
基
盤
が
弱
く
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
広
く
行
き
届
か
な
い
地
域
で
は
、
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
加
盟
団
体
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

よ
る
活
動
は
、
人
々
の
、
特
に
社
会
的
弱

者
層
の
人
々
の
命
を
守
り
、
生
活
の
質
に

大
き
な
違
い
を
生
み
出
す
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。

日
本
は
、
私
た
ち
の
こ
う
し
た
地
道
な

草
の
根
の
活
動
を
永
年
に
わ
た
り
、
支
え

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
０

０
年
に
日
本
政
府
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
合
意
の

下
で
設
置
さ
れ
た
特
別
フ
ァ
ン
ド
、
日
本

信
託
基
金
（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）
の
支
援
で
、
こ
れ

ま
で
に
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
38
カ
国
の
加

盟
団
体
が
１
０
３
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
、
開
発
を
重
要
課
題
と
す
る
大
き

な
２
つ
の
国
際
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
と

洞
爺
湖
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）
の
ホ
ス
ト
を
務

め
た
日
本
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
開
発
課
題

に
関
す
る
報
道
が
例
年
よ
り
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
会
議
で
も
、
日
本

は
母
子
保
健
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
含
む

国
際
保
健
分
野
へ
の
協
力
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
再
コ
ミ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
、
人
々
の
関
心
が
少
し
高
ま
っ
て
も
、

依
然
と
し
て
日
本
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
や

同
課
題
に
関
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道

は
少
な
く
、
散
発
的
で
あ
る
の
が
現
状
で

す
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々

の
生
活
ぶ
り
と
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
彼
ら

の
生
活
に
い
か
に
大
き
な
違
い
を
生
み
出

し
て
い
る
か
を
お
伝
え
す
る
機
会
を
少
し

IPPF・日本信託基金（JTF）
カメルーン・メディア・トリップのご紹介

IPPF資金調達オフィサー

中村　百合

国際家族計画連盟（IPPF）活動レポート－12
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で
も
増
や
す
た
め
に
、
今
年
も
Ｊ
Ｔ
Ｆ
メ

デ
ィ
ア
・
ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
・
カ
メ
ル
ー
ン

今
回
で
第
４
回
目
と
な
る
今
年
の
目
的

地
は
カ
メ
ル
ー
ン
で
す
。
人
口
は
１
８
５

０
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
の
公
用
語

の
ほ
か
24
主
要
ア
フ
リ
カ
言
語
が
使
わ
れ
、

人
々
の
４
割
が
伝
統
宗
教
を
信
じ
て
い
ま

す
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ャ
ド
、
ガ
ボ
ン
、

中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、

赤
道
ギ
ニ
ア
の
６
カ
国
と
国
境
を
接
し
、

約
２
０
０
の
部
族
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
25
年
に
わ
た
る
ポ
ー
ル
・
ビ
ア
大

統
領
政
権
の
下
、
大
き
な
紛
争
も
な
く
平

和
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年

初
旬
に
ド
ゥ
ア
ラ
で
暴
動
が
起
き
ま
し
た
。

１
９
６
０
年
の
独
立
当
時
、
カ
メ
ル
ー
ン

は
ア
フ
リ
カ
で
最
も
裕
福
な
国
の
１
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
80
年

代
か
ら
続
く
経
済
の
停
滞
で
、
人
々
の
生

活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
貧
富
の

差
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
ド
ゥ
ア
ラ
の

暴
動
は
、
こ
れ
ま
で
に
た
ま
っ
た
人
々
の

不
満
が
食
料
価
格
の
高
騰
を
き
っ
か
け
に

爆
発
し
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
が
と
て
も
脆

弱
で
、公
的
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
き
ま
せ
ん
。

カ
メ
ル
ー
ン
で
は
、
10
万
人
の
赤
ち
ゃ
ん
の

誕
生
当
た
り
１
０
０
０
人
の
妊
産
婦
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
母
親
に

比
較
し
て
１
６
６
倍
も
多
く
の
母
親
が
亡
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
妊
産
婦
死

亡
率
、
乳
児
死
亡
率
と
も
に
90
年
代
に
比
較

し
て
悪
化
し
て
い
ま
す
。

カ
メ
ル
ー
ン
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
は
５
・

４
％
で
、
広
範
流
行
期
（
一
部
の
限
ら
れ
た

グ
ル
ー
プ
の
中
に
留
ま
ら
な
い
流
行
）
に
達

し
て
い
ま
す
。
15
―
24
歳
の
女
性
の
感
染
率

で
は
７
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
女
性

対
男
性
の
感
染
比
率
は
１
７
０：

１
０
０

と
、
女
性
は
男
性
に
比
較
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ

り
感
染
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
は
農
村
部
に
比
較
し
て
都
市
部
で

高
い
傾
向
に
あ
り
、
主
な
感
染
経
路
は
異
性

間
性
交
渉
を
通
じ
た
も
の
で
す
。
近
年
、
母

子
感
染
予
防
対
策
実
施
率
や
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

に
よ
る
治
療
を
受
け
る
人
々
の
数
も
増
え
て

カメルーン家族計画協会（CAMNAFAW）のヤウンデ・クリニック（IPPF/中村百合）
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き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

実
際
に
必
要
と
し
て
い
る
人
の
５
人
に
１

人
に
も
行
き
渡
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
あ
る
調
査
に
よ
る
と
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

と
と
も
に
生
き
る
人
々
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
」
と
答
え
た
人
は
、
女
性
の
９
％
、
男

性
の
19
％
に
す
ぎ
ず
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る

ス
テ
ィ
グ
マ
（
社
会
的
汚
名
・
烙
印
）
や

差
別
の
問
題
が
大
変
深
刻
で
す
。
エ
イ
ズ

が
命
を
脅
か
す
病
気
で
あ
る
こ
と
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
が
伝
染
性
で
、
か
つ
感
染
経
路
に
関
す

る
正
確
な
知
識
が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
こ

と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
性
行
動
を
通
じ
て
感
染
す

る
こ
と
か
ら
道
徳
的
に
非
難
す
べ
き
行
動

と
結
び
付
け
た
り
、
感
染
に
は
自
己
責
任

を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
汚
名
の
理
由
で
す
。
カ

メ
ル
ー
ン
で
は
、
こ
う
し
た
汚
名
や
差
別

が
、
呪
術
や
伝
統
的
宗
教
・
慣
習
（
例
え

ば
呪
い
を
受
け
た
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す

る
等
）
に
よ
っ
て
さ
ら
に
根
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
と
も
に
生
き

る
人
々
が
必
要
と
す
る
保
健
医
療
（
特
に
、

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
）
に
関
す
る
情

報
や
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ク
セ
ス
は
非
常
に
限

ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
と
も
に
生
き
る
女
性
が
安
心
し

て
子
ど
も
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
の
に
必

要
な
包
括
的
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
関
連
活
動
は
全
く

行
き
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
加
盟
協
会
で
あ
る
「
カ
メ

ル
ー
ン
家
族
計
画
協
会
」
（
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｗ
）
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
支
援
の
下
、

こ
の
ス
テ
ィ
グ
マ
と
差
別
の
問
題
に
取
り

組
み
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
と
も
に
生
き
る
人
々
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

と
情
報
を
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

メ
デ
ィ
ア
・
ト
リ
ッ
プ
で
は
、
日
系
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
に
Ｊ
Ｔ
Ｆ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
含
む
日
本
の
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
支
え
ら
れ
た
活
動
現
場
を
実

際
に
訪
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
裨
益
者
と

そ
の
家
族
、
隣
人
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
等
、
直
接
・
間
接
的
に

Ｊ
Ｔ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
触
れ
た
人
々
と

交
流
す
る
機
会
を
提
供
し
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
が
現
地
で
ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て

い
る
か
を
、
見
聞
き
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
へ
の
偏
見
が
非
常

に
強
い
社
会
の
中
で
、
自
分
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
か
ら
の

絶
望
と
葛
藤
、
家
族
や
隣
人
、
雇
い
主
、

医
療
関
係
者
か
ら
の
差
別
や
拒
絶
、
治
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
不
足
や
無
知
、
今
日
を

生
き
残
る
こ
と
、
ま
た
将
来
の
生
活
へ
の

不
安
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
と

も
に
生
き
る
人
々
（
特
に
女
性
）
の
生
き

様
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
多
く
の
時

間
を
費
や
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ

Ｗ
が
、
他
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
展
開

す
る
包
括
的
支
援
体
制
を
通
じ
こ
れ
ら
の

人
々
の
生
活
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
報
告
し
ま
す
。

３
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

（
１
）
無
知
の
た
め
に
出
産
し
た
５
人
の
子

ど
も
全
て
を
失
っ
た
女
性

ア
ボ
ノ
・
マ
リ
ー
さ
ん
は
、
35
歳
の
す

ら
り
と
し
た
美
し
い
女
性
で
す
。
ヤ
ウ
ン

デ
、
ム
ヴ
ォ
グ
・
ム
ビ
地
区
の
ス
ラ
ム
に

あ
る
ト
タ
ン
屋
根
と
空
色
の
塗
り
壁
に
囲
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し
て
、
５
人
と
も
亡
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

４
カ
月
前
に
亡
く
な
っ
た
５
人
目
の
男
の

子
、
テ
ィ
エ
リ
ー
君
の
写
真
を
指
で
撫
で

な
が
ら
、
取
材
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ボ
ノ
・
マ
リ
ー
さ
ん
の
最
初
の
夫
は
、

１
９
９
５
年
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
テ
ス
ト
を
受
け
て

間
も
な
く
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
彼
女
に

は
、
テ
ス
ト
結
果
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
、
周
囲
の
人
が
い
っ
て
い
た
よ
う
に

何
か
の
呪
い
の
た
め
に
死
ん
だ
の
だ
と
信

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
し
い
夫
と

結
婚
し
ま
し
た
が
、
２
０
０
２
年
に
彼
女

が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
テ
ス
ト
を
受
け
て
陽
性
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
と
、
夫
は
そ
の
結
果
を
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
同
居
し
て
い
た
夫
の
家

族
に
よ
っ
て
家
か
ら
追
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

実
家
の
父
親
や
兄
弟
か
ら
も
拒
絶
さ
れ
、

身
を
寄
せ
る
場
を
失
い
ま
し
た
。
テ
ス
ト

機
関
か
ら
の
指
導
に
よ
り
、
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
に
よ
る
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に

も
苦
労
し
ま
し
た
。
絶
望
と
孤
独
の
中
、

子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
強
く
希
望
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
医
師
は
彼
女
が
Ｈ

Ｉ
Ｖ
陽
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
子
ど
も
を

産
む
こ
と
に
反
対
し
ま
し
た
。２
０
０
６
年
、

健
康
が
少
し
回
復
し
た
頃
、
新
し
い
夫
に
め

ぐ
り
あ
い
、
５
番
目
の
子
ど
も
を
授
か
り
ま

し
た
が
、
水
頭
症
手
術
が
う
ま
く
い
か
ず
失

明
。
夫
の
家
族
か
ら
、
失
明
し
た
子
ど
も
は

「
蛇
の
子
（
ス
ネ
ー
ク
チ
ャ
イ
ル
ド
）」
で
あ

る
か
ら
川
に
捨
て
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
た

め
、
子
ど
も
を
抱
い
て
家
を
出
ま
し
た
。
今

年
６
月
、
様
子
が
急
変
し
た
子
ど
も
を
抱
え

て
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｗ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
駆
け

込
み
ま
し
た
が
、
す
で
に
手
遅
れ
で
死
亡
。

わ
ず
か
16
カ
月
の
命
で
し
た
。
今
も
ま
だ
子

ど
も
を
失
っ
た
喪
失
感
と
悲
し
み
か
ら
立
ち

直
れ
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
、
他
よ
り
も
安
く
て
質
が
高
い
と
い

う
評
判
を
聞
き
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｗ
の
移

動
ク
リ
ニ
ッ
ク
定
期
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
定
期
サ
ー
ビ
ス
の
日
は
、
同
じ
境
遇
に

あ
る
女
性
た
ち
と
会
え
る
の
で
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
と
も
に
支
え
励
ま

し
あ
う
仲
間
で
す
。
（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
）Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
で
あ
っ
て
も
、

命を支える抗レトロ・ウイルス薬を手に語るア
ボノ・マリーさん（自宅前で, IPPF/中村百合）

ま
れ
た
３
畳
程
度
の
小
さ
な
部
屋
に
住
ん

で
い
ま
す
。
彼
女
の
母
親
は
、
34
歳
の
と

き
に
８
人
目
の
子
ど
も
を
自
宅
で
出
産
中

に
出
血
が
止
ま
ら
な
く
な
り
、
病
院
に
担

ぎ
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
す
で
に
手
遅
れ
で
、

そ
の
ま
ま
８
人
目
の
子
ど
も
と
と
も
に
亡

く
な
り
ま
し
た
。
ア
ボ
ノ
・
マ
リ
ー
さ
ん

は
、
７
番
目
の
子
ど
も
で
す
が
、
母
親
が

亡
く
な
っ
た
と
き
の
年
齢
を
超
え
た
今
で

も
、
子
ど
も
が
い
ま
せ
ん
。
18
歳
の
と
き

か
ら
、
３
人
の
女
の
子
と
２
人
の
男
の
子

を
授
か
り
ま
し
た
が
、
生
ま
れ
て
間
も
な

く
、
あ
る
い
は
２
歳
の
誕
生
日
を
待
た
ず
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妊
娠
中
に
き
ち
ん
と
し
た
対
応
を
と
れ
ば

健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
が
産
め
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
、
い
つ
の
日
か
健
康
な

赤
ち
ゃ
ん
を
持
ち
た
い
と
希
望
し
て
い
ま

す
。
研
修
を
受
け
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
も
始
め
ま
し
た
。
自
分
が
苦
労
し
た

の
で
、
同
じ
境
遇
に
あ
る
人
の
気
持
ち
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
自
分
に
は
そ
う
い
う

機
会
が
な
か
っ
た
の
で
何
人
も
の
子
ど
も

を
失
い
ま
し
た
が
、
他
の
人
に
は
同
じ
目

に
遭
っ
て
欲
し
く
な
い
の
で
、
ど
う
す
れ

ば
防
げ
る
の
か
を
指
導
す
る
仕
事
に
は
や

ツ
を
着
て
微
笑
む
彼
女
の
写
真
が
壁
に
飾

ら
れ
て
い
ま
し
た
）
。
一
旗
挙
げ
よ
う
と
レ

バ
ノ
ン
に
行
き
、
事
業
実
施
に
必
要
と
な

る
レ
ジ
デ
ン
ス
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
（
居
住
許

可
証
）
申
請
時
に
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い

た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
テ
ス
ト
を
受
け
ま
し
た
。
テ
ス

ト
後
、
何
の
説
明
も
な
く
、
72
時
間
以
内

に
国
外
退
去
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
帰
国

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
と

困
惑
の
た
め
、
パ
リ
・
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ

ー
ル
空
港
経
由
で
カ
メ
ル
ー
ン
に
帰
国
す

る
途
中
の
飛
行
機
の
中
で
は
、
ず
っ
と
泣

き
続
け
ま
し
た
。

カ
メ
ル
ー
ン
の
空
港
で
待
っ
て
い
た
の

は
、
レ
バ
ノ
ン
当
局
か
ら
本
人
の
承
諾
な

し
に
（
本
人
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
）
テ
ス
ト
結
果
を
知
ら
さ
れ
た
姉
で
し

た
。
家
に
戻
る
と
、
親
戚
一
同
が
自
分
の

帰
り
を
待
っ
て
お
り
、
家
族
会
議
が
開
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
場
で
、
自
分
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

テ
ス
ト
結
果
が
陽
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

ら
さ
れ
、
そ
の
後
の
処
遇
に
つ
い
て
親
戚

一
同
か
ら
言
葉
を
受
け
、
家
族
と
同
じ
ト

イ
レ
を
使
わ
な
い
こ
と
、
血
が
出
る
よ
う

り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
神
が
授
け
て
く
れ
た
も
の
だ
と
思

っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
欲
を
言

え
る
な
ら
、
薬
品
を
よ
り
安
価
あ
る
い
は

無
料
に
す
る
こ
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
母
親

は
母
乳
を
赤
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
ら
れ
な
い

（
子
ど
も
へ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
防
ぐ
た
め
）

の
で
す
が
、
貧
し
い
人
々
に
は
買
え
な
い

粉
ミ
ル
ク
の
支
援
も
含
め
る
こ
と
、
ま
た

で
き
る
だ
け
多
く
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
女
性

に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
他
の
地
域

に
も
活
動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

（
２
）
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
感
染
し
な
い
よ
う
万
全
の

準
備
を
し
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
来
る

の
を
待
つ
妊
娠
中
の
女
性

ン
ガ
ム
ン
グ
・
ロ
ザ
リ
ー
ン
さ
ん
は
、

現
在
妊
娠
中
。
出
産
予
定
日
は
11
月
19
日

で
す
。
２
０
０
０
年
に
自
分
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
当

時
は
、
洋
服
の
バ
イ
ヤ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
（
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
華
や
か

な
り
し
頃
の
ピ
ン
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ー

男の子の誕生を楽しみに待つンガムング・ロ
ザリーンさん（自宅前で, IPPF/中村百合）
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な
（
突
き
刺
さ
す
よ
う
な
）
こ
と
は
一
切

し
な
い
こ
と
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
も
う
一
度

テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
を
誓
わ
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
恋
人
は
逃
げ
る
よ
う
に
私
の

も
と
か
ら
去
り
ま
し
た
。
自
分
も
家
族
も

Ｈ
Ｉ
Ｖ
で
間
も
な
く
死
ぬ
の
だ
と
思
い
、

夢
も
希
望
も
失
い
ま
し
た
。
再
テ
ス
ト
を

受
け
、
結
果
は
再
度
陽
性
。
家
に
戻
る
と
、

家
の
門
の
前
に
「
エ
イ
ズ
の
家
」
と
い
う

張
り
紙
が
い
く
つ
も
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
姉
か
ら
、
「
恥
を
知
れ
。
私
た

ち
家
族
ま
で
お
前
の
恥
を
背
負
う
の
だ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
病
院
の
勧

め
に
応
じ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
の
相
互
扶

助
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｗ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
）
の
活

動
に
参
加
し
、
同
じ
境
遇
に
あ
る
人
々
に

支
え
励
ま
さ
れ
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
の
訓
練
も
受
け
ま
し
た
。
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
私
に
希
望
と
自
信
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と
を
ひ
そ
ひ

そ
と
噂
し
て
い
る
人
々
が
い
る
と
、
彼
ら

の
輪
の
中
に
入
っ
て
話
を
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
よ
る
治
療

も
受
け
、
体
調
も
回
復
し
て
来
た
頃
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
陽
性
で
あ
っ
て
も
健
康
な
子
ど
も
が

産
め
る
こ
と
を
Ｊ
Ｔ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
知
り
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
決

心
し
ま
し
た
。
母
子
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

必
要
な
対
策
を
き
ち
ん
と
し
て
き
た
の
で
、

自
分
が
健
康
で
丈
夫
な
子
ど
も
を
産
む
こ

と
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
粉

ミ
ル
ク
を
買
う
お
金
を
ど
う
や
っ
て
工
面

し
て
い
く
か
経
済
的
な
不
安
の
方
が
大
き

い
で
す
。

４
・
日
本
信
託
基
金
（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）
が
も

た
ら
し
た
も
の

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
日
本
信
託
基

金
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
彼
女
た
ち
の
生

活
に
以
下
を
含
む
数
々
の
大
き
な
違
い
を

生
み
出
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

１.

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
と
も
に
生
き
る
人
々
同
士

が
結
束
し
て
、
支
え
合
え
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。

２.

質
が
高
く
、
手
頃
な
値
段
の
サ
ー
ビ

ス
と
情
報
の
提
供
を
通
じ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

と
と
も
に
生
き
る
人
々
特
有
の
健
康
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

３.

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
と
も
に
生
き
る
人
々
を
ピ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
教
育
し
、

彼
ら
が
家
庭
訪
問
な
ど
を
通
じ
た
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
が
他
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
実
感
し
、

自
尊
心
を
高
め
る
（
エ
ン
パ
ワ
ー
さ
れ

る
）
機
会
を
与
え
た
。

４.

自
信
を
高
め
た
彼
ら
は
、
他
に
開
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
や
隣
人
を
教

育
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
死
を
意
味
し
な
い
こ

と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
で
も
子
ど
も
が
産
め
る
こ

と
を
他
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
他

の
誤
っ
た
思
い
込
み
や
差
別
意
識
を
改

め
る
機
会
を
与
え
た
。

５.

同
時
に
、
同
じ
境
遇
の
人
々
に
希
望

を
与
え
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
テ
ス
ト
を
受
け
る
か

迷
っ
て
い
た
人
が
迷
い
を
ふ
っ
き
る
き

っ
か
け
を
与
え
た
。

６.

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
女
性
が
丈
夫
で
健
康

な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
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を
受
け
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
に
貢
献
し
た
。

今
後
の
課
題
は
、
彼
女
た
ち
が
十
分
な

生
活
の
糧
を
得
、
自
分
の
足
で
立
て
る
よ

う
に
職
業
訓
練
・
収
入
創
造
活
動
等
を
行

っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

日
本
信
託
基
金
を
通
じ
て
こ
の
活
動
を

支
え
て
下
さ
っ
た
日
本
に
対
し
、
ど
こ
へ

行
っ
て
も
感
謝
の
念
が
表
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
お
伝
え
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
日
本
信
託
基
金
は
、
非

常
に
重
要
で
役
に
立
っ
て
い
て
、
現
地
で

感
謝
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
参
加
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中

の
お
一
人
が
ぽ
つ
ん
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
す
。
「
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

が
高
い
効
果
を
上
げ
て
い
て
、
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
ニ

ュ
ー
ス
に
な
ら
な
い
ん
で
す
」。

今
回
の
メ
デ
ィ
ア
・
ト
リ
ッ
プ
で
出
会

っ
た
カ
メ
ル
ー
ン
女
性
の
よ
う
な
人
々
に

国際家族計画連盟（IPPF）とは

IPPFは、152カ国の加盟協会を結ぶネットワークで、177カ国で活動

する世界最大級の国際NGOです。セクシャル/リプロダクティブ・

ヘルスとライツ（性と生殖に関する健康と権利）分野の情報とサー

ビスの提供者として、また推進者として活動しています。

大
き
な
希
望
を
与
え
て
い
る
日
本
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
が
こ
れ
以
上
減
ら
な
い
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
、
日

本
政
府
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
活
動
の
重
要
性
に
関
す
る
広
報

活
動
努
力
を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
原
点
は
、
国
会
議
員
活
動
を
通
じ
て
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
諸
問
題
」
の
解
決
に
取
り
組
み
、
人
類
と

地
球
の
平
和
な
共
生
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

人
口
と
開
発
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
る
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
創
設
者
で
あ
り
、

こ
の
問
題
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
故
佐
藤
隆
氏
（
元
農
水

大
臣
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
初
代
議
長
、
元
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
）
が

そ
の
思
い
を
記
録
し
た
著
書
「
人
口
・
開
発
・
食
糧
を
考
え

る
」
を
連
載
し
、
あ
る
国
会
議
員
の
視
点
と
先
見
性
、
そ
の

足
跡
を
再
録
し
て
み
た
い
。

同
書
は
す
で
に
絶
版
と
な
っ
て
お
り
、
再
刊
を
望
む
声
が

強
い
た
め
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

（
役
職
・
表
記
等
は
著
作
の
ま
ま
で
掲
載
）

人
口
・
開
発
・
食
糧
を
考
え
る

佐
藤

隆
　
著

故佐藤 隆 衆議院議員
（さとう　たかし）

元農水大臣、国際人口問題議員懇
談会（JPFP）元代表幹事、国連開
発計画（UNDP）元顧問、人口と
開発に関するアジア議員フォーラ
ム（AFPPD）初代議長、（財）ア
ジア人口・開発協会（APDA）創
始者・元理事長、国連平和賞受賞。

誌
上
再
録
⑨
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２
　
人
口
と
開
発
〜
日
本
の
経
験

日
本
の
歴
史
は
数
千
年
の
長
い
歴
史
で

あ
り
、
そ
の
間
に
は
人
口
と
生
活
環
境
の

間
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
み
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
し
か
し
、
人
口
と
開
発
と
い
う

問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
場
合
、
一
八
六

八
年
の
明
治
維
新
以
来
今
日
に
至
る
ま
で

の
一
〇
〇
年
余
の
歴
史
ほ
ど
重
要
な
経
験

は
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
い
ち
早
く
近
代
化
の
試
み
に
成
功
し

た
西
欧
と
は
地
理
的
に
遠
く
離
れ
た
東
洋

の
一
角
に
位
置
し
た
小
さ
な
島
国
で
あ
る

日
本
が
、
官
民
の
大
き
な
努
力
に
よ
っ
て

西
欧
的
近
代
化
に
取
り
組
み
、
つ
い
に
成

功
す
る
に
至
っ
た
経
験
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。日

本
の
経
験
は
第
二
次
大
戦
後
に
改
め

て
独
立
を
達
成
し
、
人
口
問
題
の
解
決
と

経
済
社
会
開
発
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
日
本
の
経
験
は
一
つ
の
事
例
で

あ
り
、
い
く
つ
か
の
特
殊
な
条
件
に
よ
っ

て
制
約
さ
れ
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
諸
外
国

の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
経
験
が
な
ん
ら
か
の
参
考
と
し

て
開
発
途
上
国
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

１
　
明
治
時
代
以
前
の
日
本

明
治
維
新
に
先
立
つ
二
百
数
十
年
の
間
、

日
本
は
徳
川
幕
府
の
支
配
下
に
あ
っ
て
内

乱
の
な
い
、
ま
た
外
国
と
の
交
流
を
封
じ

ら
れ
た
特
別
な
政
治
環
境
の
中
で
発
展
を

し
て
い
た
。
一
七
世
紀
初
頭
に
徳
川
政
権

が
確
立
し
た
こ
ろ
、
我
が
国
の
人
口
は
お

よ
そ
一
八
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
が
、
徳
川
時
代
中
期
の
一
七
二

六
年
に
実
施
さ
れ
た
人
口
調
査
の
結
果
を

基
礎
に
し
て
そ
の
頃
の
人
口
を
推
定
す
る

と
、
約
三
〇
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
戦
国
時
代
と
違
っ

て
、
安
定
し
た
政
治
体
制
と
新
田
の
開
発
、

灌
漑
治
水
工
事
、
農
業
技
術
の
進
歩
な
ど

に
よ
っ
て
食
糧
が
増
産
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

生
活
空
間
が
拡
大
し
、
人
口
の
扶
養
力
が

高
ま
っ
た
こ
と
が
、
徳
川
時
代
前
半
期
に

お
い
て
人
口
増
加
を
う
な
が
し
た
原
因
で

あ
っ
た
。
当
時
、
一
般
国
民
の
生
活
水
準

は
低
く
、
ま
た
徳
川
政
権
の
方
針
に
よ
っ

て
生
活
水
準
の
向
上
は
抑
え
ら
れ
て
い
た

が
、
と
も
か
く
全
体
と
し
て
人
口
増
加
が

み
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る

人
口
と
開
発
の
関
係
が
成
功
裡
に
進
ん
だ

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
徳
川
時
代
後
半
期
に
な
る
と
、

人
口
増
加
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
は
限
ら
れ
た
国
土
と
農
業
技
術

の
下
に
お
い
て
食
糧
生
産
が
限
界
に
達
し

た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
治

時
代
初
期
の
人
口
は
お
よ
そ
三
五
〇
〇
万

人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、

一
七
二
六
年
当
時
す
で
に
三
〇
〇
〇
万
人

に
達
し
て
い
た
人
口
は
、
そ
の
後
百
数
十

年
の
間
に
わ
ず
か
五
〇
〇
万
人
し
か
増
加

し
な
か
っ
た
わ
け
で
、
徳
川
時
代
後
半
期

に
我
が
国
の
人
口
は
ほ
と
ん
ど
停
滞
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
徳
川
時
代
前

半
期
に
農
業
開
発
が
進
む
と
と
も
に
人
口

増
加
が
み
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
徳
川
時

代
後
半
期
農
業
の
停
滞
と
と
も
に
人
口
も

『人口・開発・食糧を考える』佐藤隆　著
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ま
た
停
滞
し
た
の
は
、
人
口
と
開
発
の
関

係
が
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
で
あ
る
こ
と

を
例
証
し
て
い
る
。

徳
川
時
代
は
近
代
化
に
先
立
つ
長
い
封

建
社
会
と
し
て
存
在
し
た
が
、
長
期
政
権

を
維
持
し
た
徳
川
幕
府
が
中
央
集
権
的
政

治
体
制
を
確
立
し
、
発
展
さ
せ
た
こ
と
は
、

そ
れ
に
続
く
明
治
以
後
の
政
治
、
経
済
、

社
会
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

我
が
国
の
近
代
化
を
成
功
さ
せ
た
要
因
の

一
つ
と
し
て
教
育
の
意
義
を
指
摘
す
る
論

者
は
多
い
が
、
徳
川
時
代
に
お
け
る
庶
民

教
育
の
普
及
は
た
し
か
に
大
き
な
意
義
が

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

政
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
圧
す
る
た
め
、

国
民
を
す
べ
て
い
ず
れ
か
の
寺
院
（
仏
教
）

の
檀
家
と
し
、
そ
れ
を
登
録
す
る
宗
旨
人

別
帳
を
作
成
す
る
制
度
を
定
め
た
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
全
国
民
に
対
し
、
寺
院
を
通

じ
る
仏
教
教
育
を
広
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。

日
本
は
欧
米
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
な

顕
在
的
宗
教
の
影
響
力
を
も
た
な
い
国
と

理
解
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
徳
川
時
代

に
お
い
て
は
、
幕
府
の
宗
教
統
制
策
に
よ

り
仏
教
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
影

響
は
徳
川
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
明
治
以

降
今
日
に
至
る
ま
で
残
さ
れ
て
お
り
、
日

本
人
の
行
動
を
支
配
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
支
配
階
級
だ
け
で

は
な
く
、
広
く
一
般
庶
民
の
行
動
を
支
配

し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

徳
川
時
代
に
は
、
庶
民
の
初
等
教
育
機

関
と
し
て
「
寺
子
屋
」
と
い
う
機
関
が
存

在
し
、
少
な
か
ら
ぬ
効
果
を
発
揮
し
た
。

そ
の
起
源
は
室
町
時
代
（
一
四
世
紀
末
〜

一
五
世
紀
中
葉
）
に
求
め
ら
れ
る
が
、
徳

川
時
代
末
期
に
は
全
国
的
に
普
及
し
て
い

た
。庶

民
男
女
児
に
読
み
、
書
き
、
算
数
の

手
ほ
ど
き
を
行
な
っ
た
の
が
寺
子
屋
で
あ

る
。
当
時
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
近
代

的
義
務
教
育
制
度
は
な
か
っ
た
が
、
寺
子

屋
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
機

関
が
、
と
く
に
庶
民
を
対
象
と
し
て
発
達

し
て
い
た
こ
と
は
、
後
年
、
我
が
国
に
お

い
て
教
育
の
普
及
が
著
し
か
っ
た
一
因
を

な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

教
育
制
度
の
ほ
か
に
も
、
徳
川
時
代
に

確
立
し
発
展
し
た
諸
制
度
で
、
明
治
以
降

の
近
代
的
発
展
の
た
め
に
役
立
っ
た
も
の

は
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

明
治
維
新
以
降
の
近
代
的
発
展
は
、
そ
れ

以
前
の
時
代
に
お
け
る
発
展
と
無
関
係
で

あ
る
わ
け
は
な
い
。

２
　
明
治
以
降
の
近
代
的
発
展

明
治
新
政
府
は
先
進
諸
国
か
ら
の
強
い

要
請
に
応
え
て
、
長
年
の
間
続
い
た
鎖
国

の
禁
を
解
く
と
同
時
に
、
我
が
国
を
先
進

諸
国
と
比
肩
し
う
る
近
代
国
家
と
し
て
再

建
す
る
た
め
に
大
き
な
努
力
を
傾
け
た
。

そ
の
努
力
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
が
、

そ
の
目
標
は
近
代
化
（m

o
d
ernizatio

n

）
で

あ

り

、

そ

の

手

段

は

工

業

化

（ind
ustrializatio

n

）
で
あ
っ
た
。

明
治
以
前
の
日
本
の
主
要
産
業
は
言
う

ま
で
も
な
く
農
業
で
あ
り
、
人
口
と
労
働

力
の
大
部
分
は
農
業
に
関
係
し
て
い
た
。

し
か
し
、
当
時
の
先
進
諸
国
は
一
六
〜
一

七
世
紀
に
産
業
革
命
を
実
現
し
、
強
力
な

工
業
国
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
経

済
力
に
よ
っ
て
世
界
に
雄
飛
す
る
実
力
を

備
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
新
政
府
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よ
う
な
意
図
と
方
法
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

し
だ
い
に
成
果
を
挙
げ
、
明
治
二
十
年
代

末
ご
ろ
に
は
繊
維
工
業
な
ど
の
軽
工
業
部

門
が
発
展
し
、
明
治
三
十
年
代
末
ご
ろ
か

ら
重
化
学
工
業
部
門
が
発
展
を
始
め
、
第

一
次
大
戦
前
に
は
産
業
革
命
が
達
成
さ
れ

た
。こ

う
し
て
欧
米
に
遅
れ
て
工
業
化
を
始

め
た
日
本
は
比
較
的
短
時
日
の
間
に
、
一

応
、
欧
米
と
肩
を
並
べ
る
に
至
っ
た
。
い

ま
、
明
治
初
年
以
来
の
経
済
開
発
の
過
程

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
次
の
点
に
お
い

て
注
目
す
べ
き
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
第
一
点
は
、
近
代
的
発
展
の
期
間

全
体
を
通
じ
て
、
人
口
増
加
率
が
比
較
的

低
率
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
と
り
わ
け

ロ
ス
ト
ウ
の
、
い
わ
ゆ
る
離
陸
の
た
め
の

準
備
段
階
に
お
け
る
人
口
増
加
率
が
低
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
初
年
か
ら
明
治

二
十
年
ま
で
の
人
口
増
加
率
は
年
平
均

〇
・
七
％
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
開

発
途
上
国
が
当
面
し
て
い
る
人
口
増
加
率

（
二
〜
二
・
五
％
）
よ
り
は
る
か
に
低
い
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
特
徴
は
開
発
途
上
国

に
お
け
る
人
口
と
開
発
の
問
題
を
考
え
る

場
合
、
と
く
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
も
し
日
本
に
お
い
て
明
治

時
代
初
期
の
人
口
増
加
率
が
二
％
を
超
え

る
激
し
さ
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
い
か
な

る
努
力
を
し
て
も
、
短
期
間
で
産
業
革
命

を
達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。

第
二
点
は
、
工
業
化
の
推
進
に
対
し
て
、

農
業
部
門
が
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
殖
産
興
業
政

策
の
た
め
に
多
額
の
国
家
財
政
資
金
が
必

要
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
資
金
の
多
く
は
地

租
の
形
で
農
業
部
門
が
提
供
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
地
租
は
土
地
価
格
に
対
し
て
定

率
で
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
農
業
部

門
に
お
け
る
生
産
力
の
維
持
と
増
大
な
く

し
て
こ
れ
を
納
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
工
業
化

の
過
程
の
な
か
で
、
農
業
の
振
興
が
同
時

に
は
か
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
三
点
は
、
労
働
力
供
給
の
う
え
で
農

業
部
門
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
農
業
部
門
自
身
の
生
産
に

『人口・開発・食糧を考える』佐藤隆　著

の
緊
急
の
課
題
は
我
が
国
を
農
業
国
か
ら

工
業
国
に
転
身
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

政
府
は
運
輸
、
通
信
な
ど
工
業
化
に
必

要
な
基
礎
構
造
（infrastructure

）
の
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
主
要
産
業
に
つ
い

て
自
ら
国
営
工
場
を
建
設
し
、
こ
れ
に
対

し
て
先
進
国
の
技
術
を
導
入
し
、
近
代
的

生
産
方
法
の
普
及
を
図
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
目
的
を
達
し
た
一
八
八
〇
年
代
に
は

国
営
工
場
を
民
間
に
払
い
下
げ
て
合
理
的

な
経
営
に
ゆ
だ
ね
る
措
置
を
と
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
「
殖
産
興
業
」
政
策
に
よ
っ
て
、

欧
米
に
対
し
て
後
進
国
で
あ
っ
た
日
本
の

工
業
化
は
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
殖
産
興
業
政
策
を
実
行
す
る

た
め
に
は
、
政
府
は
強
固
な
財
政
的
基
礎

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
た

め
に
地
租
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。
一
八
七

三
年
の
地
租
改
正
条
例
は
土
地
の
私
的
所

有
権
を
法
認
し
、
地
租
は
地
価
の
三
％
の

定
率
金
納
と
定
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
近

代
的
な
土
地
所
有
関
係
が
成
立
し
、
政
府

は
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
安
定
し
た
財
政
収

入
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
は
、
こ
の
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に
指
摘
し
た
と
お
り
、
伝
統
的
な
農
業
・

農
村
部
門
か
ら
工
業
部
門
へ
の
資
金
と
労

働
力
の
供
給
が
そ
の
な
か
で
最
も
大
き
い

貢
献
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
日
本
の
近
代
化
は
明
治
時
代

か
ら
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
大
正
時
代
に
か

け
て
順
調
に
進
ん
だ
が
、
第
一
次
大
戦

（
一
九
一
四
〜
一
九
一
八
）
後
、
国
内
・
国

外
に
お
け
る
情
勢
の
変
化
の
た
め
に
困
難

な
問
題
に
当
面
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
は
近
代
的
な
国
民
経
済
が
発
達
す
る
に

つ
れ
て
当
然
に
背
負
う
べ
き
問
題
で
も
あ

っ
た
が
、
と
り
わ
け
昭
和
初
期
一
九
三
〇

年
代
に
は
世
界
的
不
況
の
波
に
襲
わ
れ
て

き
わ
め
て
厳
し
い
状
態
に
な
っ
た
。

日
本
の
人
口
は
、
明
治
初
期
に
三
五
〇

〇
万
人
で
そ
の
後
緩
や
か
に
増
加
し
、
明

治
末
期
に
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
万
人
に
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
が
、
昭
和
初
期
に
六
〇
〇

〇
万
人
台
に
な
り
、
昭
和
五
年
（
一
九
三

〇
年
）
に
は
六
四
〇
〇
万
人
に
達
し
て
い

た
。
現
在
日
本
の
人
口
は
約
一
億
二
〇
〇

〇
万
人
で
あ
る
か
ら
、
ま
だ
半
分
程
度
で

あ
る
が
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
に
お
い

て
、
人
々
の
関
心
は
人
口
の
大
き
さ
に
向

と
っ
て
労
働
力
が
土
地
お
よ
び
資
本
と
と

も
に
重
要
な
生
産
要
素
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
工
業
部
門
に
と
っ
て

も
労
働
力
供
給
は
き
わ
め
て
重
要
な
生
産

要
素
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
良
質
で
し
か

も
低
賃
金
の
労
働
力
供
給
が
望
ま
れ
る
。

戦
前
、
農
村
は
き
わ
め
て
多
産
で
あ
り
、

農
業
部
門
で
必
要
と
な
る
よ
り
以
上
に
多

く
の
労
働
力
を
再
生
産
し
て
い
た
。
そ
れ

が
、
工
業
部
門
へ
の
労
働
力
供
給
の
源
泉

で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

し
か
も
、
第
四
点
と
し
て
、
農
村
は
し

ば
し
ば
工
業
部
門
の
不
況
期
に
失
業
者
を

受
け
入
れ
、
工
業
部
門
な
い
し
は
都
市
に

お
い
て
深
刻
な
社
会
問
題
が
発
生
す
る
の

を
防
ぐ
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
明
治
以
来
の

工
業
化
は
政
府
の
強
力
な
指
導
の
下
に
、

西
欧
に
追
い
つ
く
た
め
の
努
力
の
結
果
と

し
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な

か
で
農
業
お
よ
び
農
村
が
果
た
し
た
役
割

は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た

日
本
の
独
特
の
近
代
化
の
進
め
方
で
あ
っ

た
と
も
言
え
る
。

い
ま
そ
の
成
果
と
し
て
労
働
力
の
産
業

配
置
の
変
化
を
み
る
と
、
明
治
初
期
に
お

い
て
約
八
〇
％
を
占
め
て
い
た
農
業
を
中

心
と
す
る
第
一
次
産
業
就
業
者
は
、
大
正

九
年
の
国
勢
調
査
時
に
は
五
四
％
ほ
ど
に

減
り
、
第
二
次
産
業
就
業
者
が
二
一
％
、

第
三
次
産
業
就
業
者
が
二
四
％
と
い
う
状

態
に
変
わ
っ
て
い
た
。
農
業
を
主
た
る
産

業
と
し
た
農
業
国
で
あ
っ
た
日
本
が
約
半

世
紀
の
間
に
産
業
革
命
を
達
成
し
、
工
業

国
に
変
身
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

第
一
次
産
業
が
ま
だ
全
労
働
力
の
半
分
以

上
を
擁
し
て
い
た
こ
と
は
、
工
業
と
農
業

が
相
互
依
存
的
な
形
で
近
代
化
の
過
程
を

進
ん
で
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
あ
る
意
味
で
「
二
重
構
造
」
で
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
構
造
を
保
ち
な
が

ら
の
近
代
化
と
い
う
過
程
の
な
か
に
、
日

本
が
急
速
に
西
欧
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で

き
た
カ
ギ
が
ひ
そ
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

先
進
国
の
技
術
を
利
用
し
た
近
代
的
な
工

業
部
門
と
伝
統
的
な
小
農
体
制
に
よ
る
農

業
部
門
の
両
立
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、

工
業
の
発
展
を
助
け
た
の
で
あ
り
、
す
で
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け
ら
れ
、
国
土
、
食
糧
、
資
源
、
雇
用
に

対
し
て
人
口
が
過
剰
で
あ
る
と
い
う
意
識

が
強
ま
っ
て
き
た
。
日
本
経
済
の
近
代
化

が
順
調
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
明
治
、
大
正

時
代
に
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
人
口

問
題
を
見
る
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
経
済

状
況
の
悪
化
と
と
も
に
過
剰
人
口
問
題
が

抬
頭
し
た
。

す
で
に
昭
和
二
年
、
政
府
は
「
人
口
食

糧
問
題
調
査
会
」
を
設
置
し
て
人
口
問
題

の
調
査
研
究
を
委
託
し
た
が
、
そ
の
解
決

策
と
し
て
、
産
業
振
興
、
国
土
の
合
理
的

利
用
、
海
外
移
住
、
産
児
制
限
な
ど
を
含

む
幅
広
い
提
言
が
行
な
わ
れ
た
。

し
か
し
、
過
剰
人
口
問
題
の
解
決
は
容

易
で
は
な
か
っ
た
。
不
況
下
で
の
産
業
合

理
化
は
失
業
問
題
を
深
刻
化
し
、
ま
た
中

小
零
細
企
業
や
農
業
に
お
け
る
貧
困
を
拡

大
し
た
。

当
時
ア
メ
リ
カ
の
人
口
学
者
ワ
ー
レ

ン
・
ト
ム
ソ
ン
（W

arren
S
.
T
ho
m
p
so
n

）

は
『
世
界
人
口
に
お
け
る
危
険
地
点
』

（D
anger

S
p
o
ts
in
W
o
rld
P
o
p
ulatio

n

一

九
二
九
）
と
い
う
書
物
を
書
き
、
そ
の
な

か
で
日
本
の
人
口
問
題
は
世
界
平
和
に
対

す
る
最
大
の
危
険
物
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ

の
後
の
日
本
の
歩
ん
だ
道
と
考
え
あ
わ
せ
る

と
、
こ
の
人
口
学
者
の
予
言
は
不
幸
に
し
て

的
中
し
た
わ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
は
人
口
問
題

の
重
要
性
に
つ
い
て
思
い
を
新
た
に
せ
ざ
る

を
え
な
い
。

３
　
第
二
次
大
戦
後
の
経
験

昭
和
二
十
年
八
月
に
第
二
次
大
戦
が
終
わ

っ
て
ま
も
な
い
同
年
十
一
月
一
日
に
人
口
調

査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
当
時
日
本
の
人

口
は
約
七
二
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
。
戦
争
の

被
害
で
生
産
力
を
失
い
、
国
民
生
活
は
極
度

に
落
ち
込
ん
だ
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
ん
な
な

か
で
、
日
本
の
人
口
は
二
つ
の
理
由
で
一
挙

に
増
大
し
た
。

そ
の
一
つ
は
軍
人
・
軍
属
お
よ
び
民
間
人

の
海
外
か
ら
の
引
揚
げ
で
あ
る
。
昭
和
二
十

年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
の
間
に
、
逆
に
日
本

か
ら
外
国
に
帰
還
し
た
人
達
を
差
し
引
い
た

ネ
ッ
ト
の
流
入
人
口
数
は
約
五
〇
〇
万
人
の

多
き
に
の
ぼ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
に
よ
る
自

然
増
加
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二
〜
二
十
四
年

『人口・開発・食糧を考える』佐藤隆　著

の
三
年
間
、
毎
年
二
六
〇
万
人
以
上
の
出
生

数
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
争
中
に
結
婚
、
出

産
を
見
送
っ
て
い
た
若
者
が
一
斉
に
結
婚

し
、
子
供
を
産
ん
だ
た
め
に
起
こ
っ
た
現
象

で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
出
産
集
団
は
、
い
わ

ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
で
あ
り
、
当
時
人
口

増
加
の
一
因
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

後
々
ま
で
日
本
人
口
の
な
か
で
と
く
に
目
立

っ
た
存
在
と
な
っ
て
生
涯
を
送
る
こ
と
に
な

る
。
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
の
出
生
集
団
約
八
〇

〇
万
人
を
中
心
と
す
る
大
量
の
出
生
数
か
ら

死
亡
数
を
差
し
引
い
た
自
然
増
加
数
は
、
昭

和
二
十
年
か
ら
二
十
五
年
に
か
け
て
約
五
〇

〇
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。

海
外
か
ら
の
引
揚
げ
に
よ
る
社
会
増
加
五

〇
〇
万
人
と
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
に
よ
る
自
然

増
加
五
〇
〇
万
人
を
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
〇

万
人
の
人
口
が
戦
後
新
た
に
つ
け
加
わ
り
、

昭
和
二
十
五
年
の
国
勢
調
査
時
の
日
本
人
口

は
八
四
〇
〇
万
人
に
増
大
し
て
い
た
。

戦
後
、
昭
和
二
十
年
代
前
半
期
に
日
本
経

済
の
前
途
は
ま
っ
た
く
見
通
し
の
立
た
な
い

状
態
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で
の
人
口
増

加
は
、
国
民
生
活
の
上
に
暗
い
影
を
投
げ
掛

け
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
食
糧
、
衣
料
、
住
居
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の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
戦
後
の
数
年
間
は
国

民
に
と
っ
て
最
も
苦
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

日
本
の
前
途
が
明
る
く
な
り
始
め
た
の

は
昭
和
二
十
年
代
後
半
以
後
で
、
そ
の
こ

ろ
か
ら
戦
後
の
復
興
と
、
さ
ら
に
は
新
し

い
体
制
下
で
の
開
発
計
画
が
そ
の
緒
に
つ

き
始
め
た
。
そ
し
て
人
口
の
側
面
に
も
、

戦
前
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
新
し
い
動
き

が
胎
動
を
開
始
し
た
。

そ
の
第
一
は
、
出
生
率
低
下
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
戦
前
、
我
が
国
の
出
生

率
は
高
か
っ
た
。
と
く
に
農
村
で
は
き
わ

め
て
高
い
出
生
率
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は

戦
前
の
農
村
が
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
の

な
か
に
在
り
、
子
沢
山
を
幸
せ
と
考
え
る

観
念
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
小

規
模
家
族
労
働
依
存
型
の
農
業
に
お
い
て

家
族
労
働
力
は
貴
重
な
生
産
要
素
で
あ
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
高
い
乳
幼
児
死
亡
率
の

下
で
は
多
産
で
な
け
れ
ば
望
む
だ
け
の
子

供
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
の

要
因
が
働
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ

で
も
、
工
業
化
、
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ

て
、
都
市
で
は
徐
々
に
出
生
率
が
下
が
り

始
め
、
大
正
九
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
日
本

全
体
の
出
生
率
も
し
だ
い
に
低
下
気
味
で

あ
っ
た
。

戦
後
は
前
述
の
理
由
で
、
一
時
的
に
ベ

ビ
ー
・
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
出
生
率
は
高
ま

っ
た
が
、
そ
の
後
、
出
生
率
は
低
下
し
た
。

そ
の
理
由
は
戦
後
の
厳
し
い
生
活
の
な
か

で
国
民
自
身
が
生
活
防
衛
の
た
め
に
子
供

数
を
制
限
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
こ
と
、

戦
後
の
自
由
な
考
え
方
は
国
の
た
め
に
子

供
を
産
む
の
で
は
な
く
、
夫
婦
自
身
の
考

え
方
に
従
っ
て
子
供
の
数
を
決
定
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
、
人
工
妊
娠
中
絶
や
産

児
制
限
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
公
然
と
論

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
数
を
制
限

す
る
手
段
が
国
民
に
広
く
行
き
わ
た
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
昭
和
二
十
二
〜
二
十
四
年

の
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
の
さ
い
に
は
、
年
間

二
六
〇
万
人
以
上
の
出
生
数
が
み
ら
れ
た

の
が
、
昭
和
三
十
年
代
初
期
に
は
一
五
〇

万
人
程
度
ま
で
減
少
し
、
出
生
率
も
ベ
ビ

ー
・
ブ
ー
ム
の
三
四
‰
か
ら
一
七
‰
ま
で
、

一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
半
減
し
た
。

戦
後
の
出
生
率
低
下
は
都
市
で
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
農
村
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
都
市
と
農
村
を
問
わ
ず
全
国
的

に
出
生
率
が
低
く
な
っ
た
点
に
大
き
な
特
徴

が
あ
る
。
こ
れ
は
戦
後
の
開
発
発
展
が
と
り

わ
け
農
村
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
昭
和
二
十
年
、
二
十
一
年
に

自
作
農
の
創
設
を
目
的
と
す
る
農
地
改
革
が

実
行
さ
れ
た
。
戦
前
支
配
的
で
あ
っ
た
地
主

制
は
崩
れ
、
八
〇
％
以
上
の
農
民
が
自
作
ま

た
は
自
小
作
農
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
農
民
は
自
営
業
者
と
し
て
農
業

を
経
営
し
、
自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
生
活
を

高
め
る
こ
と
が
可
能
な
状
態
に
お
か
れ
、
子

供
数
の
決
定
を
も
含
め
て
合
理
的
な
生
活
設

計
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
農
民
は
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米

の
生
産
に
た
ず
さ
わ
り
、
と
く
に
米
不
足
の

時
代
に
は
政
府
の
保
護
勧
奨
も
あ
っ
て
、
家

計
を
改
善
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
わ
け
で
、
戦
後
、
生
活
の
向
上
は
、

都
市
よ
り
も
農
村
の
方
が
早
か
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
復
興
過
程
は
終

わ
り
、本
格
的
な
成
長
の
段
階
が
始
ま
っ
た
。

三
十
年
代
中
ご
ろ
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
高
度
成

長
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
実
際
に
日
本
経
済
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は
前
例
の
な
い
高
い
成
長
を
持
続
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
国
民
の
生
活
水
準
が
高
ま

り
、
生
活
内
容
も
戦
前
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
西
欧
風
の
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

カ
メ
ラ
、
テ
レ
ビ
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気

洗
濯
機
、
自
動
車
な
ど
の
耐
久
消
費
財
は

都
市
、
農
村
を
問
わ
ず
普
及
し
、
人
々
の

生
活
を
豊
か
に
し
、
か
つ
便
利
に
し
た
。

他
方
、
所
得
水
準
の
上
昇
と
と
も
に
高

学
歴
化
の
波
が
高
ま
っ
た
。
戦
前
は
義
務

教
育
が
小
学
校
六
年
間
で
あ
っ
た
が
、
戦

後
中
学
校
三
年
が
義
務
教
育
に
追
加
さ
れ

た
。
さ
ら
に
中
学
校
卒
業
後
、
高
等
学
校

へ
の
進
学
は
義
務
で
は
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
急
速
に
上
昇
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に

大
学
・
短
大
へ
の
進
学
率
も
高
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
生
活
環
境
の
な
か
で
、
日

本
の
夫
婦
は
子
供
の
数
を
制
限
し
て
、
子

供
に
豊
か
な
生
活
と
良
い
教
育
を
与
え
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
が
、
昭
和
三
十
年
以
降
四
十
年
代

を
通
じ
て
、
さ
ら
に
五
十
年
代
か
ら
現
在

ま
で
、
日
本
の
出
生
率
を
低
い
水
準
に
保

っ
て
い
る
基
本
的
原
因
で
あ
る
。
さ
ら
に

『人口・開発・食糧を考える』佐藤隆　著

つ
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
女
性
の
地
位
の

向
上
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
戦
前
、
日
本
の
女
性
は
職
業
に
就
く

こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
中
の
労
働

力
不
足
は
女
性
の
動
員
を
う
な
が
し
、
そ

の
影
響
が
戦
後
に
も
残
さ
れ
た
上
に
、
高

度
成
長
下
の
労
働
力
不
足
と
経
済
の
高
度

化
に
伴
う
女
性
労
働
に
対
す
る
需
要
の
増

大
が
あ
わ
さ
っ
て
、
働
く
女
性
が
多
く
な

っ
た
。
結
婚
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
結

婚
後
も
仕
事
を
続
け
る
女
性
は
増
え
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
子
供
数
の
決
定
の
上
で

な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

戦
後
の
人
口
変
動
の
第
二
は
、
死
亡
率

低
下
で
あ
る
。
死
亡
率
も
戦
前
か
ら
低
下

し
て
い
た
が
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
緩
や
か

で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
後
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
抗

生
物
質
の
使
用
に
よ
っ
て
伝
染
性
疾
患
の

予
防
と
治
療
が
目
覚
し
く
進
歩
し
た
上
、

生
活
の
向
上
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と

普
及
の
効
果
が
大
き
く
、
死
亡
率
は
急
速

に
低
下
し
た
。
戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
に

一
四
・
六
‰
で
あ
っ
た
普
通
死
亡
率
は
、

三
十
年
に
は
七
・
八
‰
、
四
十
年
に
は

七
・
一
‰
と
な
り
、
さ
ら
に
四
十
五
年
以
降

は
六
‰
台
に
下
が
っ
て
、
世
界
で
も
最
も
死

亡
率
の
低
い
国
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
寿
命
は
著
し
く
伸
び
、
昭
和

二
十
二
年
に
男
五
〇
・
一
年
、
女
五
四
・
〇

年
で
あ
っ
た
も
の
が
、
三
十
年
に
男
六
三
・

六
年
、
女
六
七
・
七
年
と
な
り
、
四
十
年
に

は
男
六
七
・
七
年
、
女
七
二
・
九
年
、
五
十

年
に
は
男
七
一
・
七
年
、
女
七
六
・
九
年
、

そ
し
て
六
十
年
に
は
男
七
四
・
八
年
、
女
八

〇
・
五
年
と
、
女
性
の
場
合
は
ま
さ
に
人
生

八
〇
年
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

出
生
率
と
同
様
に
、
死
亡
率
に
つ
い
て
も
、

都
市
と
農
村
の
差
異
は
き
わ
め
て
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
め
ざ
ま
し
い
死
亡

率
低
下
は
、
広
い
意
味
で
の
開
発
の
成
果
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に

そ
れ
は
高
齢
者
を
増
加
さ
せ
る
一
因
で
も
あ

り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
高
齢
者
対
策
と
い

う
形
で
新
し
い
開
発
の
課
題
を
提
起
す
る
原

因
で
も
あ
る
。

戦
後
の
人
口
変
動
の
第
三
は
、
人
口
の
地

域
移
動
で
あ
る
。
戦
前
に
お
い
て
も
農
村
あ

る
い
は
農
業
部
門
か
ら
都
市
あ
る
い
は
工
業

部
門
へ
の
人
口
移
動
は
か
な
り
の
量
を
占
め
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て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
農
村
が
再
生

産
す
る
大
量
の
人
口
の
う
ち
農
村
の
維
持

に
必
要
な
人
口
を
確
保
し
た
後
に
残
余
と

し
て
残
る
人
口

―
二
、
三
男

―
を
排

出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
農
村

人
口
お
よ
び
農
家
戸
数
は
戦
前
ほ
と
ん
ど

減
少
す
る
こ
と
な
く
現
状
を
維
持
し
た
の

で
あ
る
。

戦
争
中
は
都
市
か
ら
農
村
へ
の
人
口
の

疎
開
が
行
な
わ
れ
、
農
村
人
口
は
か
な
り

増
大
し
た
。
戦
後
、
こ
れ
ら
の
人
口
が
都

市
へ
再
移
動
し
た
結
果
、
地
域
人
口
移
動

は
増
加
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

昭
和
三
十
年
以
降
の
高
度
成
長
に
よ
り
大

都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
大
量
の
雇
用
機

会
が
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
引
き
寄
せ

ら
れ
て
農
村
か
ら
多
く
の
人
口
が
都
市
へ

移
動
し
た
。
ま
た
、
進
学
率
の
上
昇
と
と

も
に
農
村
の
青
少
年
が
地
元
の
学
校
で
は

な
く
大
都
市
の
学
校
を
選
択
し
、
移
動
す

る
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

戦
後
の
特
徴
と
し
て
、
農
村
人
口
な
い
し

は
農
業
人
口
の
絶
対
数
の
減
少
と
い
う
事

態
が
発
生
し
た
。

い
ま
農
業
就
業
者
を
中
心
と
す
る
第
一

次
産
業
就
業
者
数
の
変
化
を
み
る
と
、
大

正
九
年
か
ら
昭
和
三
十
年
ま
で
は
、
一
四

〇
〇
万
人
な
い
し
一
七
〇
〇
万
人
が
維
持

さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
ま

だ
一
四
〇
〇
万
人
台
で
あ
っ
た
も
の
の
、

四
十
年
に
は
一
一
八
六
万
人
、
四
十
五
年

に
は
一
〇
一
五
万
人
、
五
十
年
に
は
七
三

五
万
人
、
五
十
五
年
に
は
六
一
〇
万
人
、

そ
し
て
六
十
年
に
は
五
四
二
万
人
へ
、
か

つ
て
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
ま
で
減
少
し
た
。

そ
の
反
面
で
は
、
製
造
業
を
中
心
と
す

る
第
二
次
産
業
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心

と
す
る
第
三
次
産
業
の
就
業
者
の
著
増
が

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
二
次
産
業
で
は

昭
和
三
十
年
に
九
二
五
万
人
で
あ
っ
た
が
、

三
十
五
年
に
一
二
八
〇
万
人
、
四
十
年
に

一
五
一
二
万
人
、
四
十
五
年
に
一
七
九
〇

万
人
、
五
十
年
に
一
八
一
一
万
人
、
五
十

五
年
に
一
八
七
四
万
人
、
そ
し
て
六
十
年

に
は
一
九
二
一
万
人
と
増
加
し
て
お
り
、

第
三
次
産
業
で
も
、
昭
和
三
十
年
に
一
四

〇
五
万
人
で
あ
っ
た
が
、
三
十
五
年
に
一

六
八
四
万
人
、
四
十
年
に
二
〇
九
七
万
人
、

四
十
五
年
に
二
四
五
一
万
人
、
五
十
年
に

二
七
五
二
万
人
、
五
十
五
年
に
三
〇
九
一

万
人
、
六
十
年
に
は
三
三
四
九
万
人
に
増
加

し
て
い
る
。

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
は
、
重
化
学
工
業

を
主
軸
と
し
た
成
長
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い

に
先
端
技
術
を
利
用
し
た
高
度
な
製
造
業
へ

移
行
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
支
え
る
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
形
に

変
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
初
め
第
二
次
産
業

就
業
者
が
増
加
し
た
が
、
労
働
生
産
性
の
上

昇
と
と
も
に
第
二
次
産
業
で
の
就
業
者
の
増

加
は
鈍
化
し
、
雇
用
の
中
心
は
第
三
次
産
業

に
移
っ
て
い
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
高

度
成
長
が
そ
の
各
段
階
で
膨
大
な
労
働
需
要

を
産
み
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が

農
業
を
中
心
と
す
る
第
一
次
産
業
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
。
そ
の
端
的
な
表
わ
れ
が
第

一
次
産
業
就
業
者
数
の
激
減
で
あ
る
。

そ
の
点
で
、
日
本
の
農
業
は
戦
後
の
高
度

成
長
に
対
し
て
も
一
つ
の
役
割
を
果
た
し
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
わ
ば
農
業
な
い

し
農
村
は
、
工
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
の
成

長
が
必
要
と
し
た
労
働
力
を
自
ら
の
身
を
削

っ
て
提
供
し
た
の
で
あ
り
、
戦
前
の
農
村
よ

り
は
一
段
と
厳
し
い
対
応
を
し
た
も
の
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
後
に
は
農
業
の
機

械
化
な
ど
新
し
い
技
術
と
資
本
の
投
入
に

よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
が
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本

の
農
業
が
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
存
続
し
、

さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い

う
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

以
上
、
戦
後
の
産
業
構
造
の
変
化
と
し

て
考
察
し
て
き
た
事
実
を
人
口
の
地
域
分

布
の
変
化
と
し
て
見
直
し
て
み
る
と
、
そ

れ
は
人
口
の
都
市
化
と
し
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

昭
和
二
十
五
年
当
時
は
戦
後
ま
も
な
い

時
期
で
、
戦
争
中
の
疎
開
の
影
響
で
都
市

人
口
は
や
や
少
な
目
で
あ
っ
た
。
市
部
人

口
三
七
％
、
郡
部
人
口
六
三
％
と
郡
部
人

口
の
方
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

市
部
人
口
は
急
増
し
た
。
昭
和
三
十
年
前

後
に
市
町
村
合
併
が
進
ん
だ
と
い
う
制
度

上
の
変
化
の
影
響
も
あ
り
、
昭
和
三
十
年

に
は
市
部
人
口
五
六
％
、
郡
部
人
口
四

四
％
と
、
市
部
が
郡
部
を
圧
倒
す
る
状
態

に
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
部
人
口

は
昭
和
四
十
年
に
六
八
％
、
五
十
年
に
七

六
％
、
六
十
年
に
は
七
七
％
と
、
急
速
に

都
市
化
の
線
に
沿
っ
て
増
大
し
て
い
る
。

都
道
府
県
間
を
移
動
し
た
人
口
数
か
ら

み
て
、
都
市
へ
の
移
動
が
多
か
っ
た
の
は

昭
和
三
十
年
代
中
ご
ろ
か
ら
四
十
年
代
中

ご
ろ
に
か
け
て
の
一
〇
年
間
で
、
当
時
は

東
京
圏
、
阪
神
圏
、
中
京
圏
と
い
っ
た
三

大
都
市
圏
へ
の
流
入
人
口
数
は
流
出
数
を

差
し
引
い
た
ネ
ッ
ト
の
数
で
年
間
数
十
万

人
の
多
き
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
人
口

集
積
は
著
し
く
進
行
し
、
南
関
東
（
埼
玉
、

千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
）
、
東
海
（
岐
阜
、

静
岡
、
愛
知
、
三
重
）
、
西
近
畿
（
京
都
、

大
阪
、
兵
庫
）
の
三
つ
の
大
都
市
地
域
の

人
口
は
、
昭
和
三
十
年
に
三
五
〇
九
万
人

で
あ
っ
た
が
、
四
十
年
に
四
五
〇
一
万
人
、

五
十
年
に
五
五
四
六
万
人
、
六
十
年
に
六

〇
六
一
万
人
へ
、
こ
の
三
〇
年
間
に
七

〇
％
以
上
の
増
加
を
み
た
。
そ
し
て
、
こ

の
地
域
の
人
口
が
全
国
人
口
に
占
め
る
割

合
も
昭
和
三
十
年
に
は
三
九
％
で
あ
っ
た

が
、
四
十
年
に
四
五
％
、
五
十
年
に
五

〇
％
、
六
十
年
に
も
五
〇
％
と
な
り
、
最

近
で
は
日
本
人
口
の
ち
ょ
う
ど
半
分
が
こ

の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
状
態
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
口
の
都
市
集
中
は
、
そ
の
反

面
で
農
山
村
に
お
け
る
人
口
減
少
を
ひ
き
起

こ
し
て
い
る
。
人
口
減
少
が
著
し
く
、
産
業

が
衰
退
し
て
、
地
域
住
民
が
一
定
の
生
活
水

準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う

過
疎
問
題
に
対
抗
す
る
た
め
、
「
過
疎
地
域

振
興
特
別
措
置
法
」が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
公
示
さ
れ
て
い
る
過

疎
地
域
市
町
村
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
五
年

に
一
二
六
九
万
人
、
四
十
年
に
一
一
〇
五
万

人
、
四
十
五
年
に
九
五
五
万
人
、
五
十
年
に

八
七
一
万
人
、
五
十
五
年
に
八
三
九
万
人
、

六
十
年
に
八
一
四
万
人
と
推
移
し
て
お
り
、

昭
和
四
十
年
代
に
は
五
年
間
に
一
〇
％
以
上

の
速
度
で
人
口
が
減
少
し
て
い
た
。
た
だ
最

近
は
五
年
間
に
三
％
程
度
の
減
少
に
鈍
化
し

て
い
る
。

明
治
初
年
に
人
口
の
大
多
数
が
農
村
に
居

住
し
て
い
た
我
が
国
が
、
現
在
、
人
口
の
大

多
数
が
都
市
に
居
住
し
て
い
る
姿
に
変
貌
し

た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
経
済
社
会
開
発
の
結

果
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
後

の
産
業
構
造
、
国
民
の
生
活
を
考
え
る
上
で
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重
要
な
変
化
で
あ
る
。

４
　
今
後
の
展
望
と
課
題

昭
和
二
十
年
に
第
二
次
大
戦
が
終
わ
っ

て
か
ら
以
降
お
よ
そ
三
〇
年
の
間
、
日
本

の
経
済
社
会
は
戦
後
復
興
と
高
度
成
長
の

な
か
で
順
調
な
発
展
の
過
程
を
た
ど
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
八
年
末
に
起
こ
っ
た

石
油
危
機
を
き
っ
か
け
と
し
て
経
済
は
低

成
長
へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
、
そ
の
影
響
で

経
済
社
会
の
諸
方
面
に
か
げ
り
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
楽
観
的

ム
ー
ド
は
一
変
し
て
、
悲
観
的
ム
ー
ド
が

世
の
中
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
口
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
戦
後
の
出

生
率
、
死
亡
率
の
急
低
下
の
結
果
と
し
て
、

人
口
高
齢
化
（ag

ing
o
f
p
o
p
ulatio

n

）
が

進
行
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
昭
和
四
十
八

年
の
石
油
危
機
の
こ
ろ
か
ら
高
齢
化
社
会

の
問
題
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
戦
前
、
過
剰
人
口
問
題
は
我
が
国

の
基
本
問
題
と
し
て
議
論
の
中
心
に
な
っ

た
の
と
同
様
な
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
は
人

口
高
齢
化
と
高
齢
化
社
会
の
問
題
が
我
が

国
の
基
本
問
題
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。人

口
高
齢
化
は
、
西
欧
諸
国
で
は
戦
前

に
す
で
に
経
験
さ
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る

が
、
我
が
国
で
は
出
生
率
、
死
亡
率
の
本

格
的
低
下
が
戦
後
に
起
こ
っ
た
た
め
、
人

口
高
齢
化
に
つ
い
て
も
西
欧
よ
り
も
後
発

国
で
あ
る
。

日
本
人
口
の
年
齢
構
成
は
戦
前
か
ら
戦

後
に
か
け
て
、
長
期
的
に
安
定
し
た
状
態

に
あ
っ
た
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割

合
は
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
十
年
ま
で

五
％
前
後
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
割
合

が
上
昇
を
始
め
た
の
は
昭
和
三
十
年
以
後

の
こ
と
で
、
昭
和
三
十
年
が
五
・
三
％
、

四
十
年
が
六
・
三
％
、
四
十
五
年
が
七
・

一
％
と
次
第
に
上
昇
し
て
い
た
。
国
連
の

書
物
に
よ
れ
ば
高
齢
者
が
七
％
を
超
え
た

国
は
人
口
の
老
化
が
始
ま
っ
た
国
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
は
昭
和
四
十
五

年
に
老
化
し
た
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
に

九
・
一
％
、
六
十
年
に
は
一
〇
・
三
％
と

な
り
、
つ
い
に
総
人
口
の
一
割
が
高
齢
者

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
状
態
に
な
っ
た
。

最
近
、
人
口
高
齢
化
が
大
き
な
問
題
と
さ

れ
る
理
由
の
一
つ
は
、
我
が
国
の
人
口
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
が
西
欧
と
比
較
し
て
速
い
こ

と
に
あ
る
。
高
齢
者
の
割
合
が
七
％
か
ら
一

四
％
ま
で
高
ま
る
に
要
し
た
年
数
は
フ
ラ
ン

ス
で
一
一
五
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
八
五
年

で
あ
る
の
に
対
し
て
日
本
は
二
六
年
で
あ

り
、格
段
に
差
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
ほ
ど
適
応
に
急

を
要
す
る
わ
け
で
、
そ
れ
だ
け
摩
擦
も
大
き

い
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
高
齢
化
対
策
に
は

多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
が
、
か
つ
て

「
福
祉
元
年
」
が
謳
わ
れ
た
時
代
と
は
違
っ

て
、
低
成
長
の
下
で
我
が
国
の
経
済
は
苦
し

い
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
乏
し
い
経
済

力
の
な
か
で
十
分
な
高
齢
化
対
策
と
す
る
に

は
ど
ん
な
や
り
方
が
望
ま
し
い
の
か
、
今
後

の
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。将

来
を
見
通
し
た
場
合
、
我
が
国
の
人
口

高
齢
化
は
ま
だ
ま
だ
進
行
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
昭
和
六
十
年
の
高
齢
者
割
合
は
一
〇
・

三
％
で
、
西
欧
の
一
六
％
程
度
と
比
べ
る
と

ま
だ
低
い
状
態
に
あ
る
が
、
昭
和
七
十
五
年
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（
二
〇
〇
〇
年
）
に
は
一
六
・
二
％
と
な
り
、

こ
の
時
点
で
西
欧
に
追
い
つ
く
こ
と
に
な

る
。
来
世
紀
に
入
る
と
さ
ら
に
進
ん
で
昭

和
九
十
年
に
二
二
・
五
％
、
九
十
五
年
に

二
三
・
五
％
、
百
年
に
は
二
三
・
三
％
に

な
る
と
見
通
さ
れ
て
い
る
（
厚
生
省
人
口

問
題
研
究
所
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
推
計
）。

高
齢
者
の
実
数
も
増
加
し
、
昭
和
六
十
年

に
一
二
四
〇
万
人
で
あ
っ
た
の
が
、
七
十

五
年
に
二
一
二
七
万
人
、
九
十
年
に
三
〇

五
九
万
人
、
百
年
に
三
一
四
九
万
人
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
我
が
国
は
西
欧
諸
国
の
経

験
を
先
例
と
し
、
こ
れ
に
範
を
求
め
つ
つ

日
本
の
対
応
を
図
っ
て
来
た
。
そ
の
方
策

は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
概
し
て
妥
当
で

あ
り
、
そ
の
成
功
の
結
果
と
し
て
今
日
の

日
本
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
果
た
し
て
こ
の
方
法
で
成
功
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
、
我
が

国
は
西
欧
の
先
例
に
学
び
な
が
ら
も
、
独

自
の
方
法
で
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
基
本
的
課
題
は
、

増
大
す
る
高
齢
者
を
社
会
的
に
扶
養
す
る

こ
と
で
あ
る
。
昔
は
高
齢
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
家
の
な
か
で
、
家
族
と
と
も
に
生
活
し
、

家
族
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
る
の
が
普
通
で

あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
身
寄
り
の
な
い
老
人

が
養
老
院
な
ど
の
施
設
に
収
容
さ
れ
て
扶

養
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
工
業
化
、
都

市
化
し
、
人
々
の
意
識
が
近
代
化
し
た
現

在
の
日
本
で
は
、
高
齢
者
の
扶
養
は
、
原

則
と
し
て
、
社
会
保
障
に
よ
っ
て
社
会
的

に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
が

国
の
社
会
保
障
制
度
は
戦
後
に
整
備
さ
れ
、

昭
和
三
十
年
代
中
ご
ろ
に
国
民
皆
年
金
、

皆
保
険
の
制
度
が
確
立
さ
れ
て
か
ら
本
格

的
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
と
な
っ
た
と
き
の
所
得
保
障
と
保

健
医
療
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
齢
者
が
今
後
急
増
す
る
の
に
伴
い
、
こ

の
制
度
の
維
持
、
存
続
の
た
め
に
多
額
の

資
金
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
周
知
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
高
齢
化
社
会
を
安
定
し
た

社
会
と
し
て
保
つ
た
め
に
、
国
民
の
合
意

の
下
に
こ
の
制
度
を
続
け
る
こ
と
が
最
大

の
課
題
で
あ
る
。

次
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
年
金
、
医
療
と
比
較
し
て
、

社
会
福
祉
の
分
野
は
相
対
的
に
遅
れ
て
お

り
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
こ
れ

ま
で
、
我
が
国
で
は
高
齢
者
が
そ
の
家
族
と

同
居
す
る
割
合
は
、
西
欧
と
比
べ
る
と
格
段

に
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
我
が
国
に
お
い
て
東

洋
的
な
家
族
制
度
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
今
後
も
急
速
な
変
化
は
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
日
本
の

高
齢
化
社
会
は
西
欧
の
個
人
主
義
的
家
族
制

度
と
異
な
る
姿
を
呈
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
社
会
福
祉
の

役
割
は
い
っ
そ
う
重
要
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

我
が
国
で
は
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
青
壮
年
層
も
ま
た
同
居
志
向
が
高
い
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
老
若
二
世
代
の
同
居

が
円
満
に
営
ま
れ
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
確
保
で
き
る
住
宅
の
供
給
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
ひ
と
た
び
高
齢
者
が
病
気
、
痴

呆
な
ど
で
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
病
院
、
診
療
所
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
専
門
施
設
に
収
容
し
、
専
門

家
と
家
族
が
協
力
し
て
適
切
な
ケ
ア
ー
を
な
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し
う
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
地
域
社
会
）
が
社
会
福
祉
を
実
施

す
る
主
体
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

高
齢
者
の
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、
以

上
の
三
つ
の
社
会
保
障

―
年
金
、
医
療
、

社
会
福
祉

―
の
ほ
か
、
成
人
教
育
、
生

き
甲
斐
な
ど
い
く
つ
か
の
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
施
策
を
充
実
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

を
支
え
る
た
め
の
経
済
力
を
日
本
経
済
が

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
、

国
民
経
済
の
活
力
を
い
か
に
し
て
維
持
す

る
か
と
い
う
問
題
は
こ
れ
か
ら
の
重
要
な

論
点
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
経
済
は
、

第
二
次
大
戦
後
の
恵
ま
れ
た
国
際
政
治
、

国
際
経
済
の
環
境
の
な
か
で
、
す
ぐ
れ
た

技
術
力
と
豊
富
か
つ
良
質
な
人
的
資
源
に

よ
っ
て
高
い
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
今
後
の
状
況
を
見
通
す
こ
と
は
困

難
な
現
状
に
あ
る
。

今
後
、
我
が
国
を
と
り
ま
く
環
境
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
に
せ
よ
、
我
が
国
と

し
て
は
次
の
点
に
配
慮
し
つ
つ
新
た
な
環

境
に
立
ち
向
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
我
が
国
は
国
土
、
資
源
な
ど

の
状
況
か
ら
み
て
国
際
的
に
孤
立
し
て
生

き
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
国
際

平
和
の
維
持
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
、
国

際
協
力
に
で
き
る
か
ぎ
り
の
努
力
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
我

が
国
の
経
済
力
が
き
わ
め
て
強
力
に
な
っ

た
現
在
、
国
際
的
責
務
と
し
て
外
国
か
ら

要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
こ
と
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
一
億
を
超
え
る
人
口
は
貴
重

な
資
源
で
あ
り
、
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
な

い
我
が
国
と
し
て
は
、
人
口
の
質
的
向
上

と
そ
の
有
効
な
活
用
に
重
点
を
置
く
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
育
の
あ
り

方
を
再
検
討
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
内

容
の
教
育
を
国
民
に
ほ
ど
こ
す
べ
き
か
、

初
等
、
中
等
、
高
等
教
育
に
つ
い
て
改
善

す
る
と
と
も
に
、
成
人
教
育
の
重
要
性
に

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
と

は
い
え
、
与
え
ら
れ
た
国
土
、
資
源
の
保

全
と
開
発
に
つ
い
て
新
し
い
考
え
方
に
立

っ
て
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
資
源
を

経
済
的
利
益
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
あ
る

程
度
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か

し
そ
の
限
度
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と
合
意

の
下
に
規
制
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
再
生

不
可
能
な
資
源
に
つ
い
て
長
期
的
観
点
に
立

っ
た
規
制
を
行
な
う
と
と
も
に
、
再
生
可
能

な
資
源
の
再
生
産
に
努
力
を
振
り
向
け
る
必

要
が
あ
る
。

最
後
に
、
人
口
と
開
発
に
関
し
て
、
都
市

と
農
村
を
問
わ
ず
、
開
発
の
目
標
を
人
間
の

生
活
の
質
の
向
上
に
置
い
た
施
策
を
推
し
進

め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
明
治
以
降
お
よ
そ

一
〇
〇
年
、
第
二
次
大
戦
後
四
〇
年
の
開
発

の
成
果
と
し
て
日
本
の
経
済
力
は
現
在
望
む

べ
き
水
準
に
達
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今

後
は
精
神
的
充
実
を
目
標
に
し
た
開
発
政
策

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。



65

JPFP総会開催

11
月
５
日
、
総
理
在
任
中
は
会
長
職
を

事
実
上
休
止
し
て
い
た
福
田
康
夫
前
総
理

（
衆
・
自
）
が
会
長
と
し
て
の
活
動
を
再
開

す
る
に
際
し
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
で
は
、
進
行
役
の
南
野
知
惠
子
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
（
参
・
自
）
が
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ⅳ
や
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
人

口
・
保
健
分
野
へ
の
支
援
強
化
を
打
ち
出

し
た
福
田
会
長
の
尽
力
に
対
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
を
代
表
し
て
感
謝
を
述
べ
、
福
田
会
長

の
活
動
再
開
を
歓
迎
し
た
。

開
会
挨
拶
の
中
で
福
田
会
長
は
、
約
１

年
間
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
代
表
を
務
め
た
広
中

和
歌
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
代
行
（
参
・
民
）

と
、
活
動
を
支
え
て
き
た
役
員
・
会
員
に

対
し
て
お
礼
を
述
べ
、
今
後
も
党
派
に
関

係
な
く
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
の
決
意
を
語
り
、
万
全
の
体
制
の

再
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

続
い
て
、
高
橋
千
秋
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事
務

総
長
（
参
・
民
）
に
よ
り
、
平
成
20
年
に

実
施
さ
れ
た
事
業
と
今
後
の
予
定
お
よ
び

予
算
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
事
務
局
を

務
め
る
（
財
）
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
が
本
年
か
ら
開
始
し
た
「
Ｊ

Ｐ
Ｆ
Ｐ
聞
き
取
り
調
査
」
に
つ
い
て
、
国
会

議
員
が
選
挙
区
で
直
面
す
る
課
題
と
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
活
動
や
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
活
動
を
有
機
的
に
連
携

さ
せ
る
た
め
に
、
来
年
も
引
き
続
き
実
施
す

る
旨
を
説
明
し
、
会
員
議
員
の
協
力
を
求
め

た
。総

会
に
は
、
来
日
中
の
マ
リ
・
シ
モ
ネ
ン

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
事
務
局
次

長
と
ジ
ル
・
グ
リ
ア
国
際
家
族
計
画
連
盟

(

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
事
務
局
長
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ

れ
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
シ
モ
ネ
ン
事
務
局

次
長
は
、
最
近
の
世
界
金
融
・
経
済
危
機
の

中
で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
拠
出
金
の
減
少

を
危
惧
し
、
引
き
続
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
大

し
、
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、
評
価
シ
ス
テ
ム
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
の
重
要
性
を
挙
げ
た
。
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

は
減
額
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
政
治
的

な
重
要
性
か
ら
見
て
も
、
日
本
は
前
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
欲
し
い
と
強
く
訴
え

た
。グ

リ
ア
事
務
局
長
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け

る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
草
の
根
活
動
を
報
告
し
、
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
中
で

～福田康夫JPFP会長、活動を再開～

JPFP総会開催
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も
特
に
進
展
が
遅
れ
て
い
る
目
標
４
（
子

ど
も
の
健
康
）
と
目
標
５
（
妊
産
婦
の
健

康
）
の
達
成
に
お
い
て
、
日
本
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
に
期
待
を
寄
せ
た
。
最
後
に
、

参加議員：福田康夫JPFP会長（衆・自）、広中和歌子JPFP会長代行

（参・民）、南野知惠子JPFP事務総長（参・自）、高橋千秋JPFP副

事務総長（参・民）、小宮山洋子JPFP副会長（衆・民）、川口順

子JPFP幹事（参・自）、北川イッセイ（参・自）、塚田一郎

（参・自）各議員が出席。福島豊JPFP副会長（衆・公）、増子輝

彦JPFP幹事（参・民）、若林正俊（参・自）、平野博文（衆・民）、

大口善徳（衆・公）各議員は代理出席。

外務省： 杉山晋輔地球規模課題審議官、中田昌宏多国間協力課長補

佐、大田賢同課事務官

UNFPA：マリ・シモネンUNFPA事務局次長、池上清子東京事務所長、

山本美香同職員

IPPF：ジル・グリアIPPF事務局長、中村百合IPPF資金調達オフィサー

ジョイセフ：石井澄江事務局長、塩田恭子広報アドボカシーグルー

プ職員

APDA（事務局）：楠本修常務理事・事務局長、恒川ひとみ国際課長、

ケイティ・ドンゼルマン国際課職員

（写真：右から高橋副事務総長、南野事務総長、福田会長、広中会長代行、小宮山副会長、川口幹事、北川議
員、塚田議員）

「
開
発
と
は
少
数
の
人
々
の
特
権
で
は
な
く
、

全
て
の
人
の
権
利
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と

い
う
潘
基
文
国
連
事
務
総
長
の
言
葉
を
引
用

し
、
ス
ピ
ー
チ
を
締
め
く
く
っ
た
。
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APDA理事会・評議員会開催

（
財
）
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
）
は
、
11
月
28
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

で
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
、
「
福
田

康
夫
前
首
相
の
理
事
長
就
任
」
、
「
平
成
21

年
事
業
計
画
・
収
支
予
算
」
が
審
議
、
承

認
さ
れ
た
。
福
田
前
首
相
が
理
事
長
に
就

任
さ
れ
た
こ
と
で
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
理
事
会

体
制
は
新
た
な
船
出
を
迎
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
は
福
田
康
夫
前
理
事
長
が

首
相
就
任
に
伴
い
理
事
長
を
退
任
し
、
清

水
嘉
与
子
副
理
事
長
が
理
事
長
代
行
と
し

て
代
表
を
務
め
て
き
た
。
こ
の
た
び
福
田

前
理
事
長
が
改
め
て
評
議
員
会
で
理
事
に

選
任
さ
れ
、
さ
ら
に
理
事
会
に
お
け
る
互

選
に
よ
っ
て
理
事
長
職
に
就
任
し
た
。

福
田
理
事
長
は
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
の
開
会
挨
拶
で

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
人
口
問
題
の
重
要
性

に
言
及
し
た
こ
と
に
触
れ
、
「
日
本
が
指
導

力
を
持
ち
活
動
し
て
い
る
分
野
を
維
持
し
、

強
化
す
る
こ
と
は
日
本
の
国
際
的
な
地
位

を
構
築
す
る
上
で
大
変
重
要
な
こ
と
。
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
も
と
に
、
持
続
可
能
な

社
会
を
達
成
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
の

で
、
理
事
の
皆
様
方
に
も
改
め
て
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支

予
算
が
協
議
・
承
認
さ
れ
た
。
平
成
20
年
度

に
は
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
や
第
４
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
が

国
内
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
援
助
に
関

す
る
会
議
が
数
多
く
開
催
さ
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

は
こ
れ
ら
会
議
に
向
け
人
口
問
題
の
重
要
性

を
強
く
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会

議
を
開
催
す
る
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。
平
成
21
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
議
で

議
決
さ
れ
た
宣
言
文
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
お

よ
び
ア
フ
リ
カ
各
国
で
具
体
的
な
成
果
を
実

現
す
る
た
め
の
支
援
づ
く
り
が
課
題
と
な

る
。さ

ら
に
、
主
務
官
庁
に
よ
る
検
査
等
の
指

摘
に
基
づ
い
て
、
予
算
執
行
な
ど
の
手
続
き

明
確
化
を
目
的
と
し
た
諸
規
定
の
新
設
お
よ

び
変
更
、
財
団
運
営
の
よ
り
高
い
透
明
化
・

迅
速
化
を
目
指
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
導
入
と
い
っ
た
管
理
部
門
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。
本
年
12
月
か
ら
実
施

さ
れ
た
公
益
法
人
制
度
改
革
を
踏
ま
え
た
制

APDA理事会・評議員会開催
福田康夫前首相が理事長に就任

－平成21年度事業計画および収支予算が承認－
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度
構
築
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
も
引

き
続
き
推
進
す
る
よ
う
承
認
さ
れ
た
。

理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
で
は
、
「
地
球

温
暖
化
等
に
見
ら
れ
る
環
境
問
題
に
重
大

な
影
響
を
与
え
て
い
る
人
口
問
題
が
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
点
は
危
惧
す
べ
き
。
国
内

で
少
子
化
が
い
わ
れ
続
け
て
い
る
影
響
も

あ
り
、
世
界
の
人
口
増
加
が
活
発
に
議
論

さ
れ
な
い
が
、
資
源
問
題
を
見
て
も
人
口

増
加
の
影
響
が
重
要
で
あ
る
の
は
明
ら
か
。

福
田
新
理
事
長
体
制
で
今
後
の
政
策
提
言

も
合
わ
せ
て
積
極
的
に
活
動
を
続
け
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
今
回

承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
２
０

０
９
年
（
平
成
21
年
度
）
の
事
業
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

新
理
事
の
略
歴
は
次
の
通
り
。

●

新
理
事
長

APDA評議員会

APDA理事会

福田　康夫
（ふくだ やすお）

昭和11年生まれ。
早稲田大学政治経済学部卒業、
石油会社、衆議院議員秘書、内
閣総理大臣秘書官を経て、衆議
院議員となる。外務政務次官、
自民党政務調査会副会長のほ
か、国務大臣内閣官房長官、自
由民主党総裁、内閣総理大臣を
歴任。
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は
じ
め
に

本
誌
『
人
口
と
開
発
』
１
０
２
号
で
す

で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
日
本
を
は
じ
め
、

世
界
の
多
く
の
開
発
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
計
画
・
実
施
・
評
価
の
一
連
の
サ

イ
ク
ル
に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｍ
（P

ro
ject

C
ycle

M
an
ag
e
m
e
n
t

）
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
が

一
般
的
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法

は
、
開
発
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ
り
効

率
的
で
、
透
明
度
が
高
く
、
受
益
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
致
す
る
た
め
の
有
力
な
ツ
ー
ル

と
し
て
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

本
稿
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
の
続
編
と
し

て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
（m

o
nito
ring

&
ev
alu
atio
n

）
手
法
を
（
財
）
国
際
開
発

高
等
教
育
機
構
（
以
下
略
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
）

主
催
の
「
Ｐ
Ｃ
Ｍ
研
修
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

評
価
コ
ー
ス
」
（
２
０
０
８
年
８
月
19
日
〜

22
日
の
４
日
間
）
の
取
材
に
基
づ
き
、
資

料
と
し
て
紹
介
す
る
（
１
）

。
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
評
価
は
、
開
発
援
助
の
質
の
向
上
と

説
明
責
任
の
確
保
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
を
積
極
的
に
導
入
し
て

い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
限
ら
ず
、
手
法
は
若
干

異
な
る
も
の
の
、
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
）（
２
）

、
外
務
省
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
そ
れ
ぞ
れ
が
重
視
し
て
い
る
開
発
援
助

活
動
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
（
３
）

。

１
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価

通
常
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
と
い
う

概
念
は
、
様
々
な
意
味
で
使
用
さ
れ
、
経

済
性
評
価
や
環
境
影
響
評
価
の
よ
う
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
や
事
前
段
階
で
実
施

さ
れ
る
調
査
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、

Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
に
お
い
て
は
、
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
段
階
に

お
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
や
活
動
計
画
表
に
照
ら

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
を
継
続

的
に
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
内
容

を
修
正
す
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
る
。
他

方
で
評
価
は
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
評
価
５

項
目
の
視
点
に
基
づ
き
、
体
系
的
か
つ
客

観
的
に
分
析
・
判
断
し
、
開
発
援
助
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
改
善
に
活
か
す
こ
と
」
と
定

義
さ
れ
る
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ

２
０
０
６：

４

―
５
）（
４
）

。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
計

画
内
容
を
修
正
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

開発援助プロジェクトのモニタリング・評価手法

―FASID主催のPCM研修参加を通じて―

（財）アジア人口・開発協会　研究員

水上祐二

資 料
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原
則
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
者
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
他
方
で
、
評
価
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
状
況
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展
開
に
関
す
る
助
言

や
教
訓
を
得
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
客
観
的
視
点
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
立
案
者
や
実
施
者
と
は
異

な
っ
た
第
三
者
に
よ
る
評
価
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
第
三
者
を
中
心
と
し
て
、
援
助

側
、
被
援
助
側
双
方
が
参
加
す
る
評
価
チ

ー
ム
を
編
成
す
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

評
価
の
利
点
と
し
て
は
、
以
下
の
６
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
第
１
に
Ｐ
Ｄ
Ｍ
（p

ro
je
c
t

d
esign

m
atrix

）
を
用
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
や
評
価
で
明
示
さ
れ
る
手
順
に
従
っ
て
、

論
理
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
阻
害
要
因
等

を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
第
２

に
、
計
画
・
実
施
・
評
価
の
一
連
の
サ
イ

ク
ル
で
５
項
目
の
視
点
が
繋
が
っ
て
い
る

た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
貫
し
た
運
営

管
理
が
で
き
る
こ
と
。
第
３
に
、
評
価
５

項
目
に
加
え
横
断
的
視
点
（
５
）

を
適
宜
用
い

る
こ
と
に
よ
り
、
包
括
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
と
。
第
４
に
、

複
数
の
関
係
者
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
の
様
々
な
段
階
で
検
討
を
繰
り
返
す
た

め
、
客
観
性
の
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
第

５
に
、
受
益
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
評
価

プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加
に
よ
り
、
受
益
者
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
自

立
発
展
性
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
。
第
６
に
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
各
段
階
で
分
析

の
記
録
が
残
さ
れ
る
た
め
、
結
果
と
そ
れ

に
至
る
経
緯
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
外
で
明

ら
か
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
を
実

施
す
る
際
に
は
、
以
下
の
留
意
点
が
あ
る
。

第
１
に
論
理
的
か
つ
客
観
的
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
計
画
内
容
を
的
確
に
表
し
て
い
る

Ｐ
Ｄ
Ｍ
が
必
要
で
あ
る
。
第
２
に
評
価
を

的
確
に
行
う
た
め
に
は
援
助
側
お
よ
び
被

援
助
側
双
方
に
よ
る
評
価
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
手
法
を
正
し
く
理
解
し
て
い

る
必
要
が
あ
る
。
第
３
に
、
評
価
５
項
目

は
常
に
一
律
に
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、

目
的
や
時
期
に
よ
っ
て
軽
重
を
つ
け
る
な

ど
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
で
は
簡
単
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ

び
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
順
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

２
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

２
―
１
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
対
象

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る

に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
中
の
項
目
で
、
①
活
動
の

進
捗
状
況
、②
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
状
況
、

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
状
況
の
３
点

を
ま
ず
把
握
す
る
。
そ
れ
に
加
え
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
捗
に
問
題
が
生
じ
て
い
れ
ば
、

そ
の
問
題
の
原
因
を
探
り
、
対
策
を
検
討
す

る
の
に
、
投
入
の
状
況
や
外
部
条
件
・
前
提

条
件
の
変
化
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
３
点
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
対
象
に
つ
い
て
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
時
期
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
比
重
が
異

な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
か
ら
終
了
に

向
か
っ
て
①→

②→

③
と
比
重
が
変
わ
っ
て

い
く
。

２
―
２
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
適
切
に
行
う
に
は
進

捗
管
理
の
鍵
と
な
る
情
報
を
明
確
化
し
、

判
断
を
下
す
人
や
委
員
会
の
下
に
そ
う
し
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た
情
報
が
定
期
的
に
収
集
・
集
約
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
に
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
だ
け

で
な
く
、
関
係
者
全
員
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
意
味
と
自
ら
の
役
割
を
理
解
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

２
―
３
・

関
係
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と

改
訂
版
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
作
成

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
は
、
関
係
者
間
で

共
有
さ
れ
、
共
通
の
認
識
が
醸
成
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
は
、
内
容
・
重
要
度
・
緊
急
度
に
応
じ

て
緊
急
連
絡
を
行
う
か
、
定
期
報
告
書
の

一
部
と
し
て
ド
ナ
ー
機
関
・
実
施
機
関
等

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
組
織
に
報
告
さ
れ

る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
受
け
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
を
検
討
し
、
計

画
内
容
を
修
正
す
る
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
改
訂
版
を
作
成
す
る
。

３
・

評
価

評
価
に
は
、
明
確
な
４
段
階
の
手
順
が

あ
り
、
順
を
追
っ
て
自
然
に
評
価
結
果
が

ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

３
―
１
・

Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｅ
の
作
成

Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｅ
と
は
、
対
象
と
な
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
正
し
く
把
握
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
目
指
し
て
き
た
事
柄
を
整
理
す
る
た

め
の
評
価
用
の
Ｐ
Ｄ
Ｍ
で
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｍ

ｅ
の
作
成
の
た
め
に
は
、
計
画
時
か
ら
評

価
時
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
各
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
確

認
し
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
そ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
。
そ
し
て

評
価
時
の
Ｐ
Ｄ
Ｍ
に
表
現
上
曖
昧
な
点
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
具
体
的
で
明
瞭
な
言
葉

に
書
き
直
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
が
論
理
的
で
な
い

場
合
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
な
ど
の
担
当
者
に
聞
き
取
り
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
何
を
目
指
し
て
い
た
の
か
明

確
に
す
る
（
６
）

。

３
―
２
・

評
価
調
査
の
計
画

評
価
の
目
的
や
時
期
・
期
間
等
の
基
本

方
針
を
踏
ま
え
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｅ
と
評
価
５

項
目
に
基
づ
い
て
評
価
調
査
の
計
画
を
す

る
。
評
価
調
査
の
計
画
で
は
、
調
査
す
べ

き
項
目
、
デ
ー
タ
収
集
方
法
、
調
査
日
程
、

作
業
分
担
等
を
決
定
す
る
。
そ
の
際
に
重

要
と
な
る
の
が
評
価
設
問
で
あ
る
。
評
価

設
問
は
評
価
５
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

複
数
の
設
問
を
設
定
す
る
が
、
評
価
の
時

期
に
よ
っ
て
重
み
付
け
が
異
な
る
。
終
了

時
評
価
で
は
効
率
性
や
有
効
性
が
、
事
後

評
価
で
は
イ
ン
パ
ク
ト
や
自
立
発
展
性
が

重
視
さ
れ
る
。

評
価
調
査
で
は
時
間
も
費
用
も
限
ら
れ

る
た
め
、
効
率
的
に
根
拠
と
な
る
方
法
を

収
集
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
文
献
調

査
（L

ite
ratu
re
S
u
rv
e
y

）
、
調
査
票
調
査

（Q
uestio

nnaires

）、
観
察
（O

b
serv
atio
n

）、

キ
ー
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
（K

ey
info
rm
ant
interv

iew
s

）、
な
ど

の
収
集
方
法
か
ら
評
価
設
問
に
適
切
な
情

報
収
集
方
法
を
検
討
す
る
。

評
価
設
問
と
情
報
収
集
方
法
を
決
定
し

た
ら
、
①
評
価
設
問
と
情
報
収
集
方
法
の

適
切
度
（V

alid
ity

）、
②
評
価
設
問
の
重
要

度
（Im

p
o
rta
n
c
e

）
、
③
情
報
の
信
頼
度

（R
e
lia
b
ilit

y

）
、
④
入
手
難
易
度

（A
cce
ssib
ility

）
、
⑤
経
費
（co

st

）
の
５

点
か
ら
評
価
設
問
と
収
集
す
る
情
報
を
絞

り
込
む
。

開発援助プロジェクトのモニタリング・評価手法
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３
―
３
・

情
報
収
集
と
分
析

評
価
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
５
項
目

そ
れ
ぞ
れ
で
整
理
、
分
析
す
る
。
そ
の
際

に
は
評
価
設
問
の
結
果
ご
と
に
、
「
＋
」
、

「
＋
＋
」
、
「
－
」
な
ど
の
記
号
で
示
す
か
、

数
値
的
な
基
準
を
定
め
て
「
１
」
、
「
２
」
、

「
３
」
な
ど
の
評
点
を
つ
け
る
。

３
―
４
・

評
価
結
果
の
ま
と
め

上
記
の
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
の
重
要

度
や
信
頼
性
を
考
慮
し
、
５
項
目
の
そ
れ

ぞ
れ
に
対
す
る
判
断
を
す
る
。
判
断
を
下

す
に
は
そ
の
根
拠
を
示
し
、
根
拠
の
説
明

に
は
、
な
ぜ
判
断
の
根
拠
と
な
る
状
況
が

生
じ
た
の
か
を
記
す
。
５
項
目
ご
と
の
判

断
を
行
っ
た
ら
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
総
合

し
、
結
論
を
出
す
。
結
論
は
、
①
計
画
と

軌
道
修
正
、
②
共
通
の
要
因
・
課
題
、
③

特
に
注
目
す
べ
き
評
価
項
目
の
３
点
に
注

目
し
ま
と
め
る
。

以
上
の
評
価
結
果
か
ら
、
今
後
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
や
、

今
後
の
類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
教
訓
を

と
り
ま
と
め
る
。
こ
う
し
た
評
価
結
果
を

報
告
書
と
し
て
作
成
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
開
す
る
。

４
・

模
擬
評
価
の
結
果

次
に
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
の
事
例
教
材
に
基
づ

き
、
研
修
参
加
者
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た

評
価
チ
ー
ム
に
よ
る
模
擬
評
価
か
ら
評
価

手
法
の
手
順
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

４
―
１
・

事
例
教
材

評
価
対
象
用
の
事
例
教
材
は
、
東
南
ア

ジ
ア
で
実
際
に
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
参
考
に
作
成
さ
れ
た
仮
想
の
「
ダ
ン

バ
オ
国
ク
ロ
ン
プ
ッ
ト
県
」
全
域
に
お
け

る
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

「
ダ
」
国
は
低
所
得
国
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
少
な
い
予
算
で
全
国
民
を
カ
バ

ー
す
る
効
率
的
な
保
健
医
療
政
策
が
行
わ

れ
て
き
た
た
め
、
乳
児
死
亡
率
や
、
妊
産

婦
死
亡
率
な
ど
の
保
健
指
標
は
開
発
途
上

国
の
中
で
中
位
に
位
置
し
て
い
る
。
医
療

従
事
者
数
は
周
辺
国
よ
り
多
い
も
の
の
、

医
療
従
事
者
は
十
分
な
訓
練
を
受
け
て
い

な
い
状
況
に
あ
り
、
ま
た
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
な
ど
も
近
代
化
が
遅
れ
、
特
に
妊
産
婦

の
ケ
ア
が
不
十
分
な
状
況
に
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
背
景
の
下
、
「
ダ
」
国
に
お
い
て

貧
困
で
、
助
産
婦
数
が
少
な
い
ク
ロ
ン
プ

ッ
ト
県
の
一
部
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

妊
産
婦
ケ
ア
に
か
か
わ
る
保
健
行
政
強
化
、

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
内
容
の
技
術
協
力

を
過
去
３
年
間
実
施
し
た
。
そ
の
良
好
な

成
果
を
受
け
て
、
活
動
対
象
領
域
を
山
岳

部
も
含
む
ク
ロ
ン
プ
ッ
ト
県
全
域
に
拡
大

し
た
５
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
フ
ェ
ー

ズ
２
」
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
２
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

終
了
を
向
か
え
る
に
当
た
っ
て
の
終
了
時

評
価
を
実
施
す
る
の
が
研
修
に
お
け
る
課

題
で
あ
っ
た
（
７
）

。

４
―
２
・

Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｅ
の
作
成

ま
ず
評
価
に
当
た
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
中
の

不
明
確
な
点
や
、
実
際
の
活
動
、
目
的
等

を
考
慮
し
、
評
価
用
の
Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｅ
を
作
成

し
た
。
教
材
の
中
の
Ｐ
Ｄ
Ｍ
で
は
、
出
産

適
齢
期
の
女
性
の
み
に
限
定
し
て
い
た
が
、

実
際
の
活
動
で
は
男
性
も
含
め
て
家
族
計

画
を
推
進
し
た
こ
と
や
、
地
域
全
体
の
リ
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プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
向
上
を
目

指
し
た
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
目
標
を
「
県
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
」
に

改
定
し
、
ま
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を

「
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
」
と
設

定
し
直
し
た
。
そ
の
他
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

や
活
動
を
実
際
の
活
動
や
目
的
に
合
わ
せ

て
論
理
的
に
整
理
し
直
し
た
。
適
切
な
指

標
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

に
は
「
助
産
師
のX
％
が
訓
練
を
修
了
す
る
」

や
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
がX
回
開
催
さ
れ
る
」

な
ど
の
具
体
的
で
数
量
的
に
把
握
し
や
す

い
指
標
を
設
定
し
た
。
作
成
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｍ

ｅ
を
表
１
に
記
し
た
。

４
―
３
・

評
価
調
査
の
計
画
と
情
報
収
集
・

分
析

Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｅ
に
基
づ
き
評
価
を
す
る
に
当

た
っ
て
、
評
価
５
項
目
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

設
問
を
設
定
し
た
。
設
定
し
た
評
価
設
問
、

情
報
の
収
集
方
法
、
お
よ
び
整
理
・
分
析

し
た
結
果
を
以
下
の
表
２
に
記
し
た
。

ま
ず
、
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ

の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
」
と
「
上
位
目

�
上位目標�
Overall Goal�
県のリプロダクティブ・ヘルスが向上する �
�
プロジェクト目標�
Project Purpose �
県のリプロダクティブ・ヘルス・サービスが向上する �
�
アウトプット�
Outputs�
0  県・郡・村レベルで運営委員会が継続的に機能
する�
1  村レベルにおける安全で清潔な出産が実施でき
る体制が整う�
2  県ヘルスセンターと郡ヘルスセンターの巡回指
導能力が向上する�

3  家族計画に関するカウンセリングを実施できる体
制が整う�

4  リプロダクティブ・ヘルスに関する啓発活動が展
開されている�

�
�
�
�
�
�
活動�
Activities�
0-1． 新対象地域に運営委員会を設立する�
0-2． 運営委員会連携強化のためのワークショップ

開催�
0-3． 郡と村、県と郡レベルの月例会議を開催�
1-1． 郡と村のヘルスセンター向け機材を配布・設

置する�
1-2． 県と郡のヘルスセンタースタッフに機材の保

守管理のための研修を実施する�
1-3． 村ヘルスセンターの助産師の再訓練の実施�
1-4． 集落保健員の再研修を実施�
2-1． 県・郡ヘルスセンターに巡回指導チームを結

成する�
2-2． 巡回指導員の研修を実施する�
2-3． 巡回指導の実施�
3-1． 人工妊娠中絶の実態調査�
3-2． 避妊具供給元を確保する�
3-3． カウンセリング教材の実施�
3-4． 保健医療スタッフにカウンセリング研修を実施�
4-1． IEC活動計画の策定�
4-2． 女性連合メンバーがIECを実施する�

1． 県の妊産婦死亡率が2006年度比でX％減少する�
2． 県の乳児死亡率が2005年度比でX％減少する�
3． 県の人工妊娠中絶数がX％減少する�
�
1．ヘルスセンター利用率がX％上昇する�
2．訓練を受けた助産スタッフが立ち会う出産が非 
　山岳部で100％、山岳部で80％となる�
�
�
0-1． 定期的に開催される運営委員会に80％以上 
の委員が常に出席する�

0-2． 各機関のメンバーが継続的に配置されている�
1-1． 基本医療器材が整備されたヘルスセンター
が169か所となる�

1-2． 469村のヘルスセンターの施設が改善される�
1-3． 再訓練を受けた集落保健員が全ての村に配

置される�
1-4． 県・郡・村のヘルスセンターの助産師のX％
が訓練を修了する�

2-1． 県ヘルスセンターの巡回指導訓練を受けた
保健医療スタッフが50％増加する�

3-1． 訓練を受けたカウンセラーが各ヘルスセン
ターに配置される�

4-1． リプロダクティブ・ヘルスの重要性を周知する
ワークショップがX回開催される�

・ 県ヘルスセンター業務記録�
�
�
�
・ ベースライン調査（２００２年）�
・ 県・郡・村ヘルスセンターからの業務
報告�
�
�
・ 委員会議事録�
・ 業務月報�
・ 郡ヘルスセンターによる実地調査報
告書�

・ 研修実施記録簿�
�
・ 研修実施記録�
・ 巡回指導記録�
・ 郡ヘルスセンターの4半期ごとの集計
データ�

・ ワークショップセミナーの記録�

�
�
�
�
・ 妊産婦の栄養状態
が悪化しない�

・ 感染症が流行しない�
�
�
�
�
�
�
・ 研修を受け能力が向
上したスタッフがその
後離職しない�

�
�

プロジェクトの要約�
Narrative  Summary

指標�
Objectively Verifiable Indicators

期間：2002年9月～2007年8月�
ターゲットグループ：ヘルスサービスプロバイダー�

�
プロジェクト名：タンパオ国クロンプット県リプロダクティブ・ヘルスプロジェクト�
対象地域：「ダ」国クロンプット県全域�

投入�Inputs

日本側�

 人材�
 　保健医療長期専門家 ○○M/M �
　　助産師　○○M/M�
　　看護師　○○M/M�
機材�
 　品質管理・検診に必要な機材�
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・　　○○台�
　 PC/OA機材　　○○万円�
�
ローカルコスト�
 　・・・・・・・・・・　　○○万円�

人材�
 　プロジェクト・マネージャー ○○M/M�
プロジェクト・コーディネーター ○○M/M�
施設�
・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・・�
�
ローカルコスト�
　プロジェクト運営管理費 ○○千ドル�

前提条件�
Pre-conditions�
�
人口・家族計画の�
方針・政策の転換が�
プロジェクト活動に�
悪影響を及ぼさない�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「ダ」国側�

入手手段�
Means of Verification

外部条件�
 Important Assumption

出所　FASID研修時に参加者が作成したPDMより一部省略･改変。�

表1 作成したPDMe

開発援助プロジェクトのモニタリング・評価手法
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・潜在的ニーズについては統計資料から確認できるものの、住民
の意識からニーズを裏付ける資料はなし�
・利用者は「2人目もここで出産したい」と語り、ヘルスセンター施
設の改善は住民に歓迎されている�
・家族計画のワークショップ参加者は「家族計画や妊娠について
知識をもっと知りたい」と語っている�
�
・政府保健セクター開発計画の一部である国家リプロダクティブ・
ヘルスケア戦略と合致している�
�
�
・「ダ」国では2005年に人口法令の改正が行われており、家族規
模や人工妊娠中絶に関する認識に変更があり、政策が混乱し
ている�
�
・国別援助計画の中の重点課題に位置付けられている�
・日本国政府としては保健医療分野支援、リプロダクティブ・ヘル
ス支援に重点を置いている�
�
・「ダ」国保健省の担当者はリプロダクティブ・ヘルス・サービスの
重要性と効果を強調�
・県の医療指導者もリプロダクティブ・ヘルスの技術・知識の向
上を希望している�
�
・衛生的な分娩室が設置された施設は60％→80％、ヘルスセン
ターで利用可能な衛生的なトイレは70％→90％になった�
・施設の観察調査の結果、高度の機材の使用によるサービスの
向上がみられた�
・利用者インタビューでは「施設が清潔になった」と歓迎されている�
・「希望したサービスや情報が全て得ることができる」と利用者の
77％が回答�
�
・ヘルススタッフ再教育　31回開催314人参加�
・集落保健員研修　11回　2500人参加�
・県による巡回指導　郡ヘルスセンターへ100％　村ヘルスセン
ター7％�
�
・妊婦の初回検診時期が29週（2002年）→16週（2006年）に改善�
・ヘルスセンターでの出産希望者の増加が確認された�
�
�
・非山岳地域91％→98％に上昇�
・山岳地域でも84％を達成�
�
・インタビューでは人事異動に伴う混乱があったことが確認された�
�
�
�
・村ヘルスセンターのうち改修が必要な施設の工事を全て達成した�
・ほぼ全ての施設で衛生的な分娩室やトイレが利用可能になっている�
�
・故障して修理されずそのままで放置されている例が見られた�
・エコーや顕微鏡、血液検査用機材は適切に利用されている�
�
・村ヘルスセンターおよび集落保健員の再研修は十分な実績が
あった�
�
・年40回の家族計画・リプロダクティブ・ヘルスセミナーを開催し
多数の参加者があった�
・参加者の多くは家族計画・リプロダクティブ・ヘルスの理解が増
していた�
�
・2008－2010年向けの国家戦略に同県の経験を活かすことが
含まれた�
�
・乳児死亡率は2005年時点で目標に到達していた�
�
・データ不足により検証不能�
�
�
・全国女性連合が同県での取り組みを高く評価�
�
�
・機材の維持管理の予算は計上されていない�
�
�
�
・メンテナンス用の工具が配布され、機材の維持管理のための研
修が実施されたが、機材が修理できずに使用できないケースが
あった�
�
・郡の巡回指導メンバーだけでも指導が可能な体制ができている�
�
�
・自主的に運営委員会を運営できており、プロジェクト終了後にも
活動を継続する意思がある�
�
・セミナーを受講した住民は、近隣の村でも開催して欲しいと要望�

・県のリプロダクティブ・ヘルス・サービスの向上
は住民のニーズに合致しているか？�
�
�
�
�
�
・県のリプロダクティブ・ヘルス・サービスの向上
は「ダ」国政府の保健セクター開発計画の方
針と合致しているか？�
�
・人工妊娠中絶の減少は「ダ」国政府の政策
目標に合致しているか？�
�
�
・「ダ」国ヘルスセンターの支援によるリプロダ
クティブ・ヘルスの向上は日本の援助方針に
合致しているか？�
�
・県保健医療関係者にとってリプロダクティブ・
ヘルスサービスの向上は優先度の高い事業
であったのか？�
�
�
・ヘルスセンター施設の改善がセンターのサー
ビス向上につながったか？�
�
�
�
�
�
�
・ヘルスセンタースタッフへの研修はサービスの
向上につながったか？�
�
�
�
・ヘルスセンター利用率上昇は、「安全なお産
体制の整備」や「家族計画の普及」によるも
のなのか？�
�
・助産スタッフが介助した出産の割合に上昇は
あったか？�
�
・各保健関連施設や機関ではスタッフの離職
によりサービスが低下していないか？�
�
�
・施設の改修や資機材の供与はスケジュール
通りであったか？�
�
・供与機材に無駄はなかったか？�
�
�
・ヘルスワーカーの人数は全村でプロジェクトを
実施するのに適切な人数であったか？�
�
・リプロダクティブ・ヘルスに関する広報・教育
活動は適切であったか？�
�
�
�
・ヘルスセンターでの出産を促進するという保健
省の計画に影響はあったのか？�
�
・乳児死亡率は減少したか？�
�
・リプロダクティブヘルス分野以外での保健医
療サービスの改善があったか？�
�
・プロジェクトに参加したことで女性連合の社会
的な発言力は強化されたか？�
�
・本事業終了後も同様のサービスを提供可能
なだけの予算が十分に確保されているか？�
�
�
・施設・機材の維持管理ができる体制が整って
いるか？�
�
�
・ヘルスワーカーに対する研修・訓練が継続的
に実施されているか？�
�
・県・郡・村の各レベルで運営委員会が継続で
きる準備が整っているか？�
�
・リプロダクティブ・ヘルスに関する住民の関心
が継続するか？�

・ベースライン調査�
・利用者アンケート＆インタビュー�
・キーインフォーマントインタビュー�
�
�
�
�
・「ダ」国政府保健セクター開発計画�
・貧困削減戦略文章(PRSP)�
�
�
・「ダ」国政府保健セクター開発計画�
�
�
�
・ODA大綱�
・国別援助方針�
�
�
・キーインフォーマントインタビュー�
・県議会議事録や県保健医療関係
機関の報告書等文献資料�
�
�
・ヘルスセンター利用者アンケート�
・業務記録�
�
�
�
�
�
�
・研修記録�
・観察調査�
�
�
�
・キーインフォーマントインタビュー�
・利用者へのインタビュー�
�
�
・村ヘルスセンターへのアンケート調査�
・業務記録�
�
・ヘルスセンター人事記録�
・スタッフの離職したセンターでの聞き
取り調査�
�
・業務日報�
・活動計画�
�
・村ヘルスセンターの記録�
・事例調査�
�
・県・郡・村の各ヘルスセンター記録�
・業務統計�
�
・ヘルスセンターの活動記録�
�
�
�
�
・保健局のキーインフォーマントインタ
ビュー�
�
・県ヘルスセンターの記録�
�
・県ヘルスセンターの記録�
�
�
・女性連合幹部へのインタビュー�
�
�
・保健省や財務省へのキーインフォー
マントインタビュー�
・文献調査（5ヵ年計画・予算計画）�
�
・県・郡ヘルスセンターでの観察調査�
�
�
�
・県・郡ヘルスセンターでのフォーカス
グループディスカッション�
�
・委員会委員へのインタビュー�
�
�
・質問票調査�
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評価�
基準� 評価設問� 収集方法� 調査結果� 判定�

妥
当
性�

有
効
性�

効
率
性�

イ
ン
パ
ク
ト�

自
立
発
展
性�

出所　FASID研修時に参加者が作成したPDMより一部省略･改変。�

表2 評価設問・情報収集
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標
」
が
示
す
内
容
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
を
含
む
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
政
府

の
政
策
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
項
目
な
の
で
、
評
価
設
問
を
「
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る

か
？
」
や
、
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
『
ダ
』
国
政
府

の
保
健
セ
ク
タ
ー
開
発
計
画
の
方
針
と
合

致
し
て
い
る
か
？
」
と
し
た
。
ま
た
「『
ダ
』

国
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
支
援
は
日
本
の
援

助
方
針
に
合
致
し
て
い
る
か
？
」
な
ど
を

評
価
設
問
と
し
て
採
用
し
た
。

有
効
性
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
」
と
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」

の
関
係
を
調
べ
る
項
目
で
あ
る
の
で
、
評

価
設
問
は
、
「
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改

善
が
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な

が
っ
た
か
？
」
や
、
「
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
へ
の
研
修
は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
っ
た
か
？
」
、
ま
た
「
ス
タ
ッ
フ
の

離
職
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い
な

い
か
？
」
な
ど
に
し
た
。

効
率
性
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
「
投

入
」
が
質
・
量
の
面
で
ど
れ
だ
け
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」
に
転
換
さ
れ
た
か
を
確
認
す

る
項
目
な
の
で
、
評
価
設
問
は
、
「
施
設
の

改
修
や
資
機
材
の
供
与
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

通
り
で
あ
っ
た
か
？
」
や
「
供
与
機
材
に

無
駄
は
な
か
っ
た
か
？
」
、
「
ヘ
ル
ス
ワ
ー

カ
ー
の
人
数
は
全
村
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
の
に
適
切
な
人
数
で
あ
っ
た

か
？
」
な
ど
を
設
定
し
た
。

イ
ン
パ
ク
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
の
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
外
で
引
き

起
こ
さ
れ
る
正
負
の
影
響
を
調
べ
る
項
目

で
あ
る
の
で
、
評
価
設
問
は
、
「
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
分
野
以
外
で
の
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
が
あ
っ
た
か
？
」
や

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
で
女
性

連
合
の
発
言
力
は
強
化
さ
れ
た
か
？
」
を

設
定
し
た
。

自
立
発
展
性
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終

了
後
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
し
て
き

た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
」
や
「
上
位
目

標
」
と
い
う
開
発
効
果
や
便
益
が
維
持
さ

れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
項
目

で
あ
り
、
「
事
業
終
了
後
も
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
可
能
な
だ
け
の
予
算
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
る
か
？
」
や
「
施
設
・
機

材
の
維
持
管
理
が
で
き
る
体
制
が
整
っ
て

い
る
か
？
」
を
評
価
設
問
と
し
た
。

情
報
収
集
の
方
法
は
、
各
評
価
設
問
に

応
じ
て
、
適
切
と
思
わ
れ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
文
献
調
査
な
ど
の
方

法
を
設
定
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も

研
修
の
上
で
の
模
擬
調
査
で
あ
り
、
存
在

す
る
こ
と
の
な
い
「
ダ
」
国
で
調
査
が
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
事
例
教
材
の

中
で
記
述
さ
れ
て
い
る
事
象
や
数
値
に
基

づ
い
て
し
か
評
価
設
問
の
結
果
を
検
証
で

き
な
か
っ
た
。

４
―
４
・

評
価
結
果
の
要
約

評
価
チ
ー
ム
で
は
、
以
上
の
情
報
収
集

と
分
析
を
経
て
、
以
下
に
示
す
評
価
結
果

に
至
っ
た
。

（
１
）
妥
当
性

妥
当
性
は
「
極
め
て
高
い
」
と
い
え
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
向
上
は
、
「
ダ
」
国
政
府

の
「
国
家
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

戦
略
」
お
よ
び
日
本
の
開
発
援
助
政
策
・

国
別
援
助
方
針
に
も
合
致
し
て
い
る
。
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
向
上
は
Ｍ

開発援助プロジェクトのモニタリング・評価手法
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Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
も
早
急
な
対
策

が
急
が
れ
て
お
り
、
国
際
協
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
近
年
は
「
ダ
」

国
の
国
民
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

お
り
、
ま
た
県
の
保
健
関
係
者
に
と
っ
て

も
優
先
度
の
高
い
課
題
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
有
効
性

有
効
性
は
「
極
め
て
高
い
」
と
い
え
る
。

施
設
・
設
備
の
改
善
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋

が
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
安
全
で
清

潔
な
施
設
・
設
備
の
供
給
は
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
の
衛
生
状
態
の
大
幅
な
改
善
を
も
た

ら
し
、
利
用
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
数
は
急
激
な
増
加
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
、
各
種
の
諸
研
修
に
よ
る
ヘ
ル
ス
ワ

ー
カ
ー
の
技
術
の
向
上
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

（
３
）
効
率
性

効
率
性
は
「
高
い
」
と
い
え
る
。
関
係

者
に
よ
る
予
算
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が

適
切
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
施
設
改

修
や
機
材
投
入
は
計
画
通
り
に
実
行
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
県
保
健

局
や
、
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
関
係
者

の
意
欲
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
研
修

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
も

適
切
に
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
投
入
し
た
機
材
が
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
予
算
不
足
や
修
理
業
者
の
不
在
な

ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
放
置
さ
れ
て
し
ま

っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。

（
４
）
イ
ン
パ
ク
ト

イ
ン
パ
ク
ト
は
「
高
い
」
と
い
え
る
。

衛
生
的
な
出
産
環
境
が
整
い
、
乳
児
死
亡

率
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
い
段
階
か
ら
急

激
な
減
少
を
示
し
た
。
ま
た
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
「
ダ
」
国
政
府
の
国
家
戦
略
の
中

で
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、
他
県
へ
の
応
用
可
能
モ
デ
ル

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
自
立
発
展
性

自
立
発
展
性
は
「
高
い
」
と
い
え
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
を
収
め
た
こ
と
で
、

関
係
者
が
自
信
を
深
め
、
今
後
も
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
継
続
し
て
い
く
強
い
意
欲
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
今
後
も
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
な

組
織
体
制
・
人
材
育
成
は
十
分
に
整
っ
て

い
る
と
い
え
る
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
「
２
０
０

８
―
２
０
１
０
国
家
戦
略
」
に
盛
り
込
ま
れ
、

今
後
も
「
ダ
」
国
政
府
は
継
続
方
針
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
県
予
算
が
慢
性
的

に
不
足
し
て
お
り
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
に
不
安
な
点
も
見
受
け
ら
れ
た
。

※
結
　
論

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
県
の
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
改
善
が
見
ら
れ
、

評
価
５
項
目
全
て
に
お
い
て
高
い
評
価
が

得
ら
れ
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
日
本
国

お
よ
び
「
ダ
」
国
双
方
の
方
針
と
も
合
致

し
て
お
り
妥
当
性
が
高
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
施
設
の
改
善
や
研
修
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
の
有
効
性
も
高
か
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
フ
ェ

ー
ズ
２
よ
り
山
岳
部
を
含
む
県
全
域
を
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
対
象
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

当
初
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
山
岳
民
へ
の



77

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
い
う
新
た
な
問
題
を

発
見
し
、
そ
れ
に
対
処
し
た
こ
と
で
今
後

の
類
似
事
業
に
対
す
る
モ
デ
ル
と
な
り
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
の
背
景
に
は
、

「
ダ
」
国
関
係
者
の
意
欲
の
高
さ
が
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な
実
施
や
効
果
の

発
現
に
繋
が
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
今

後
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
維
持
に
大
き
な

プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
委
員
会
を
構
成
す
る

各
団
体
・
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
活

か
す
こ
と
で
効
率
良
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

運
営
さ
れ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
「
ダ
」
国
政
府
に
よ
る
人
口
法

令
の
改
定
に
よ
っ
て
、
人
口
抑
制
の
方
針

が
曖
昧
と
な
っ
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
目
標
の
１
つ
で
あ
る
人
工
妊
娠
中
絶

の
減
少
と
ズ
レ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
今
後
の
「
ダ
」
国
政
府
に
よ
る
自
立

発
展
の
た
め
に
は
十
分
な
予
算
確
保
が
不

可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
は
今
後
の

留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

※
提
　
言

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
定
の
成
功
を
収

め
て
お
り
、
「
ダ
」
国
政
府
自
身
に
よ
っ
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
フ
ェ
ー
ズ
２
を
も
っ
て

終
了
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
終
了
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、

以
下
の
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ａ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
自
立
発
展
の
た
め

に
は
国
、
県
、
郡
、
村
の
各
行
政
レ
ベ

ル
に
お
い
て
十
分
な
予
算
確
保
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
措
置
を
「
ダ
」

国
政
府
に
促
す
こ
と
。

（
Ｂ
）
山
岳
民
族
の
現
状
把
握
に
努
め
、
山

岳
部
で
も
利
用
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
た
め
に
活
動
の
多
様
化
を
検
討
す
る

こ
と
。

（
Ｃ
）
人
口
法
令
の
改
正
後
に
曖
昧
と
な
っ

て
い
る
「
ダ
」
国
政
府
に
よ
る
人
口
抑

制
の
方
針
を
明
確
化
し
、
人
工
妊
娠
中

絶
に
頼
ら
ず
に
家
族
計
画
を
推
進
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

※
教
　
訓

機
材
が
適
切
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
る

た
め
に
は
、
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
り
、

被
援
助
国
政
府
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始

時
点
か
ら
、
終
了
後
に
起
こ
る
予
算
の
問

題
を
解
決
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
必
要
が

あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
山
岳
部
女
性
に

関
し
て
は
、
各
種
の
指
標
が
低
い
結
果
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
類
似
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
安
全
な
自
宅
出
産
の
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
や
、
重
点
的
な
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
す
る
な
ど
山
岳
部
へ
の
特
別
な

配
慮
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
等
に
よ
る
家
族
計
画
の
推
進
で
は
、

男
性
参
加
者
へ
の
啓
発
が
有
効
に
機
能
し

た
こ
と
か
ら
も
、
今
後
も
同
様
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
女
性
の
み
に
対
象
を
限
定

す
る
こ
と
な
く
、
男
性
へ
の
積
極
的
な
働

き
か
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

５
・

Ｐ
Ｃ
Ｍ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
手
法
の

考
察

以
上
の
Ｐ
Ｃ
Ｍ
研
修
体
験
か
ら
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
評
価
手
法
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
た
い
。
開
発
援
助
に
お
け
る
モ

開発援助プロジェクトのモニタリング・評価手法
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ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
手
法
の
有
効
性
と
し

て
認
識
で
き
た
点
は
以
下
の
３
点
で
あ
っ

た
。第

１
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
に
基
づ
い
て
計
画
・

立
案
、
運
営
、
評
価
と
い
っ
た
一
貫
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
を
す
る
こ
と
で
、
自

然
に
評
価
５
項
目
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
一
般
的
に
評
価
の
実
施
は
、

価
値
判
断
を
伴
う
た
め
、
恣
意
的
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
Ｐ

Ｃ
Ｍ
手
法
に
基
づ
く
評
価
手
法
で
は
、
評

価
５
項
目
と
い
う
明
確
な
判
断
基
準
が
存

在
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
計
測
す

る
具
体
的
・
客
観
的
な
指
標
に
基
づ
い
て

判
断
さ
れ
る
た
め
、
評
価
者
の
恣
意
性
は

極
力
排
除
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

第
２
に
、
参
加
型
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

評
価
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
や
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
が
高
ま

る
こ
と
で
あ
る
。
研
修
の
参
加
者
は
主
に

開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
り
、
同
じ
よ

う
な
経
験
や
知
識
を
有
し
て
い
る
メ
ン
バ

ー
で
評
価
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
参
加
者
各
自
の
専

門
性
か
ら
多
様
な
角
度
に
よ
る
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
。
各
自
が
納
得
し
な
が
ら
評
価

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
客
観
性
は
高
ま

っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
。
あ
く
ま
で
研
修
と

実
際
の
評
価
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
若
干

事
情
は
異
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
多
様
な
立

場
か
ら
の
視
点
が
加
わ
る
こ
と
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
透
明
性
を
高
め
る
だ
ろ
う
。

第
３
に
、
評
価
設
問
に
対
す
る
情
報
収

集
・
分
析
を
通
じ
て
、
評
価
５
項
目
に
即

し
て
明
確
な
結
論
を
下
す
こ
と
が
で
き
る

点
で
あ
る
。
具
体
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て

判
断
を
下
す
た
め
、
日
本
人
に
あ
り
が
ち

な
曖
昧
な
判
断
や
結
論
に
陥
る
こ
と
は
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
根
拠
に

基
づ
く
明
確
な
判
断
が
あ
る
か
ら
こ
そ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
す
べ
き
な
の
か
中
止

に
す
べ
き
な
の
か
、
改
善
が
必
要
な
の
か

と
い
う
提
言
を
ま
と
め
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
手

法
に
も
不
十
分
な
点
は
あ
る
。
筆
者
が
感

じ
た
問
題
点
は
以
下
の
３
点
で
あ
る
。

第
１
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
た

め
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
適
切
に
要
約
し
、

論
理
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｍ
が
必
要
で
あ
る
が
、
実

際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で
は
適
切
な

Ｐ
Ｄ
Ｍ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
管
理
さ
れ
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
。
評
価
者
が
Ｐ
Ｄ
Ｍ

ｅ
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
元
に
な
る

Ｐ
Ｄ
Ｍ
が
論
理
的
・
具
体
的
に
な
っ
て
い

な
い
場
合
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
修
正
す
る
時
点
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
評
価
者
の
恣
意

的
な
視
点
が
介
入
し
て
し
ま
う
こ
と
を
避

け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

第
２
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
計
画
・
立
案

手
法
と
も
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
参

加
型
に
よ
る
評
価
手
法
は
、
評
価
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
構
成
や
評
価
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
日
程
な
ど
あ
る
程
度
恣
意
的
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
る
。

第
３
に
、
こ
れ
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
手
法
そ
の
も
の
に
よ
る
問
題
点
で
は
な

い
が
、
現
実
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
事
前
評
価
、
中
間
評
価
、
終

了
時
評
価
、
事
後
評
価
な
ど
多
く
の
回
数

の
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。
評
価
に
は
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
費
用
や
、
資
料
の
収

集
・
分
析
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、

報
告
書
の
執
筆
な
ど
多
額
の
費
用
や
時
間

を
必
要
す
る
。
限
ら
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
や
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人
材
を
最
適
に
投
入
す
る
に
当
た
っ
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
よ
り
も
評
価
に
比

重
が
置
か
れ
過
ぎ
る
こ
と
は
好
ま
し
い
と

は
い
い
難
い
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の

実
施
が
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
今
後

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
効
率
的
に
、
適

切
に
導
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
提
言
や
教

訓
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
け
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

上
記
の
よ
う
な
若
干
の
不
十
分
な
点
を

抱
え
な
が
ら
も
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
お
よ
び
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
評
価
手
法
は
、
開
発
援
助
プ
ロ

セ
ス
に
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
え

る
。
今
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
研
修
を
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
手
法
に
よ
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
優
れ
た
利
点
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
を
開

発
援
助
現
場
や
評
価
現
場
で
実
践
し
て
い

く
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
の
習
熟
と
と
も
に

多
く
の
評
価
経
験
に
よ
る
知
識
の
蓄
積
を

必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

評
価
手
法
の
普
及
と
Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
を
理
解

し
た
開
発
援
助
人
材
の
育
成
に
よ
っ
て
、

よ
り
透
明
度
が
高
く
、
効
果
的
な
援
助
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
践
さ
れ
て
く
こ
と
に
期
待
し

た
い
。

謝
辞本

稿
に
当
た
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
研
修
の
取
材
・

撮
影
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ｄ
、
お
よ
び
研
修
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・

副
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
皆
様
に
感
謝
致
し

ま
す
。
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０
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０
０
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Ａ
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０
３
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ダ
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ク
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０
０
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Ｃ
Ｍ
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ク
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０
０
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Ｍ
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助
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
―
参
加
型
計
画
編
改
訂
版
第
７

版
』

・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
企
画
・
調
整
部
事
業
評
価
グ
ル
ー
プ

（
２
０
０
４
）『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
の
手
引
き

―
改
訂
版
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』

・

水
上
祐
二
（
２
０
０
８
）「
開
発
援
助
に
お
け
る

参
加
型
計
画
手
法
の
意
義
―
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
主
催

の
Ｐ
Ｃ
Ｍ
研
修
参
加
を
通
じ
て
」
『
人
口
と
開

発
』
１
０
２
号

・

湊
直
信
編
（
２
０
０
３
）『
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
評

価
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
―
新
し
い
評
価
手
法
を
目
指

し
て
―
』
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ

・

湊
直
信
編
（
２
０
０
４
）『
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
評

価
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
―
利
用
ガ
イ
ド
と
事
例
―
』
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｄ

【
注
】

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
１
）
Ｐ
Ｃ
Ｍ
手
法
に
関
す
る
基
本
的
な
用
語
や
参

加
型
計
画
手
法
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ

（
２
０
０
７
）
、
水
上
（
２
０
０
８
）
を
参
照

の
こ
と
。
な
お
本
稿
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
評
価
手
法
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｄ
（
２
０
０
６
）
を
参
照
し
て
い
る
が
、

紙
面
上
の
制
約
に
よ
り
、
細
部
に
つ
い
て
は

簡
略
化
し
て
い
る
。
よ
り
詳
し
く
学
び
た
い

場
合
は
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
よ
り
直
接
教
材
を
取
り

寄
せ
て
参
照
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

（
２
）
国
際
協
力
銀
行
は
２
０
０
８
年
10
月
１
日
を

も
っ
て
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
（
株
）
日
本
政
策

金
融
公
庫
に
再
編
・
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
統
合
さ

れ
る
旧
国
際
協
力
銀
行
の
開
発
援
助
部
門
に

お
い
て
も
、
今
後
は
新
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
手
法
の
統
一
化
が
図
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
外
務
省
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
評
価
で
は
、
政
策
レ

ベ
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
な
ど
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
評
価
よ
り
も
大
規
模
な
レ

ベ
ル
で
の
評
価
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
の
評
価
手
法
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
評
価
手
法
と

は
異
な
る
。
こ
う
し
た
レ
ベ
ル
で
の
評
価
の

た
め
に
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
で
は
政
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
評
価
手
法
（L

o
g
fra
m
e
E
v
a
lu
a
tio
n

A
p
p
licatio

n
D
esign:

L
E
A
D

）
を
開
発
し
て

い
る
（
湊
編
２
０
０
３
お
よ
び
２
０
０
４
）
。

ま
た
外
務
省
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
評
価
方
針
を
知
る
に

は
外
務
省
国
際
協
力
局
評
価
室
（
２
０
０
８
）

が
参
考
に
な
る
。

（
４
）
評
価
５
項
目
と
は
、「
妥
当
性
」（relev

ance

）、

「
有
効
性
」
（e

ffe
c
tiv
e
n
e
ss

）
、
「
効
率
性
」

（efficiency

）、「
イ
ン
パ
ク
ト
」（im

p
act

）、

「
自
立
発
展
性
」（sustainab

ility
）
で
あ
る
。

詳
し
く
は
、
経
済
協
力
機
構
開
発
援
助
委
員

会
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
―
Ｄ
Ａ
Ｃ

２
０
０
２
）
を
参

照
の
こ
と
。

（
５
）
横
断
的
視
点
と
は
、
①
政
策
、
②
技
術
、
③

自
然
環
境
、
④
社
会
・
文
化
、
⑤
組
織
・
制

度
、
⑥
経
済
・
財
政
で
あ
る
。
５
項
目
の
評

価
で
は
特
に
妥
当
性
、
イ
ン
パ
ク
ト
、
自
立

発
展
性
の
設
問
を
検
討
す
る
際
に
横
断
的
視

点
が
重
要
と
な
る
。

（
６
）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
で
は
Ｐ

Ｄ
Ｍ
ｅ
は
基
本
的
に
作
成
し
な
い
方
針
で
あ

る
と
い
う
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
受
け
て

何
度
か
改
定
さ
れ
た
ｎ
番
目
の
Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｎ
を

そ
の
ま
ま
Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｅ
と
し
て
使
用
す
る
。

（
７
）
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ク
ト
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
協
力
活
動
を

し
て
い
る
の
か
は
国
際
協
力
事
業
団
（
２
０

０
３
）
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
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にゅーすふぉーらむ

に
ゅ
ー
す
ふ
ぉ
ー
ら
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（読売新聞　08・09・04 朝刊）

（朝日新聞　08・09・13 朝刊）
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（毎日新聞　08・09・15 朝刊）



84
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財団法人アジア人口・開発協会は、機関誌『人口と開発』で発表する論文を

募集しております。テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、ア

ジアの現状に関するものを歓迎いたします。掲載論文の著作権は、財団法人ア

ジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利用を妨げるものではありませ

ん。また応募論文は未発表のものに限ります。

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を

切り開くようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。大学院生をは

じめ、若手研究者に門戸を開き、今後の人口と開発に関する研究を促進すること

を目的としております。広くご案内下さいますようお願い申し上げます。

投稿される原稿は原則としてEメールまたは郵送にてお送り下さい。その際、

応募者の略歴（写真つき）も同封して下さい。

なお、採用された論文には薄謝（当財団規定）を進呈致します。奮ってご応

募下さい。

機関誌『人口と開発』投稿論文を募集機関誌『人口と開発』投稿論文を募集

●応募作の締切日
春号　2月1日

夏号　5月1日

秋号　8月1日

冬号　11月1日

●原 稿 送 付 先
〒105-0003 東京都港区西新橋2-19-5

カザマビル8F

財団法人アジア人口・開発協会

『人口と開発・投稿論文』係

TEL：03-5405-8844

FAX：03-5405-8845

E-mail：apda@apda.jp
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Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員〜

ご
入
会
の
お
願
い
〜

人
口
問
題
は
、
21
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
１
９
９
９

年
に
60
億
人
を
超
え
た
世
界
人
口
は
現
在
65
億
人
に
達
し
、
人
口
は
依
然
と
し
て
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
今
後
、
２
０
５
０
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
約
90
億
人
に
ま
で
増
加
を
続
け
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
地
球
環
境
に
大
き
な
圧
迫
を
加
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
今
、
世
界
各
地

で
叫
ば
れ
て
い
る
〝
環
境
問
題
〞
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
で
す
。

現
在
、
世
界
の
人
口
問
題
は
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
や
南
ア

ジ
ア
で
は
爆
発
的
な
人
口
増
加
が
続
き
、
貧
困
に
悩
ん
で
い
る
と
同
時
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
蔓

延
が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
な
ど
の
よ
う
な
先
進
国
で
は
、
少
子
・
高
齢

化
が
進
み
、
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
社
会
保
障
費
の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
様
々
な
重

大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
人
口
問
題
は
私
達
に
と
っ
て
身
近
な
、〝
幸
せ
〞
や
〝
生

き
方
〞
を
左
右
す
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
人
口
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
文
脈
の
中
で
の
、
環
境
、
保

健
、
農
業
、
労
働
、
都
市
問
題
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
世
界
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
観
点
か
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
お
よ
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、「
調
査

研
究
事
業
」、「
出
版
事
業
」、「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
支
援
事
業
」、「
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
東
京
事
務
所
」
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
研
究
か
ら
政
策

形
成
支
援
、
国
会
議
員
活
動
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
そ
の
活
動
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＜会員の特典＞
●寄付金には特定公益増進法人としての認

可を受けているため、免税措置が取られ

ています。

●機関誌「人口と開発」を始め、リソースシ

リーズなど協会の出版物をお送りします。

●人口と開発に関する海外情報が入手できま

す。

●その他、APDAが主催・共催するシンポジ

ウムなどへご招待いたします。

賛助会員

・個人寄付金　1口　 5,000円（年額）

・法人寄付金　1口　50,000円（年額）

免税措置：

当法人は所得税法施行令第217条第1項

第3号および法人税法施行令第77条第1項

第3号に掲げる特定公益増進法人です。

＜申し込み先＞
〒105-0003

東京都港区西新橋2-19-5 カザマビル8F

『財団法人アジア人口・開発協会（APDA）』

TEL：03-5405-8844

FAX：03-5405-8845

E-mail：apda＠apda.jp
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昭和58（1983）年度
１．中華人民共和国人口・家族計画基礎調査報告書

Basic Survey on Population and Family Planning in

the People's Republic of China（英語版）

（中国語版）

昭和59（1984）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－インド国－

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development in Asian Countries

－India－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－タイ国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－Thailand－（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

Demographic Transition in Japan and Rural

Development（英語版）

４．Survey of Fertility and Living Standards in Chinese

Rural Areas－Data－all the households of two villages in

Jilin Province surveyed by questionnaires－（英語版）

（中国語版）

５．スライド　日本の農業、農村開発と人口－その軌跡－

Agricultural & Rural Development and Population in

Japan（英語版）

Perkembangan Pertanian,Masyarakat Desa Dan

Kependudukan Di Jepang（インドネシア語版）

本作品（4カ国語版）は、1985年（財）日本視聴覚教育

協会主催優秀映像教材選奨社会教育部門で優秀賞を

受賞。

昭和60（1985）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－タイ国－

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development in Asian Countries

－Thailand－（英語版）

本協会実施調査報告書及び出版物２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－インド国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－India－（英語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告書

Basic Survey（Ⅱ）on Population and Family

Planning in the People's Republic of China（英語版）

（中国語版）

４．ネパール王国人口・家族計画基礎調査

Basic Survey Report on Population and Family

Planning in the Kingdom of Nepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

Urbanization and Development in Japan（英語版）

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

－データ編－

Survey of Urbanization, Living Environment and

Welfare in Bangkok－Data－（英語版）

７．スライド　日本の都市化と人口

Urbanization and Population in Japan（英語版）

Urbanisasi Dan Kependudukan Di Jepang（インドネ

シア語版）

昭和61（1986）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－インドネシア国－

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development in Asian Countries

－Indonesia－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－インドネシア国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－Indonesia－（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究－人的能力

開発の課題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

Labor Force and Development in Japan（英語版）

５．人口と開発関連統計集

Demographic and Socio-Economic Indicators on

Population and Development（英語版）
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Agricultural Development in Asian Countries

－Nepal－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－中華人民共和国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－China－（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

－タイ国－

４．日本の人口と家族

Population and the Family in Japan（英語版）

５．アジアの人口転換と開発－総計集－

Demographic Transition and Development in Asian

Countries－Overview and Statistical Tables－

（英語版）

６．スライド　日本の人口と家族

Family and Population in Japan－Asian Experience－

（英語版）

（中国語版）

Penduduk & Keluarga Jepang（インドネシア語版）

７．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

平成元（1989）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

―バングラデシュ国―

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development

－Bangladesh－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－ネパール国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－Nepal－（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

－マレーシア国－

４．日本の人口構造変動と開発－高齢化のアジア的視点－

Structural Change in Population and Development－

Japan's Experience in Aging－（英語版）

５．アジア諸国の農業開発－5カ国の比較－

Strategic Measures for the Agricultural Develop-

ment－ Comparative Studies on Five Asian

Countries－（英語版）

６．スライド　日本の産業開発と人口

－その原動力・電気－

Industrial Development and Population in Japan

－The Prime Mover-Electricity－（英語版）

Pembangunan Industri dan kependudukandi

Jepang－Penggerak Utama-Tenga Listrik－

（インドネシア語版）

７．ネパール王国人口・家族計画第二次基礎調査

Complementary Basic Survey Report on Population

and Family Planning in the Kingdom of Nepal

（英語版）

昭和62（1987）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－中華人民共和国－

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development in Asian Countries

－China－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－中華人民共和国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－China－（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

－フィリピン国－

４．日本の人口と農業開発

Population and Agricultural Development in Japan

（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

Population, Development and Environment in Nepal

（英語版）

６．スライド　日本の人口移動と経済発展

The Migratory Movement and Economic Develop-

ment in Japan（英語版）

（中国語版）

Perpindahan Penduduk Dan Perkembangan Ekonomi

Di Jepang（インドネシア語版）

７．トルコ国人口家族計画基礎調査

昭和63（1988）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－ネパール国－

Report on the Survey of Rural Population and
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－Sri Lanka－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－フィリピン国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－The Philippines－（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

－中華人民共和国－

４．日本の地域開発と人口－1990年代の展望－

Regional Development and Population in Japan

－Trends and Prospects in the 1990's－（英語版）

５．アジアの労働力移動

Labor Migration in Asia（英語版）

６．スライド　日本の地域開発と人口

Regional Development and Population in Japan

（英語版）

Permbangunan Daerah dan Populasi di jepang

（インドネシア語版）

平成4（1992）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－マレーシア国－

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development－Malaysia－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－ベトナム国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－Viet Nam－（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

－スリランカ国－

４．アジアの産業転換と人口

Industrial Transition and Population in Asia

（英語版）

５．スライド・ビデオ　明日に生きる

－日本の産業転換と人口－

Living for Tomorrow－Industrial Transition and

Population in Japan－（英語版）

Hidup Untuk Hari Esok－Peralihan Struktur Industri

Dan Populasi Jepang－（インドネシア語版）

６．スライド　高齢化社会への日本の挑戦

－生きがいのある老後を目指して－

Aging in Japan－Challenges and Prospects－

（英語版）

Tantangan Masyarakat Lanjut usia Jepang

（インドネシア語版）

本作品（4カ国語版）は、1990年（財）日本視聴覚教

育協会主催優秀映像教材選奨社会教育部門で優秀賞を

受賞。

平成2（1990）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－フィリピン国－

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development

－The Philippines－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－バングラデシュ国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－Bangladesh－（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

－インドネシア国－

４．日本の人口・開発・環境－アジアの経験－

Population, Development and Environment in

Japan－Asian Experience－（英語版）

５．アジアの人口都市化－統計集－

Prospects of Urbanization in Asia（英語版）

６．スライド　日本の環境・人口・開発

Environment, Population and Development in Japan

（英語版）

Lingkungan,Penduduk dan Pembangunan Jepang

（インドネシア語版）

本作品（4カ国語版）は、1991年（財）日本視聴覚教

育協会主催優秀映像教材選奨

社会教育部門で優秀賞を受賞。

平成3（1991）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－スリランカ国－

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development
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New Horizons for the Women of Asia（英語版）

Wanita Asia Kini……（インドネシア語版）

平成7（1995）年度
１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告書

－パキスタン国－

Report on the Basic Survey on Agricultural and

Rural Development by Progress Stage in Asian

Countries－Pakistan－（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書－ネパール国－

Report on the Survey of Urbanization and

Development in Asian Countries－Nepal－（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書－インド国－

４．アジアにおける女性のエンパワーメント

Empowerment of Women in Asia（英語版）

５．スライド・ビデオ　アジアを拓け－女性たち－

A Bright of Gender Equality－Empowerment of

Women in Asia－（英語版）

通往目強之路―今日亜洲女性－（中国語版）

Harpan Cerah bagi Persamaan－Kaum Wanita Asia

Merambah Jalan－（インドネシア語版）

平成8（1996）年度
１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告書

－ラオス人民民主共和国－

Report on the Basic Survey on Agricultural and

Rural Development by Progress Stage in Asian

Countries

－Lao People's Democratic Republic－（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

－フィリピン国－

Report on the Survey of Urbanization and

Development in Asian Countries

－the Philippines－（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書－ラオス国－

４．21世紀の人口・食糧戦略－アジアと世界－

Population and Food Strategy for the 21st Century－

Asia and World－（英語版）

５．スライド・ビデオ　2025年への決断

－アジアの人口増加と食料－

Challenge and Decision for the Year 2025

平成5（1993）年度
１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－ベトナム国－

Report on the Survey of Rural Population and

Agricultural Development

－Viet Nam－（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－スリランカ国－

Report on the Basic Survey of Population and

Development in Southeast Asian Countries

－Sri Lanka－（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書－フィリピン国－

４．アジアからの挑戦－人口と開発－

Challenge and Strategy of Asian Nations

－Population and Sustainable Development－（英語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦－女性の地位向上と日本の人口－

Woman and their Challenges－Improvements in the

Status of Woman the Population of Japan－

（英語版）

（中国語版）

Tantangan Kaum Wanita－Emansipasi Wanita dan

Populasi Di Jepang－（インドネシア語版）

平成6（1994）年度
１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告書

－インド国－

Report on the Basic Survey on Agricultural and

Rural Development by Progress Stage in Asian

Countries

－India－（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書－タイ国－

Report on the Survey of Urbanization and

Development in Asian Countries

－Thailand－（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書－ベトナム国－

４．アジアの女性労働力参加と経済発展－21世紀の戦略－

Woman's Labor Participation and Economic

Development in Asia－Strategy Toward the 21st

Century－（英語版）

５．スライド・ビデオ　アジアの女性たちはいま……



93

４．発展の制約－中国・インドを中心に－

Constrains on Development

－Focus on China and India－（英語版）

５．スライド・ビデオ　地球からの警告

－アジア、水と食料の未来－

A Warning from the Earth

－The Future of Asia, Water and Food－（英語版）

来自地球的警告-亜洲、水和粮食的未来－（中国語版）

Peringatan dari Bumi

－Masa Depan Asia-Air dan Pangan－（インドネシ

ア語版）

平成11（1999）年度
１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書－モンゴル国－中央県、セレンゲ県を中心として－

Report on the Basic Survey on Agricultural and

Rural Development by Progress Stage in Asian

Countries－Mongolia－Focus on Tov and Selege-

Aimang－（英語版）

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

－中国－上海を中心に－

Report on the Survey of Aging and Health in Asian

Countries

－China－Focus on Shanghai－（英語版）

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書－バングラデシュ人民共和国－

Report of Employment Security System and Labour

Policy in Asian Countries－Bangladesh－（英語版）

平成12（2000）年度
１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告書

－ミャンマー連邦－マンダレー管区･エヤワディ管区

を中心として－

Report on the Basic Survey on Agricultural and

Rural Development by Progress Stage in Asian

Countries

－The Union of Myanmar－Focus on Mandalay and

Ayeyarwady Division－（英語版）

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

－タイ国－

Report on the Survey of Aging and Health in Asian

Countries

－Thailand－（英語版）

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書－カンボジア王国－

－Population Increase and Food in Asia－（英語版）

Tekad Untuk Tahun 2025－Pertambahan Populasi

dan Pangan di Asia－（インドネシア語版）

平成9（1997）年度
１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告書

－ラオス人民民主共和国－

Report on the Basic Survey on Agricultural and

Rural Development by Progress Stage in Asian

Countries

－Lao People's Democratic Republic－（英語版）

２．アジアの社会開発と人間開発

Social Development and Human Development in

Asia（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書－マレーシア国－

４．水をめぐる21世紀の危機－アジア人口を焦点として－

Water Crisis in the Twenty First Century

－Prospect of Asian Population and Development－

（英語版）

５．スライド・ビデオ　水は生きている－人口と水資源－

Water is Alive－Population and Water Resources－

（英語版）

Air itu Hidup－Penduk dan Sumder Air－

（インドネシア語版）

平成10（1998）年度
１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告書

－カンボジア国－

Report on the Basic Survey on Agricultural and

Rural Development by Progress Stage in Asian

Countries

－Cambodia－（英語版）

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

－大韓民国－

Report on the Survey of Aging and Health in Asian

Countries

－The Republic of Korea－（英語版）

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書

－イラン国－

Report of Employment Security System and Labour

Policy in Asian Countries－Islamic Republic of

Iran－（英語版）
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Base Study on Impact of Population Issue on

Agriculture and Rural Development 

―Vietnam―（英語版）

２．日本企業における中国人高度技能労働者の日本への移

動に関する調査研究

平成18（2006）年度
１．人口問題を基礎とした農業・農村環境開発調査

－カンボジア王国－

Base Study on Impact of Population Issue on

Agriculture and Rural Development

－Kingdom of Cambodia－（英語版）

２．アジア各国からの留学生の雇い入れに関する実態調査

報告書

平成19（2007）年度
１．人口問題を基礎とした農業・農村環境に関する基礎調

査－ウガンダ共和国－

Base Study on the Impact of the Population on

Agriculture and Rural Environment－Republic of

Uganda －（英語版）

平成13（2001）年度
１．人口問題を基礎とした農業･農村開発調査報告書

－カザフスタン国－

Report on Survey of Agricultural and Rural

Development based on Population Issues

－The Republic of Kazakhstan－（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

－マレーシア国－

Report on the Survey of Urbanization and

Development in Asian Countries

－Malaysia－（英語版）

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書－インド国IT産業を中心に－

平成14（2002）年度
１．人口問題を基礎とした農業･農村開発調査報告書

－ウズベキスタン国－

Report on Survey of Agricultural and Rural

Development based on Population Issues.

－The Republic of Uzbekistan－（英語版）

２．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書－ベトナム国－

平成15（2003）年度
１．人口問題を基礎とした農業･農村開発調査報告書

－パキスタン国－

Report on Survey of Agricultural and Rural

Development based on Population Issues

－Pakistan－（英語版）

２．アジア諸国の雇用政策と国際的な労働力移動に関する

調査研究報告書

－ミャンマー連邦－

平成16（2004）年度
１．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告書

－インド国－

Report on Survey of Agricultural and Rural

Development based on Population Issues

－India－

２．情報サービス業における国際分業と労働力需給に関す

る調査研究－日本・中国－

平成17（2005）年度
１．人口問題が農業・農村に与える影響に関する基礎調査

―ベトナム国―
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１.「国連人口開発会議における注釈のついた概要」（日本

語版）

「International Conference on Population and

Development Annotated outline of the final

document of the conference, noted by the

Secretary-General」の日本語版。国際人口開発会議

行動計画の作成過程で、その最終準備会議開催に向け

て用意された行動計画案である。この「概要」に基づ

き、国際人口開発会議行動計画が形成された。行動計

画採択以前に準備されたこの和訳は、行動計画採択に

際し日本からの働きかけを行う上で大きく寄与した。

２.「国際人口開発会議行動計画要旨」1995年（日本語版）

1994年カイロの国際人口開発会議（ICPD）の行動計

画の要旨。同文書関連の出版物としては本邦初。

３.「国際人口開発議員会議（ICPPD）議事録」1995年

（日本語版）

1994年カイロでの国際人口開発会議（ICPD）に先駆

けて開催された、国会議員会議である国際人口開発議

員会議の議事録。同会議には117ヵ国約300名の国会議

員が参加し、会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された。

４．国連人口基金「世界人口・開発援助の現状―日本の貢

献―」1995年（日本語版）

現在の人口分野に対する援助の現状と、資金の流れを

分析。我が国の人口分野への貢献も併載。

５.「国際人口・社会開発議員会議（IMPPSD）議事録」

1996年（日本語版）

世界社会開発サミット（WSSD）にあわせ、1995年3

月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人口と

社会開発に関する国会議員会議議事録。

６．黒田俊夫著「リソース・シリーズ1 国連人口会議20

年の軌跡―ブカレストからカイロへ―」1996年（日

本語版）

第1回人口会議であるブカレスト会議から1994年カイ

ロの国際人口開発会議まで、すべての国連主催の人口

会議に参加し、人口分野における世界的大家である著

者が、その推移を概観し分析した。リソース・シリー

ズとして銘打った記念すべき第1号。

７．Toshio Kuroda, Resource Series 2 「 From

Bucharest to Cairo―20 Years of United Nations

Population Conferences―」 1996 年（英語版）

好評をもって迎えられた「リソース・シリーズ1」の

英文版。

８.「国際女性・人口・開発議員会議（IMPGPD）議事録」

1996年（日本語版）

リソースシリーズ
第4回世界女性会議（FWCW）にあわせ、1995年9月に

東京で開催された国際女性・人口・開発議員会議

（IMPGPD）の議事録。同会議には第4回世界女性会議

に対する各国政府代表を中心とする国会議員が参加し

た。

９．FAO/UNFPAおよびボートン・ズアン、グエン・テ

ィ・タン著「リソース・シリーズ3 食料安全保障と

人口：資料」1997年（日本語版）

世界食料サミットへの準備として、国連食料農業機関

（FAO）が国連人口基金と共同研究を行った「人口増

加と土壌劣化」に関する論文の日本語版。および、

1996年5月にマレーシア・クアラルンプールで開かれ

た人口と食糧安全保障に関するAFPPD（人口と開発

に関するアジア議員フォーラム）特別運営委員会で、

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・ティ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の台本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された。

10．「国際食料安全保障・人口・開発議員会議（IMPFSPD）

議事録」1997年（日本語版）

食料農業機関（FAO）主催の世界食料サミット

（WFS）にあわせ、1996年11月にスイス・ジュネーブ

で開催された国際食料安全保障・人口・開発議員会議

の議事録。同会議の成果は、世界食料サミットで公式

に配布され、櫻井新・会議議長からルジェーロWTO

事務局長に手渡された。

11．国連人口基金「未来のための食料」1997年（日本語

版）

国連人口基金出版物「Food for the Future」の日本語

版。人口増加の抑制と食料確保を行うためには、女性

の参加が不可欠であることを様々な具体例から解明し

ている。

12．国連食糧農業機構（FAO）「リソース・シリーズ4

世界食料サミット1996年世界食料安全保障のための

ローマ宣言および世界食料サミット行動計画」1997

年（日本語版）

世界食料サミットのローマ宣言と行動計画の本邦初の

翻訳。多分野から同文書の日本翻訳の決定版として高

い評価を受けた。

13．「リソース・シリーズ5 Five Years from ICPPD

―国際人口開発議員会議から5年―人口と開発に関す

る国会議員会議宣言文」1998年（和・英）

カイロの国際人口開発会議から5年目を迎え、人口と

開発に関する国際議員会議、地域議員会議の宣言文を

集成。今後の更なる発展のための資料とした。

14．「リソース・シリーズ6 Population Policy in Asia」

1998年（英語版）

当財団が主催する「人口と開発に関するアジア国会議

員会議」で呼びかけ、各国の人口政策について各国政
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府責任者もしくは専門家が記述した。各国の政策に責

任を持つ国会議員が関与している点で類例を見ない。

15．「リソース・シリーズ7 欠乏の時代の政治学―引き裂か

れる水資源―」1998年（日本語版）

ワールド・ウォッチ研究所から刊行されたSandra

Postel著「Worldwatch Paper 132: Dividing the

Waters: Food Security, Ecosystem Health, and the

New Politics of Scarcity」の邦訳。今後、淡水資源の

不足は人類社会に大きな制約を与えると考えられてい

る。増え続ける人口を支えるための農業生産も、淡水

資源の逼迫によって大きく制約を受ける。地球は水の

惑星といわれるが、飲料や農業用に安定して使用でき

る水の総量は地球上の水の0.000008％に過ぎない。こ

の水の総量は有史以来変わっておらず、人口が増加す

れば一人当たり使用できる水の量は減少していくのが

現実だが、十分に認識されているとは言い難い。人口

増加を支えている地球の限界が目の前に迫っているこ

とに警告を発している。（日本語版版権取得）

16．国連人口基金「人類のための環境」1998年（日本語版）

国連人口基金出版物「Environment for People」の日本語

版。人口問題、環境問題、開発問題を効率的かつ実質的

に解決するためには、その3つの領域間に架け橋を架け、

相関関係を重視することが必要である。この視点に立ち、

主に環境と人口の間に横たわる様々な問題を取り上げ、

解決のために必要な視点、方法、手段を探っている。

17．「リソース・シリーズ8 Parliamentarians' Activities

on Population and Development―History of

Parliamentarians' Activities and Its Findings―」1999年

（英文、一部スペイン語）

1999年2月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催され

た、国際人口開発会議評価のための国会議員フォーラ

ム（IFP）のために準備された出版物。1994年の国際

人口開発会議以降、人口と開発に関するアジア議員フ

ォーラム（AFPPD）を始めとし、アメリカ地域人口・開

発国会議員グループ（IAPG）、アフリカ･アラブ地域人口

開発議員フォーラム（FAAPPD）、ヨーロッパ地域での国

会議員活動の成果である宣言文と、各議連の活動史を

掲載。地域の枠を超え、人口と開発に関する国会議員

活動の成果が一覧としてまとめられた事はかつてなく、

地球規模での国会議員活動の広がりを象徴している。

18.「国際人口開発会議評価のための国会議員フォーラム

（IFP）報告書」1999年（日本語版）

1999年2月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議員フォー

ラム（IFP）」の報告書。103ヵ国からおよそ210名の

国会議員が参加した同会議では、国際人口開発会議か

ら5年間の進捗状況と、その進展を阻む障害について

熱心な討議が行われ、人口と持続可能な開発を一貫し

た視点で扱う事を強く求めた「国際人口開発会議評価

のための国会議員フォーラム・ハーグ宣言」が採択さ

れた。この内容は会議事務総長を務めた桜井新

AFPPD議長の手により、ハーグの国際フォーラムな

らびに3月にニューヨークで開催された準備会議の場

でも発表された。

19．「リソース・シリーズ9 第21回国連特別総会特別委

員会報告書『付録』―国連人口開発会議行動計画のさ

らなる実施に向けた主な行動―」1999年（日本語版）

1999年6月30日～7月2日にかけて、ニューヨークの国

連本部で開催された「国際人口開発会議から5年を経

過したその評価のための国連人口特別総会報告書」日

本語版。同会議では、国際人口開発会議（ICPD）か

ら5年を経て、行動計画を実施する上で必要となる指

標や、AIDSの予想以上の蔓延といった障害を解消す

るための具体的行動などを、国連加盟国が国連総会の

場で協議し確認した。

20．「人口と開発に関するアジア議員フォーラム第6回大会

議事録」2000年（日本語版）

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人口と開発に関する議員フォーラム（AFPPD）」が3

年に一度開催する大会の議事録（日本語版）。1981年に

設立されて以来、AFPPDは世界の人口と開発に関する

地域議員活動において、アジアのみならず、世界レベ

ルでも指導的な役割を担っている。同大会は、その提

唱者であり創設者の佐藤隆・元農水大臣と、櫻井新・

AFPPD議長の出身地である新潟県で開催され、1000年

期最後の大会として、2000年期に向けたアジア･太平洋

地域の人口・開発問題に関する国会議員の活動方針を

協議し、その成果は「新潟宣言」にまとめられた。

21．「リプロダクティブ・ライツ・チャート2000」2000年

（日本語版）

IPPF（国際家族計画連盟）が作成した「IPPF/

iwaraw, reproductive rights 2000」ウォールチャート

の日本語版。世界各国のリプロダクティブ・ヘルスや

ライツに関する政策の現状や進捗状況を一覧にしたも

のである。英語版ではアルファベット順になっていた

ものを地域別・あいうえお順に編集を加え、読者の便

を図っている．また、各国の国名表記は外務省の表記

に準拠した正規名称を用いている。

22．国連人口基金「女性のエンパワーメントに向けて」

2000年（日本語版）

国連人口基金出版物「Working to Empower Women:

UNFPA's Experience in Implementing the Beijing

Platform of Action」の日本語版。"女性のエンパワー

メント"は国際人口開発会議（ICPD）行動計画におい

て人口問題の解決を果たす上での重要なカギとなる概

念として位置付けられた。また、中国北京で開催され

た第4回世界女性会議では中心的な概念となった。第4

回世界女性会議から5年を踏まえ、人口、女性問題に

共通する女性のエンパワーメントを中心に、ICPD行

動計画ならびに女性会議の行動綱領実施と関連する

UNFPAの活動を具体的に紹介している。
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23．「リソース・シリーズ1 国連人口会議20年の軌跡―ブ

カレストからカイロへ―」（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ1を復刻した。

24．「リソース・シリーズ7欠乏の時代の政治学―引き裂かれ

る水資源―」（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ7を復刻した。

25．国連人口基金「人口問題ブリーフィングキット2000

年度版」2001年（日本語版）

国連人口基金出版物　「Population Issues Briefing

Kit 2000」の翻訳。人口問題は"数"の問題ではなく、

生活をしている"人々"の問題であるという視点から、

現在の人口分野における様々な課題とその問題への取

り組みを概観したもので、カイロの行動計画実施の意

味を説明している。

26．国連人口基金「人口問題ブリーフィングキット2001

年度版」2002年（日本語版）

国連人口基金出版物「Population Issues Briefing Kit

2001」の翻訳。2000年に国連本部で開催されたミレ

ニアムサミットで採択されたミレニアム開発目標の中

に人口問題を位置付け、新たなUNFPAの人口問題へ

の取り組みを示し、人口分野における様々な課題とそ

の問題の現状と取り組みを概観した。

27．「人口問題を考える―人類生存の条件と人類社会の未

来―」（日本語版）

APDA創立20周年を記念して開催された公開フォーラ

ムの議事録。この公開フォーラムでは、日本が世界に

誇る各分野の権威者が、宇宙物理学、生物学から生命

倫理まで様々な視点から人口問題を概観してもらい、

なぜ人口問題が人類の将来にとって決定的に重要なの

かを論じた。私達が生きるこの世界における人口問題

の意味を、このような様々な視点から論じた類書はほ

とんどなく、好評をもって迎えられた。

28．「Population Issues―The Conditions of Human

Survival and future of our Society」（英語版）

「リソース・シリーズ27 人口問題を考える―人類生

存の条件と人類社会の未来―」の英語版。

29．「ODA Quarterly 2003 on Population and Development」

2003年（英語版）

2003年度に4半期ごとに刊行されたODAクォータリー

の創刊号から4号までを英訳したもの。ODAクォータ

リーは国会議員に対して人口と開発問題に対する日本

国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成された

もので、財団法人家族計画国際協力財団（JOICFP）

とUNFPA東京事務所との協力で発行されている。

30．「地球の人口と水」（日本語版）

国連人口基金の刊行物である「Global Population

and Water」の日本語版。同書は2003年3月に京都･大

阪・滋賀で開催された第3回世界水フォーラムにおけ

る議論に資するために作成されたもので、食料生産、

安全な水供給、公衆衛生などの側面から水と人口問題

とかかわりを包括的に扱ったものである。

31．「ODA Quarterly 2004 on Population and Development」

2004年（英語版）

2004年度に4半期ごとに刊行されたODAクォータリー

の5号から8号までを英訳したもの。ODAクォータリ

ーは国会議員に対して人口と開発問題に対する日本国

からの拠出の重要性を訴えかけるために作成されたも

ので、財団法人家族計画国協力財団（JOICFP）と

UNFPA東京事務所の協力で発行されている。それぞ

れのテーマは、第5号「ICPD+10」、第6号「人口、持

続可能な開発と環境」、第7号「人口、持続可能な開発

と貧困とODA」、第8号「ミレニアム開発目標と人口」。

32．「ミレニアム開発目標の達成に向けて―人口とリプロ

ダクティブ･ヘルスが正否の鍵を握る―人口・開発戦

略―」2004年（日本語版）

国連人口基金から刊行された、「Achieving the

Millennium Development Goals－Population and

Reproductive Health as Critical Determinants－

Population and Development Strategies #10」の日

本語版。ミレニアム開発目標と人口関連の目標を関係

付け、ミレニアム開発目標とこれまでの達成を図で示

し、ミレニアム開発目標を達成するためには今後どの

ような努力が必要になるかを具体的に示している。

33．「人口から見た安全保障―冷戦後の内戦と人口」2005

年（日本語版）

Population Action Internationalから刊行された「The

Security Demographic－Population and Civil War

after the Cold War－」の日本語版。冷戦後の各国デ

ータを解析し、全人口に対する若年層の高い割合、都

市人口の急激な増加、一人当たり利用可能な耕地・水

資源の減少といった特徴を示す国では内戦に陥る危険

性が高いことを示す。その一方で、「多産多死」から

「少産少死」の状態へと移行することで内戦のリスク

が低下することを指摘し、リプロダクティブ・ヘル

ス・サービスの幅広い提供や女性の地位向上等への活

動や国際協力が、安全保障の観点からも重要であると

論じている。

34．「ODA Quarterly 2005 on Population and Development」

2005年（英語版）

2005年に4半期ごとに刊行されたODAクォータリーの9号

から12号までを英訳したもの。ODAクォータリーは国会

議員に対して人口と開発問題に対する日本国からの拠出

の重要性を訴えかけるために作成されたもので、財団法

人家族計画国際協力財団（JOICFP）、UNFPA東京事務

所、NPO2050の協力で発行されている。

35．「広島から未来へのメッセージ～人類と地球の平和な

未来のために～人口・環境・エイズ・国際協力」2006年

（日本語版）
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広島大学・国連人口基金（UNFPA）・国際家族計画

連盟（IPPF）後援のもと、2006年10月に広島県広島

市でAPDAが開催した国内セミナーの講演を収録。

「平和」をキーワードに、環境、HIV／エイズなどの

感染症、地方からの開発協力といった幅広い視点で人

口・開発分野の現状と課題を取り上げ、持続的可能な

開発と人口問題の解決、および国際協力の重要性を説

いた。

36．「ODA Quarterly 2006 on Population and Development」

2007年（英語版）

2006年から4半期ごとに刊行されたODAクォータリー

の13号から16号までを英訳したもの。ODAクォータ

リーは国会議員に対して人口と開発問題に対する日本

国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成された

もので、財団法人家族計画国際協力財団（JOICFP）、

UNFPA東京事務所、NPO2050の協力で発行されてい

る。

37．「ODAクォータリー 2003-2007合本版」2007年

2003年から4半期ごとに刊行されているODAクォータ

リーの創刊号から最新号20号までを合本して刊行。

ODAクォータリーは国会議員に対して人口と開発問

題に対する日本国からの拠出の重要性を訴えかけるた

めに作成されたもので、財団法人家族計画国際協力財

団（JOICFP）、UNFPA東京事務所、NPO2050の協力

で発行されている。今回、最新号の20号を機に合本版

を作成し、国会議員だけでなく広く一般への配布を目

的に刊行された。

38．「持続可能な開発における人口－分析、目標、行動、

現実」（日本語版）

2002年に開催された「持続可能な開発に関する世界首

脳会議（ヨハネスブルグサミット）」に向けて人口と

開発に関するグローバル・サイエンス・パネルが発表

した報告書の翻訳版。持続可能な開発を考慮するにあ

たり「人口」がどのような役割を果たすのかを分析し、

その重要性を啓発することを目的として発表された。

本書では、人口増加や人口分布、人口移動などの人口

学的要素を考察することの重要性が強調されるととも

に、人間の権利、能力、機会に焦点を当てることで個

人、社会そして地球環境に多面的な恩恵が与えられる

としたカイロ会議の成果を受けて、持続可能な開発の

達成には人口に対する考察が欠かせないとアピールし

ている。
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1993年に東京で開催された人口と開発に関するアジア

国会議員代表者会議の議事録。

8. 「第10回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」1994年（日本語版）

「The 10th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1994年（英語版）

1994年に中国・北京で開催された人口と開発に関する

アジア国会議員代表者会議の議事録。

9. 「第11回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」1995年（日本語版）

「The 11th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1995年（英語版）

1995年に東京で開催された人口と開発に関するアジア

国会議員代表者会議の議事録。

10.「第12回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」1996年（日本語版）

「The 12th Asian Parliamentarians Meeting on

Population and Development」1996年（英語版）

1996年にフィリピン・マニラで開催された人口と開発

に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。

11. 「第13回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」1997年（日本語版）

「The 13th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1997年（英語版）

1997年に神戸で開催された人口と開発に関するアジア

国会議員代表者会議の議事録。

12. 「第14回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」1998年（日本語版）

「The 14th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1998（英語版）

1998年にインド・ニューデリーで開催された人口と開

発に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。

13. 「第15回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」1999年（日本語版）

「The 15th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1999（英語版）

1999年に韓国・ソウルで開催された人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議の議事録。

14. 「第16回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」2000年（日本語版）

「The 16th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」2000年（英語版）

2000年にタイ・バンコクで開催された人口と開発に関

するアジア国会議員代表者会議の議事録。

APDA会議議事録

1. 「第3回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」1987年（日本語版）

「The 3rd Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1987年（英語版）

1987年にタイ・バンコクで開催された人口と開発に関

するアジア国会議員代表者会議の議事録。

2. 「第4回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」1988年（日本語版）

「The 4th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1988年（英語版）

1988年にマレーシア・クアラルンプールで開催された人

口と開発に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。

3. 「第5回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」1989年（日本語版）

「The 5th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1989年（英語版）

1989年にフィリピン・マニラで開催された人口と開発

に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。

4. 「第6回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」1990年（日本語版）

「The 6th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1990年（英語版）

1990年にインドネシア・ジャカルタで開催された人口

と開発に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。

5. 「第7回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」1991年（日本語版）

「The 7th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1991年（英語版）

1991年に韓国・ソウルで開催された人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議の議事録。

6. 「第8回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」1992年（日本語版）

「The 8th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1992年（英語版）

1992年に東京で開催された人口と開発に関するアジア

国会議員代表者会議の議事録。

7. 「第9回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議」

1993年（日本語版）

「The 9th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」1993年（英語版）

APDA会議議事録・UNFPA
日本信託基金（JTF）事業報告書
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ーマは「グローバル化する社会における人口―アジ

ア・太平洋に焦点を当てて」。

21.「第23回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」2007 年（日本語版）

「The 23rd Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」2007年（英語版）

2007 年に東京で開催された人口と開発に関するアジ

ア国会議員代表者会議の議事録。（財）アジア人口・

開発協会（APDA）が創立25周年を迎えたことを期に、

「人口と持続可能な開発―新たな25年に向けて―」を

テーマにこれまでの活動を振り返り、今後の課題を改

めて協議した。

22.「第24回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」2008年（日本語版）

「The 24th Asian Parliamentarian's Meeting on

Population and Development」2008年（英語版）

2008年にマレーシア・クアラルンプールで開催された

人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議の議事

録。テーマは「気候変動・感染症・人口問題」。

UNFPA日本信託基金（JTF）事業報告書

1. 「日本国国会議員アフリカ3カ国視察団（タンザニ

ア・ウガンダ・ケニア）報告書 2002年（日本語版）

「Report on Japanese Parliamentarians Study Visit

to Southern Africa- Tanzania, Uganda, Kenya」2002

年（英語版）

財団法人アジア人口・開発協会が、東アフリカ3カ国

で実施した「日本国国会議員団アフリカ人口・開発事

情視察」の報告書。東アフリカの人口増加、HIV/エ

イズ、リプロダクティブ・ヘルス、安全な飲料水など

について、関連施設の実情視察により、日本をはじめ

とする関係国連機関の実施する国際協力によって東ア

フリカ地域の人口問題などの解決策を見出すことを目

的として実施された。

2. 「日本とマレーシアにおける人口と開発に関する教

育・啓発プロジェクト」2003年（日本語版）

「Population and Development Awareness Rising

and Education for the Japanese and Malaysian

Public」2003年（英語版）

日本とマレーシア国民に対する人口と開発に関する啓

発と教育を目的としたプロジェクトの報告書。マレー

シアで実施したセミナーは、近い将来にマレーシアも

直面する高齢化問題に対し、マレーシアのオピニオン

リーダー、NGO、関係者の関心を高めることを目的と

した。日本でのセミナーは国内3都市で、小川直宏・

日本大学人口研究所次長を講師に迎え実施された。

3. 「南部アフリカ派遣事業報告書－ザンビア・南アフリ

カ」2004年（日本語版）

15. 「第17回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会

議」2001年（日本語版）

「The 17th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」2001年（英語版）

2001年にニュージーランド・オークランドで開催され

た人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議の議

事録。テーマは「アジア・太平洋の食料安全保障、水

資源と人口―人類の未来と持続可能な開発―」。

16.「第18回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」2002年（日本語版）

「The 18th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」2002年（英語版）

2002年に東京で開催された人口と開発に関するアジア

国会議員代表者会議の議事録。「水と公衆衛生、地域

開発と人口」をテーマに、生活の中で身近な生活環境

における飲料水、下水などの水をめぐる問題、また食

料生産基盤としての地域共同体と人口問題について協

議した。

17. 「第19回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」2003年（日本語版）

「The 19th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」2003年（英語版）

2003年にベトナム・ホーチミンで開催された人口と開

発に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。「ア

ジアの水と人口」をテーマに、3年目として人口と水

問題を総括した。

18. 「第20回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」2004年（日本語版）

「The 20th Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」2004年（英語版）

2004年にカザフスタン・アルマティで開催された人口

と開発に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。

テーマは「ICPPD+20への挑戦－ICPD PoAのこれか

らの10年に向けて」。

19. 「第21回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」2005年（日本語版）

「The 21st Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」2005年（英語版）

2005年にカンボジア・プノンペンで開催された人口と

開発に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。テ

ーマは「緊急時における人口－社会・経済的復興にお

ける国会議員としての対応」。

20. 「第22回人口と開発に関するアジア国会議員代表者

会議」2006 年（日本語版）

「The 22nd Asian Parliamentarians' Meeting on

Population and Development」2006年（英語版）

2006 年にインド・ニューデリーで開催された人口と

開発に関するアジア国会議員代表者会議の議事録。テ



101

国会議員会議と視察プログラム」2006 年（日本語版）

「Parliamentarians' Meeting & Study Visit on

Disaster Management & Reconstruction Toward

Sustainable Development through Improvement of

Reproductive Health & Community Capacity

Building」2006年（英語版）

スマトラ沖大地震・インド洋大津波で被害を受けたタ

イ、マレーシア、インドネシア、インド、スリランカ、

モルディブと、大地震で被害を受けたパキスタンから

国会議員を招き、災害管理と復興に関して実施した同

プログラムの報告書。東京での国際会議では、津波被

害からの復旧の現状と対策について協議がなされ、そ

の後、東京と新潟で災害復興におけるコミュニティの

役割と、日本が戦後「新生活運動」として実施した女

性の地位向上、所得創出プログラムなどの経験を視察

した。

8. 「TICAD IVとG8サミットに向けた持続可能な開発の

ための人口・保健・地域相互扶助能力構築に関するア

フリカ・アジア国会議員対話プログラム」2007 年

（日本語版）

「 Afro-Asian Parliamentarians' Dialogue on

Population, Health and Community Capacity

Building for Sustainable Development Toward

TICAD IV and G8 Summit in 2008」2007年（英語版）

2008年のTICAD IVと G8サミットを前に、アジアお

よびアフリカ地域からの国会議員を日本に招き、アフ

リカ開発に日本の経験を生かしてもらうことを目的と

して実施した会議・視察の報告書。会議では、人口増

加のもとでのアジア・アフリカ農業の持続的発展、日

本の戦後発展と人口・農村の生活改善の状況に関する

講演・協議が行われ、引き続き、東京・群馬では、日

本のアフリカ支援や戦後日本の母子保健の改善、公衆

衛生や消防団活動等の地域相互扶助活動、入会地など

のコモンズ、女性の社会的地位の向上や生活改善運動

の現地プログラムを視察した。

「Report on Japanese Parliamentarians Study Visit

to Southern Africa- Zambia and South Africa」2004

年（英語版）

財団法人アジア人口・開発協会が、南部アフリカ2カ

国で実施した「日本国国会議員団アフリカ人口・開発

事情視察」の報告書。南部アフリカの人口増加、

HIV/エイズ、リプロダクティブ・ヘルス、安全な飲

料水などについて、関連施設の実情視察により、日本

をはじめとする関係国連機関の実施する国際協力によ

って南部アフリカ地域の人口問題などの解決策を見出

すことを目的として実施された。

4. 「日本国国会議員アフリカ３カ国視察団（カメルーン

セネガル　チュニジア）報告書」2004年（日本語版）

「Report on Japanese Parliamentarian Inspection

party to Africa 2004－Cameroon, Senegal and

Tunisia 2004年」（英語版）

2002年の東アフリカ（タンザニア　ウガンダ　ケニ

ヤ）、2003年の南アフリカ（南アフリカ共和国　ザン

ビア）に続き、2004年には西アフリカのカメルーン、

セネガルと北アフリカのチュニジアで人口・リプロダ

クティブ・ヘルス、HIV／エイズ、安全な水、開発問

題などに焦点を当てた国会議員視察を実施した。この

一連のアフリカ視察事業は、人口急増が開発の進展を

妨げてきたアフリカ大陸の現状を確認し、これまでア

ジア地域に重点が置かれてきた日本の援助対象をアフ

リカにまで拡大することを目的として実施された。

5. 「スマトラ沖大地震・津波被害に対する緊急支援視察

と人口･開発問題に関する議員活動活性化プログラム」

2005年（日本語版）

「Visiting Programme for Tsunami Disaster Relief

Projects and Activation of Parliamentarian

Activities on Population and Development」2005年

（英語版）

2004年に起きたスマトラ沖大地震とそれに続くインド

洋津波による大災害を受け実施した、被災地への国会

議員視察の報告書。1回目はタイ、マレーシア、イン

ドネシア、2回目はインド、スリランカ、モルディブ

を訪問し、人口分野での協力の現状、UNFPA/IPPF

を通じた援助の有効性について視察を行い、改善点や

追加的支援の必要性を把握した。

6. 「Public Symposium－Aftermath of MDG Summit and

Population Issues」2005年（英語版）

第3回「国際人口開発会議行動計画実施のための国際

国会議員会議（IPCI-ICPD)」運営委員会を合わせて開

催された「カイロ行動計画推進のための国際国会議員

会議（IPCI）公開セミナー―世界の国会議員が語る

『ミレニアム開発目標と人口問題』」報告書。

7. 「リプロダクティブ・ヘルスおよび地域の相互扶助能

力の向上を通した持続可能な災害管理と復興に関する
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９
月
２
日

９
月
11
日

９
月
17
日

９
月
18
日

９
月
22
日

〜
25
日

10
月
３
日

10
月
７
日

10
月
８
日

10
月
22
日

10
月
24
日

10
月
28
日

10
月
29
日

ＡＰＤＡ－日誌－
（2008年9月～2008年11月）

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
聞
き
取
り
調
査
の
た
め

長
浜
博
行
議
員
（
参
・
民
）
を
訪
問
。
楠
本
修
常
務
理
事
・

事
務
局
長
、
恒
川
ひ
と
み
国
際
課
長
が
聞
き
取
り
を
行
う
。

第
18
回
国
会
議
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
２
０
５
０
と

参
議
院
特
別
会
議
室
で
共
催
。
柳
下
真
知
子
・
日
本
大
学
教

授
が
「
開
発
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
題
し
て
講
演
。
広
中
和
歌

子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
代
行
（
参
・
民
）
、
下
田
敦
子
議
員

（
参
・
民
）
が
参
加
。
増
子
輝
彦
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
（
参
・
民
）、

西
村
明
宏
議
員
（
衆
・
自
）
は
代
理
出
席
。
事
務
局
か
ら
は

楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
水
上
祐
二
研
究
員
が
参
加
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
聞
き
取
り
調
査
の
た
め

増
子
輝
彦
議
員
（
参
・
民
）
を
訪
問
。
楠
本
常
務
理
事
・
事

務
局
長
、
水
上
研
究
員
が
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
。

外
務
省
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｉ
／
Ｉ
Ｄ
Ｉ
に
竹
本
将
規
業
務

課
長
・
研
究
員
が
参
加
。

Ｕ
Ｎ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
た
外
務
省
／
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
主
催
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
開
発
に
お
け
る
民
間
企
業
の
可

能
性
―
開
発
途
上
国
に
お
け
る
成
長
と
貧
困
削
減
の
た
め
の

企
業
、
援
助
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
―
」
に
竹
本

業
務
課
長
・
研
究
員
、
恒
川
国
際
課
長
が
出
席
。

楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
の
鼓
紀
男
東

京
電
力
副
社
長
と
面
会
。

「
第
６
回
女
性
大
臣
・
議
員
会
議
」
に
出
席
す
る
た
め
に
楠

本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

に
出
張
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
の
会
／
６
者
協
議
を
ジ
ョ
イ
セ
フ
で

開
催
。
楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
国
際
課
長
が
参

加
。

石
田
紀
郎
京
都
学
園
大
学
教
授
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
来
所
。

農
林
水
産
省
企
画
入
札
説
明
会
に
竹
本
業
務
課
長
・
研
究

員
、
水
上
研
究
員
が
参
加
。

竹
本
業
務
課
長
・
研
究
員
、
水
上
研
究
員
が
櫻
井
武
司
和
光

大
学
経
済
経
営
学
部
教
授
を
訪
問
。
農
林
水
産
省
委
託
調
査

事
業
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

竹
本
業
務
課
長
・
研
究
員
、
水
上
研
究
員
が
農
水
省
の
企
画

提
案
会
に
参
加
。

楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
国
際
課
長
が
、
高
橋
千

秋
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事
務
総
長
（
参
・
民
）
を
訪
問
。
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ

総
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

ジ
ョ
イ
セ
フ
で
開
催
さ
れ
た
人
口
問
題
協
議
会
に
楠
本
常
務

理
事
・
事
務
局
長
が
参
加
。

楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
、
福
田
康
夫
前
総
理
大
臣
と

Ｇ
８
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
と
の
懇
親
会
に
参
加
。

楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
、
南
野
知
惠
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事

務
総
長
（
参
・
自
）
を
訪
問
。
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
総
会
の
打
ち
合
わ
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11
月
４
日

11
月
５
日

11
月
12
日

〜
17
日

11
月
26
日

11
月
28
日

せ
を
行
う
。

マ
リ
・
シ
モ
ネ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
と
ジ
ル
・
グ
リ

ア
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
来
日
。
福
田
康
夫
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長

（
衆
・
自
）
と
会
合
を
行
う
。
池
上
清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京

事
務
所
長
、
中
村
百
合
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
資
金
調
達
オ
フ
ィ
サ
ー
が

同
席
。
事
務
局
か
ら
楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
国

際
課
長
が
同
席
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
『
世
界
人
口
白
書
２
０
０

８
』
の
記
者
発
表
に
水
上
研
究
員
が
参
加
。

マ
リ
・
シ
モ
ネ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
、
ジ
ル
・
グ
リ

ア
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
の
来
日
に
合
わ
せ
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
総
会
を

開
催
。
福
田
康
夫
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
（
衆
・
自
）、
広
中
和
歌

子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
代
行
（
参
・
民
）、
小
宮
山
洋
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
副
会
長
（
衆
・
民
）、
川
口
順
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
（
参
・

自
）、
南
野
知
惠
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
（
参
・
自
）、
高
橋

千
秋
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事
務
総
長
（
参
・
民
）、
北
川
イ
ッ
セ
イ

（
参
・
自
）、
塚
田
一
郎
（
参
・
自
）
各
議
員
が
出
席
。
福
島

豊
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会
長
（
衆
・
公
）、
平
野
博
文
（
衆
・
民
）、

大
口
善
徳
（
衆
・
公
）、
増
子
輝
彦
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
（
参
・

民
）、
若
林
正
俊
（
参
・
自
）
の
各
議
員
は
代
理
出
席
。
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
か
ら
は
、
マ
リ
・
シ
モ
ネ
ン
事
務
局
次
長
、
池
上

清
子
東
京
事
務
所
長
、
山
本
美
香
同
職
員
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
か
ら

は
、
ジ
ル
・
グ
リ
ア
事
務
局
長
、
中
村
百
合
資
金
調
達
オ
フ

ィ
サ
ー
、
石
井
澄
江
ジ
ョ
イ
セ
フ
事
務
局
長
、
塩
田
恭
子
ジ

ョ
イ
セ
フ
広
報
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
担
当
が
出
席
。
外
務
省
か
ら

は
杉
山
晋
輔
地
球
規
模
課
題
担
当
審
議
官
、
中
田
昌
宏
国
際

協
力
局
多
国
間
協
力
課
課
長
補
佐
、
大
田
賢
同
課
事
務
官
が

出
席
。
事
務
局
か
ら
は
、
楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒

川
国
際
課
長
、
ケ
イ
テ
ィ
・
ド
ン
ゼ
ル
マ
ン
国
際
課
職
員
が

出
席
。

ジ
ル
・
グ
リ
ア
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
島
尻
安
伊
子
議
員

（
参
・
自
）、
小
宮
山
洋
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会
長
（
衆
・
民
）
を

表
敬
訪
問
。
事
務
局
か
ら
は
楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、

恒
川
国
際
課
長
が
同
行
。

11
月
14
〜
15
日
に
か
け
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｉ
―
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
２
０
０
９
運
営
委
員
会
に
参
加
す
る
た
め

高
橋
千
秋
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事
務
総
長
（
参
・
民
）、
楠
本
常
務

理
事
・
事
務
局
長
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
出
張
。

堀
部
伸
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
局
長
の
来
日
に
際

し
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
会
を
開
催
。
森
山
眞
弓
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会

長
（
参
・
自
）、
福
島
豊
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会
長
（
衆
・
公
）、
逢

沢
一
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
（
衆
・
自
）、
高
橋
千
秋
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
副
事
務
総
長
（
参
・
民
）、
増
子
輝
彦
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事

（
参
・
民
）
が
出
席
。
池
上
清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所

長
、
楠
本
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
国
際
課
長
が
同
席
。

平
成
20
年
度
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
・
評
議
員
会
を
都
内
ホ
テ
ル

で
開
催
。

（
１
）
理
事
選
出
及
び
役
員
の
互
選

（
２
）
平
成
21
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

（
３
）
そ
の
他
に
つ
い
て
、
協
議
・
議
決
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表紙の写真説明

本
年
は
１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
15
年

を
迎
え
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
で
は
人
口
問
題
へ
の
対

処
と
し
て
、
一
人
一
人
の
健
康
や
女
性
の
地
位
の
向
上
な
ど
を
実
現
し
人

口
問
題
を
解
決
に
向
け
る
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
人
口
問
題
は
人
権
の
擁
護
と
全
く
同
じ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
一
人
一
人
の
健
康
を
確
保
し
、
貧
し
い
人
た
ち
の
生
命
の
権

利
を
守
る
こ
と
が
人
口
問
題
の
解
決
に
繋
が
る
、
幸
せ
な
状
況
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
昨
年
開
か
れ
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ⅳ
や
Ｇ
８
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、
人
口
問
題
の
重
要
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
環

境
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
規
模
的
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は

「
全
員
参
加
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
視
点
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。

地
球
が
狭
く
な
っ
た
今
日
、
世
界
的
な
課
題
に
他
人
事
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
限
ら
れ
た
生
態
系
の
中
で
対
応
を
誤
れ
ば
、
全
て
の
人
が
被
害
者
に

な
る
。
今
、
少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
を
は
じ
め
非
常
に
悲
観
的
な
論
調

が
蔓
延
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
類
の
歴
史
の
中
で
人
類
が
直
面
せ
ざ
る

を
得
な
い
問
題
の
性
質
や
解
決
法
が
こ
れ
ほ
ど
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
は
か

つ
て
な
い
。
そ
こ
に
大
き
な
希
望
が
あ
る
と
思
う
。
今
こ
そ
希
望
を
持
ち
、

積
極
的
な
未
来
へ
の
投
資
を
行
う
べ
き
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

そ
の
基
礎
と
な
る
の
は
人
口
問
題
で
あ
る
。
本
年
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ+

15
を
記

念
し
て
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
も
こ
れ
ら
の
活
動
に
積
極

的
に
か
か
わ
り
、
こ
れ
ま
で
築
き
あ
げ
て
き
た
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
一

層
強
化
す
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
い
。

通
山
宕
愛

チュニスの市場にて

カイロの国際人口開発会議（ICPD）から

15年を記念して、IPCI会議が来年エジプト

のカイロで開催される。IPCIは国際人口開

発会議行動計画（ICPD-PoA）の実施を促

進するために、実施されている会議で各議

連の持ち回りで開催されている。2002年の

カナダのオタワ、2004年フランス・ストラ

スブール、2006年タイ・バンコクとこれま

で3回開催されてきた。今回の会議で各地域

議連を一巡することになる。

このIPCIの運営委員会がチュニジアの首

都チュニスで開催された。アフリカとはい

っても地中海、古のカルタゴのあった場所

である。フランスと見まがうばかりの街並

みと、アラブ風の街並みがくっきりと区別

されている。写真は活気に満ちたアラブ街

にある市場の様子である。
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